
    
      
        
      
    

  









































異世界ならニートが働くと思った？３




エルフの姫を調教して世界最強を倒します。
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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ニート手なずける









「んー……暇だ」

〈解放者〉の領地、ティステル。そこに唯一存在するティステル城の一室で。

　豪ごう奢しやなベッドに寝そべりつつ、片手でスマホを退屈そうにいじっているのは〈解放者〉の《英雄》──レイジ。

　眠そうな目で暇暇と言いながら指先だけは高速に動かす彼の居室に、ノックの音が鳴り響き、扉が開かれる。

「……食事が、できやがりました」

「お、もうそんな時間？　あーそこまで運んできて」

　ふわ、とあくびを嚙かみ殺ころし、怠だるそうに伸びをしながら顎あごで『そこ』を指し示すレイジと対照的に、ぴくぴくと頰ほおを引きつらせながら、危なっかしい手つきで食事を運んできたのは使用人でもなければ、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》──ティファリシアでもない。

　薄紫の髪に、オッドアイの瞳ひとみ。シスター服のような衣装に身を包み、背中には白と黒の美しい翼。

　人形のように整った顔に憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべ、透き通る肌をうっすらと紅潮させる小柄な彼女こそは、太古の［七滅戦セブンス］において六度まで世界を滅ぼしたとされる〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こ、アルファ・ステイシスだ。

　この世界──《万象の楽園アクアテラリウム》において『世界の管理者』を自称し、『持つべき者の義務ノブレスオブリージユ』なる使命まで掲げる絶対強者の〈神翼族エルブランシユ〉が、愚劣で下等な〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］の集まりである〈解放者〉の《英雄》に顎あごで使われるのは、当然理由がある。

「…………ふう」

　ベッド脇わきのサイドテーブルになんとか料理を運び終えたアルファは、一仕事終えたようにほっと息を吐いてから、思い出したように腕を組んで薄い胸を張る。

「ふ……ふん、せいぜい感謝して食べやがることですね。〈神翼族エルブランシユ〉──それも［天てん来らい機き関かん］が筆頭巫女であるこのボクに食事を運ばせた他種族の《英雄》など、後にも先にも貴様だけなのですから」

「は？　運んで終わりだと思ってんの？」

「──え？」

「この通り、俺は作業中で手が離せないんだけど。手が離せないのに食事をしなくちゃいけないとか困ったわー」

「な──き、貴様……さっき暇だって……！」

「えー？　なに？」

　にやにや笑うレイジに、アルファは思い切り拳こぶしをぶち込みたい欲求に駆られるが、それをしようとした瞬間訪れる屈辱を思い出して、どうにか堪こらえる。

　そのまま二度深呼吸し、どうにか気持ちを落ち着けると、観念したようにベッド脇の椅い子すに座り、スープをひとすくいして乱暴にレイジの口元へと運ぶ。

「……ほら。食いやがれ、です」

「そんな投げやりな態度じゃ口は開けてやれんなあ！」

「はあ……!?　くっ、なぜ偉そうに……っ」

「その理由を説明してやろうか？」

「……っ」

　落ち着け落ち着け、クソ劣等種族の戯ざれ言ごとなんて聞き流せ。そう心の中で自分に言い聞かせ、アルファはいつものように誰が見てもわかる作り笑顔で言った。

「──ハイ、あーん♡」

「ん、よろしい。……あむ」

「…………いつか殺す」

「え、なに？」

「なんでもありマセンヨ？」

　ニコリ。

　ニセモノの笑顔なら得意だ。この調子でさっさと食べさせてこの屈辱的な時間を終わらせよう──そう考えていた彼女は、急せかすように食事を運び、

「おいおいスープばっかじゃなく他の料理も──」

　そう言いながら他の料理を指さそうとしたレイジの指にぶつかる。

「あ」

　それ自体は別に問題ない。

　問題があったのは、その場所がちょうどアルファの胸だったということで。

「────!?」

　ぱっと見た感じ、なくはない程度のアルファの胸。

　それはしかし、決してないわけはなく、ふにょりとした確かな感触をレイジに返してきて、アルファの顔をみるみる真っ赤にしていった。

「──き、ききき貴様ぁっ」

「あー悪い悪い。普通にミスったわ」

「普通にミスったわ──で許されると思いやがってんですか!?」

「だから謝ってんじゃん。まあたいしてないんだし、気にすんなって」

「こ、殺す……！」

「あ。あーあ」

「殺す殺す殺す──絶対に殺すっ!!　そこに直りやがれですこのクソ外道《英雄》!!」

　軽く宙に浮きながらそう言いつのったアルファに、レイジはにやにやと笑って。

「からの？」




「──冗談ですにゃん♡」




〝じょう〟で右手を頭の横に〝だん〟で左手を同じように〝です〟で首を傾かしげ〝にゃん〟で笑顔。

　見た目は完かん璧ぺきな美少女のアルファがそんなポーズを決めるのはたまらなく可愛かわいい。

　可愛いのだが。

「──ぶはっ、だ、ダメだ、やっぱ耐えられねえ！　あははははははははっ冗談ですにゃんってあはははははははは！」

　ベッドを叩たたいて思い切り爆笑するレイジに、アルファは笑顔をひくつかせ、やがて金縛りから解けたようにポーズをやめると、顔を赤くして悲鳴のように声を張り上げた。

「だ、だ──誰のせいでこんなことさせられてると思ってやがるんですかあああ!!」

「えー？　俺のせい？」

「貴様のせい以外ありえやがらないでしょう!?　あんな、あんな卑ひ怯きよう極まりない【勝負】の末にこんなクソ契約をさせるなんて!!」
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　レイジにとっての異世界──《万象の楽園アクアテラリウム》。

　この世界で結ばれた契約は、《大誓約魔法》によって絶対遵じゆん守しゆが強制される。

　とある事情から〈神翼族エルブランシユ〉の特使としてアルファを受け入れたレイジは、いの一番にこう言った。

〝〈神翼族エルブランシユ〉の特使と〈解放者〉の《英雄》ってどっちが立場が上なのかいまいちわからないよなー〟

　だから──【勝負】で決めよう。

　なにも知らないアルファはこれをどや顔で受け、【相手が暴言だと思う言葉を吐くたびに可愛かわいい仕草つきで〝冗談ですにゃん♡〟と語尾につける】という恐ろしい契約を結ばされた挙げ句、あっさりと負けたのだった。

《大誓約魔法》の下に結ばれた契約は、どんなものであろうと必ず履り行こうされる。

　彼女がまずかったのは、それを不服とし、契約を撤回させるために新たな【勝負】を申し出たことだった。

　そんなもの──レイジの思い通りに決まっている。

　かくして、アルファはさらなる縛り──基本的にレイジの命令には絶対服従という奴隷同然の契約を結ばされ、〈神翼族エルブランシユ〉の使者などという立場はかけらも顧かえりみられない待遇になっていた。

「そもそもさー、そっちに発言権とかあると思ってんの？」

「はあっ？　何様のつもりですか〈隷人族インフイルマ〉ごときの《英雄》気取りのクソが！　──冗談ですにゃん♡」

「ぷっ……だ、だから笑わすなって。ほれ、ここになんて書いてあるか、もう一回読んでみ？」

　言いながらレイジが手に取ったのは、アルファの首につけられた金属のプレートだ。

　そこにはアルファたちにはわからない、日本語である文字が書かれている。

「……っ」

「んー？　もう忘れたか？　仕方ねーなー」

「────俺の……もの……っ」

「え？　なに？」

「『俺のモノ』でしょう!?　この品性下劣《英雄》!!　──冗談ですにゃん♡　ああああもおおおお!!」

　通常犬の首輪などにつける鑑札ドツグタグ。

　それを、アルファはアクセサリーのように首につけさせられていた。

　もちろん、レイジはそれをアルファにわざわざ説明している。そのほうがより効果的だからだ。

「ひどい、ですね……」

　わざとらしく笑い続ける自身の《英雄》と恥ち辱じよくと怒いかりで真っ赤になって叫ぶ〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こを見ながら、本来のこの城の主であり、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》でもあるティファリシアは思う。

　あまりにひどい、と。

　同時に、認めたくない現実にも気づいてしまう。

「もしかして……普段のわたしもこんな風に遊ばれて……？」

　レイジによって主従を逆転され、首輪を嵌はめられたティファリシアは毎日のようにレイジに【勝負】を挑んでいた。

　あの手この手で裏をかこうとするティファリシアをレイジはことごとく負かし続け、そのたびにティファリシアは罰ゲームという名の恥を晒さらし続けていたのだが、そのときはただひたすらに恥ずかしいやら悔しいやらレイジが憎いやらで自分を客観視する余裕はなかった。

　こうして似たようなことをしているアルファを見て、あらためて冷静に考えてみると──本当に心からみっともない様を見せつけていたのではないだろうか……。

　そういえば、レイジが来てから使用人の対応が妙によそよそしくなったり、たまに憐れん憫びんというか何かを察したような眼まな差ざしを感じるようになった気もするが、あれはようするに今ティファリシアがアルファに向けている感情と同じなのでは──

（いえいえいえいえ、そんなわけないです！）

　百歩譲って、レイジが来た当初はそうだったとしても今のティファリシアは違う。

　そもそも今のティファリシアは首輪を外そうなどと思っていない。

　これまたレイジのせいで、ティファリシアの首輪は〈解放者〉の『種族旗』になってしまったので、おいそれと外してしまうと様々な面で問題が生じてしまうのだ。

　もちろんそれとは別に主従関係を元に戻すためにレイジとの【勝負】には勝たなければならないが、アルファのようにレイジ側からの条件をそのまま受け入れたり、あからさまな挑発に乗ったりはしない。

　そう──ティファリシアもただ手をこまねいているわけではないのだ。

　レイジがアルファで遊んでいるあいだに、とっておきの【勝負】方法をいくつも考えた。

　当然その【勝負】を自分から挑むのでは本末転倒。

　レイジのペースに乗ってしまった瞬間に、アルファのような有様になるのは目に見えている。

　慎しん重ちようかつ狡こう猾かつに、レイジがこちらの策略にハマるのを待たなければならない。

　待って、待って、待ち続けて………………結構経たった気がする。

　ティファリシアとしては、いつものようにこうして仕事にかこつけてレイジの部屋を訪れ、これみよがしに書類を片付けては。

「ふふふ……また会心の【勝負】方法を思いついてしまいました。これでは簡単にレイジに勝ててしまいますね」

　などと時折つぶやき、声をかけられるのを待っているのだが。

「せ、〝世界の管理者（〟とか言ってるくせに……にゃんて……は、腹いてえ……」

「く、く……くぅぅぅっ、絶対に絶対に絶対に許さねーですからねっ、《運命力》ゼロのゴミ《英雄》!!　──冗談ですにゃん♡」

「も、もう俺の腹筋を許してくれ……ｗ」

　このように。

　レイジはティファリシアのことなどまるで目に入っていないかのように無視して、さながら新しいおもちゃを見つけたように、あるいはいなくなってしまった相方の穴を埋めるようにアルファで遊び続けている。

　それは……正直、なんというか。

　ティファリシア的には。

　微妙に寂しかったりもして──

「おい、ティファ」

「────え？」

「ん？　聞こえなかったか？　ティファって呼んだんだけど」

「あ、は、はい！　なんですか！」

　レイジから声をかけられたのはいつ以来だろう──？

　思わずそんなことを考えてしまったティファリシアは、口元が緩んでしまうのをとどめようと必死で。

「あだ名で呼ばれたことへの突っ込みもなしか。──久しぶりに声かけられて、そんな嬉うれしかった？」

「────っ」

　そ、そんなわけがないじゃないですか、と反射的に返しそうになり。

　ティファリシアは気づく。

　レイジがいかにも楽しそうににやにやと笑い、まるですべて自分の思い通りとでも言いたげな顔をしていることに。

「わ──わざとですね!?」

「お？　気づいた？」

　感心感心と薄っぺらく褒める言葉でも嬉しく感じてしまう自分が悔しい。

　やはりレイジは意図的にティファリシアを放置し、その反応を楽しんでいたのだ。

　文句を言おうとしたティファリシアに先んじて、レイジが口を開く。

「普段の自分がどう見えてるか確認するいい機会だっただろ？」

「──え？」

「他者は自己を映す鏡。どれだけ内ない省せいしても自分の行動がどう映っているか本当の意味ではわからない。反面、目の前で他者が同じことをしてくれれば半なかば強制的に自分の行動を客観視できる」

「──全部計算、して」

　ティファリシアのことを考えて行動していた──そう思わせるようなレイジの言葉に。

　ティファリシアは騙だまされなかった。

「……噓うそですね。レイジがわたしのことだけを考えて行動するわけがありません」

　自分で言ってて悲しくなるが、それこそが真実。

「絶対に別の目的があったはずです！」

　ずばり言い切ったティファリシアに、レイジはらしくなく目を見開き、悲しげに眉まゆ尻じりを下げた。

「……ひでえな。そんな風に思われてたのか」

「え…………」

　視線を落とし、重いため息を吐つく。

　見たこともないレイジの反応に、ティファリシアは必死に動揺を隠して言う。

「だ、騙だまされ、ませんよ……？」

「…………そっか。まあしょうがないよな。今までの俺の行動を顧かえりみれば当たり前の帰結だ」

　理解されないつらさ。誤解される哀かなしみ。

　身に覚えのありすぎる言葉に──ティファリシアはもう耐えられなかった。

　自らの過ちを自覚するように胸を押さえ、申し訳なさそうに口を開く。

「あの……レイジ……わたし」

「──とか言ったら、あーっさり引っかかっちゃうあたりほんとちょろいよなお前」

　一転して軽く肩をすくめたレイジに、ティファリシアは目を点にし。

「…………は？　あ、あ！　今のも噓うそ!?」

　一拍の間を置いて声をあげたティファリシアに、レイジはへらっと笑いながら言う。

「直近に言ったこともう忘れたのか？　他者は自己を映す鏡なんだって。他者がどういう行動取ったら自分は動揺するか、きちんと把握しとかないとダメー。共感できるってのは長所でもあるけど、自覚なく流されてるようじゃ短所にしかならないからな？　せっかく今までの俺がこうだったから今回もこうであるって論理的推論を持ち出したんだから、感情ノイズは排除してきっちり最後まで貫けよ」

「うぅ……」

　さすがによく見ている──そうティファリシアが感服したのも一瞬で。

「ちなみに今回のプレイは〝普段虐しいたげられている美少女エルフが、急に放置されて戸惑いつつも物足りなさを感じ、Ｍとしての自分に目覚める〟っていうコンセプトだったから、その意味では超よかったぜ！」

　ビシッと親指を突きあげたレイジに、ティファリシアは全力で突っ込む。

「なぜ晴れやかに!?」

「いやーお前マジ才能あるよ！　なにさっきの〝ふふふ……また会心の【勝負】方法を思いついてしまいました〟って」

「な──なっ……き、聞こえてっ」

「〝これでは簡単にレイジに勝ててしまいますね（〟って、笑い堪こらえるのに必死だったわ」

「ぅ……ぐっ……ぅぅ……」

　あらためて言葉にして聞かされると、顔から火が出そうになるほど恥ずかしい。穴があったら入りたいし、少し前の自分に突っ込めるのなら思い切り突っ込みを入れたい──。

　そうティファリシアが本気で思っていると。




「──あのークソうざいやりとりしてるとこ大変申し訳ねーんですが」




　本来は〈神翼族エルブランシユ〉の大使──〈解放者〉にとって最上級の客人であるはずのアルファが、ジト目でこちらを見ながら言う。

「そのクソくだらねー理由のために、ボクにこの屈辱的な契約を結ばせたというなら、さっさと解除しやがってくれませんかね？」

　とてもお願いしているとは思えない高圧的な態度でそう言ったアルファに、

「ん、無理だけど？」

　レイジはさらりと言う。

「せっかく新しいおもちゃ……もとい、情報収集手段を思い通りに使えるようになったのに、手放すわけないじゃん」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと肩をすくめて笑うレイジに。

「──このゴミクソ《英雄》!!　［天てん来らい機き関かん］の総力を結集して絶対殺す殺す何度でも殺して殺し尽くしてやるぅぅ!!」

　ぷるぷると翼を震わせた気高きロリシスターはそうまくしたてて。

「冗談ですにゃん♡」

　一瞬後にすべてを台無しにする可愛かわいらしいポーズをとらされ、ひとしきり笑われたあと悔しそうに地団駄を踏む。

　そんな、見事にレイジの思うままに踊おどらされている元敵に、ティファリシアは心から同情せざるをえない。

　レイジと会話すること、それ自体が彼の術中──。

　そうわかっていても、その通りに行動してしまう彼女の気持ちがよくわかる。

　他ならぬティファリシアがそうだったからだ。

　そしてなにより、この極悪ニート《英雄》は自らのその特性を誰よりも把握しているから、ああして〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こでさえも自分の領域に引きずり込み、思い通りに動かすことができるのだろう──。

　思い、通りに。




　……本当にこの状況はレイジの思い通りなのだろうか？




　あの日──〈海精族〉の国ワタツミノミヤでの一件以来、ティファリシアの脳裏にはその疑問が幾度となく浮かび上がる。

　いつも影から現れ、レイジのそばにいて、彼とはまた別の意味で場を引っかき回す銀髪の少女。

〈幻魔族ストレーガ〉の姫──クランレウ・シミシカ。

　彼女はあの日以来、一度も姿を見せていない。

　そしてレウがティステルを離れたまま、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こが使者として居座っているこの現状は、本当にレイジが思い描いていたとおりのことなのだろうか……？

　再び鎌かま首くびをもたげた疑問に、ティファリシアはこの奇妙な状況が作られた数日前の出来事を思い出さざるをえなかった──
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「おーやっぱ何度乗っても爽そう快かいだなー」

　風を切り、空を行く神獣・四不象スープシヤン。

　通常の数十倍に巨大化した四不象の背に乗り、勝手知ったる我が家とばかりにくつろぐレイジに、隣に座った少女が言う。

「んんーレイジっちに褒められると素直にうれしぃね♪」

　サイドに結わえられた髪を風になびかせ、やたらと可愛かわいくデコられた釣つり竿ざお──『宝貝パオペエ・打だ神しん鞭べん』をふりふりとさせる彼女こそ、神獣・四不象の主であり、〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼう。

　急きゆう遽きよ同行の決まった太公望に、同じくレイジの隣に座るティファリシアはぼそりと呟つぶやく。

「……厳密には褒められているのは四不象で、あなた自身ではないと思いますけど」

「ぉよ？　ティファティファったらゴキゲンななめっちゃってる？」

「別に……そういうことではないです」

「──ふーん？」

　にひっとイタズラっぽい笑みを浮かべた太公望は、これみよがしにレイジにしなだれかかって言う。

「ねーティファティファはああいってるケド、レイジっちはどーおもぅ？」

　ミニのチャイナ服に身を包み、じゃらじゃらとした小物をいたるところにつけた彼女がそうしてレイジの腕に抱きつくようにしている姿は、ティファリシアの感情を別の意味で波立たせたが。

「んーどうでもいい」

　そのあまりな言葉に、思わず立ち上がりそうになって──

「──ひっ」

　大きく煽あおる風。十分な広さがあるとはいえ、落ちたら即死という状況にあることを本能的に感じ、ティファリシアは慌てて近くにあった不動のものにしがみつく。

　一瞬遅れて、その不動のものがたった今非難の言葉を投げようとした相手だということに気づき、離れようとしたものの。

「……っ」

　吹きすさぶ風に袖そでだけは放せなくて、ティファリシアが悔しげに歯は嚙がみしていると、一連のあいだにやにやしていたレイジは、片手で太たい公こう望ぼうを遠ざけながら言う。

「ま、事前に予定していたのと違う移動手段に思うところがあるからって、周りに当たるのはよくねーな」

「わかって──」

「なにが？」

「…………なんでもないです」

　ふん、とそっぽを向いたティファリシアは、自分でも少し大人げなかったことを反省しつつ、本来予定していた移動手段──突然いなくなった彼女に想おもいを馳はせる。

　レイジを主あるじとした主従契約を結び、常にレイジのそばに付き従っていた〈幻魔族ストレーガ〉の姫。

　ティファリシアには経緯のよくわからないまま同行していた彼女は、なによりもレイジを至上としていたし、レイジ自身それを疎うとみながらも受け入れているように見えた。

　それなのに。

「レイジは、なにか思うところがないんですか」

　低く問いかけたティファリシアに、レイジはちらっとこちらを見ただけであっさり答える。

「別になにも？」

　その声には本当になにも感じているところがなさそうで、ティファリシアの気持ちをますます滅め入いらせる。

　すべてを自らの掌てのひらの上で動かすレイジのことだ。彼女──レウがいなくなったことも予定通りであると思いたい。思いたいが。

（直前で移動手段まで変えるなんて……）

　クランレウ・シミシカの謎なぞの失しつ踪そう。それはレイジにとっても予定外だったと言っているようなものだ。

　ティファリシア自身、レウがレイジと繰り広げる高度な会話についていけなくて悔しく思ったり、うらやましく感じることは多かった。

　それでも急にいなくなってしまえば驚くし、疑問に裏打ちされた憤いきどおりのようなものや、純粋にいなくなってしまって悲しいという気持ちを抱いているのに──。

「お前はそれでいいし、俺はこれでいいんだよ」

　ぽつりと呟つぶやかれた言葉。

「……え？」

　その意味がわからなくて、顔をあげたティファリシアに、レイジは自分の右腕をじっと見つめ──にやりと悪い笑みを浮かべる。

「高所恐怖症のお前はそうやって怯おびえてればいいし、そんなお前を見て俺は愉快。だからこの方法で移動するのが最善なの」

「な──わ、わたしは別にっ」

「まぁまぁティファティファが言いたいこともわかるケド、ぁたしは〈解放者〉の手伝いができて嬉うれしいよー？」

「……そう言いながら裏で〈解放者わたしたち〉を〈神翼族エルブランシユ〉に売ろうとしていたのはどこの誰ですか」

「ぇー？　昔のコトは忘れちゃったなー」

　しれっとのたまう〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、ティファリシアは口をへの字にするが、

「でもでも、そんな相手も巻き込んで三国同盟結ぶなんて言い出したのはティファティファじゃなーぃ？」

　ウインクしつつ、人差し指と親指でこちらを指さされ、ティファリシアはつい数日前に自分ででっちあげた壮大な計画を思い出し、今さらながら気が重くなる。

「それは……そうですが」

〈海精族シーレーナ〉の国ワタツミノミヤで、ティファリシアたち〈解放者〉は、本来の同盟相手である〈海精族シーレーナ〉のみならず、〈海精族シーレーナ〉と裏で繫つながっていた〈神翼族エルブランシユ〉までを巻き込んだ三種族同盟を提案した。

《万象の楽園アクアテラリウム》の中で圧倒的弱者の立場にある〈解放者〉。その弱者の立場を利用し、〈神翼族エルブランシユ〉に保護を求めるという形で交渉の場を〈神翼族エルブランシユ〉の国へと移したのは他ならぬティファリシア本人だ。

　……いや当のティファリシアからすれば、レイジにそうするよう暗に促うながされたようなものなのだが。

　正直ティファリシア自身、このあとどうやって交渉すれば〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』を譲り受けて〈海精族シーレーナ〉に渡すなどという無理無む茶ちや無む謀ぼうを押し通せるのか皆かい目もく見当もついていない。

　けれど。

（レイジにはきっと考えがあるはず……）

　そう思ってちらりと〈解放者〉の《英雄》を見ると、

「あー……この適度な風がいいよなー……眠くなるわー」

　いつの間にか四不象スープシヤンの背中に寝そべり、まるで自室であるかのようにくつろいで、くあ、とあくびをするニートの姿に目を閉じ、思う。

　──ダメだ自分でどうにかするしかない。

　ティファリシアがあらためてそう強く決意すると。

　急に視界に雲や空、鳥や竜以外のものが映った気がして、顔をあげ、周囲を見回す。

　かなりの速さで飛んでいる四不象のせいか、あっという間に後ろへと追いやられるそれは、地上で言うところの岩の固まりのように見えた。

　数十倍の大きさになっている四不象よりも大きいということは、人が上陸できるサイズということだ。そんなものが、いくつも空に浮かんでいる。

　そして人が上陸できるサイズの岩ということは──。

「ぉ、見えてきたね♪」

　太たい公こう望ぼうの明るい声に続き、レイジがなんということもなさそうに首を伸ばす。

「おおー、すげーな」

　そのまま四不象の首のあたりから身を乗り出し、眼下を眺ながめやるレイジに、ティファリシアは自分のことではないのに背中がさっと冷たくなり、四不象の背中の毛を強く摑つかむ。

「レ、レイジ……あ、あまり身を乗り出すと」

「いいからお前も来てみろよ。壮観だぜ」

「い、いえわたしは──」

「ほらほら、だいじょぶだょティファティファ。落ちそうになったら打神鞭これで拾ってあげるから♪」

「ちょ、お、押さないでください──っ」

　太公望に押され、レイジにほぼ抱きつくような格好で無む理り矢や理り下を見たティファリシアは、その恐ろしいまでの高さに血の気が引き──すぐにそんなことはどうでもよくなった。

　そこにあったのは──まごうことなき大陸。

　その全容は首を巡めぐらせなければ視界に収まりきらないほど広い。

　緑が生い茂り、一面の平原が続き、なだらかな丘があり、石造りの建物が点在する。

　ティステルのあるゼスティス大陸となんら変わらない広大な大地。

　それがいかなる原理か空に浮いて存在している。

　大陸の端に目をやれば、海や山のあるその場所に白い雲がかかっており、雲間からは青い空が見て取れ、ここが本来の大地と違うことを痛感させる。

　また、そこかしこに浮いている幾き何か学がく的な岩のようなものが、《大誓約魔法》──《六面魔法体キユーブ》を連想させ、〈神翼族エルブランシユ〉の技術力の高さを思わせるのだが。

　そんなことよりも──

「………………すごい」

〈神翼族エルブランシユ〉の国──浮遊大陸フィレンタニア。

　七種族の頂点に最も近い種族の国は、ただただその一言に集約されていた。

　文字通り天上に住まう彼らこそ、確かにこの世界の管理者に相応ふさわしい──理屈ではなく感情でそう感じてしまうほどに。

　そうして、その圧倒的な光景にティファリシアが感動している横で。

「さて──それじゃあ高いところで神を気取るアホどもの顔を拝みに行くか」

　最弱の《英雄》は、心からの悪い笑みを浮かべた。
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　浮遊大陸の地表に近づくにつれて、四不象スープシヤンは速度を落とし、徐々に大地や建築物の輪りん郭かくがはっきりしていく。

　同時に、空中を浮遊しているのが謎なぞの岩や飛竜だけではないこともわかってきた。

　薄布一枚に、一対の美しい白い翼。

　たおやかに羽ばたいて近づいてくるのは、〈神翼族エルブランシユ〉の女性たちだ。

　長いブロンドをたなびかせ、笑顔の彼女たちは、なんの警戒もなく四不象に並行して飛ぶ。

「──あらあら珍しいですわ。お客様ですわね」

「まあ、他種族の方がわざわざここまでいらっしゃるなんて。いつ以来かしら」

「ごきげんよう他種族の皆さま。どのような御用向きなのかしら？」

　丁寧かつ優ゆう雅がな所作で矢継ぎ早に話しかけてくる彼女たちに。

「あーもぅきちゃったかー」

　太たい公こう望ぼうが軽く笑い、ティファリシアは目をしばたたく。

「え……ええと、あの」

　なんの用向きもなく他種族の地に降り立つのは明確な領土侵犯だ。

　ティファリシアなどはつい最近まで《大誓約魔法》に引っかかるとすら思っていた。

　もちろん今回の訪問は事前にその意図を伝えていたとはいえ、一見して彼女たち一般的な〈神翼族エルブランシユ〉にそれらが浸透しているとは思えない。

　であれば、もう少し警戒してもいいと思うのだが──。

　思わず眉をひそめたティファリシアに、彼女たちがいっせいに顔を寄せてきた。

「そちらの方はお耳の長さから推測して〈森霊族エルフ〉かしら？　〈森霊族エルフ〉はその名の通り森に精通してらっしゃるそうね。風の噂うわさにお城なども木から造り出すと聞いたのだけれど本当なのかしら」

「まあ、あなたそんなお話を信じてらっしゃるの？　お城に木材を使うだなんていくらなんでもありえないでしょう。〈森霊族エルフ〉は認識魔法を使うそうだから、そのように見えるものを造るだけじゃなくて？　ねえ、そうでしょう？」

　どこまでも親しげに話しかけてくる彼女たちに、ティファリシアは素直に答える。

「あの……すみません、わたしは〈森霊族エルフ〉ではないので」

　その答えに、彼女たちは口に手を当てて驚いたような素振りを見せた。

「まあ」

「あら」

　細めた瞳ひとみを怪しく光らせた彼女たちに気づくこともなく、ティファリシアは胸に手を当て、静かに続ける。

「わたしは〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンです。あなたがた〈神翼族エルブランシユ〉にお願いがあってここまで参りました」

「……あらあら〈解放者〉の《誓約者ルーラー》さま」

「〈解放者〉というと……あの」

「あの〈解放者〉ですわね」

　ちらりと下を見て、なにがおかしいのかクスクスと笑う彼女たちに臆おくすることなく、ティファリシアは後ろのレイジたちに視線を向ける。

「彼は〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ。そして彼女は〈海精族シーレーナ〉の《英雄》太たい公こう望ぼう。……〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に力添えをいただいたのは、ゆえあってのものです」

　その理由まで話す必要はないだろう──あまりに込み入っているし、彼女たちに話していいものだとも思えない。

　そう考えた瞬間。

「あら、ぜひそのゆえをお聞かせ願えないかしら」

「ええ。わたくしたち多少込み入っているくらいのお話のほうが好きですの」

「…………え？」

　ティファリシアが考えていたことをそっくりそのまま指摘された気がして。

　動揺したティファリシアが言葉を失っているあいだに、彼女たちはあっさりと話を変えてきた。

「ところで、こちらの生物……幻獣？　いえ──神獣かしら。〈海精族シーレーナ〉の《英雄》さまの所有物ですのね」

「まあお可愛かわいい」

「この子なら確かに門番くらいは簡単に超えられそうですわね」

「ええ、でも『あの方』が迎えいれていらっしゃるのなら、そもそも門番は下げられていたのではないかしら」

「門番……？」

　一方的に進められる話に翻ほん弄ろうされ、ティファリシアが思わずそう呟つぶやくと。

「そうまでして〈解放者〉の《誓約者ルーラー》さまは、わたくしたち〈神翼族エルブランシユ〉にどんなお願いがあるのかしら？」

「ぜひお聞きしたいですわね」

「ええ、わたくしたち他種族の方とのおしゃべりだけが生き甲斐ですの」

　一方的な言葉の矢。

　三対一という数的な不利はそのまま心理的な負担になる。

　答える必要のないことも、答えてあげなければならないという強迫観念に変わっていく。

　今までのティファリシアであれば、そんなことにも気づかず、流されるままに彼女たちの問いに答えていたかもしれない。

　だが。

「……わたしもどこかの働かない《英雄》のせいで、退屈しのぎのおしゃべりには付き合い慣れています」

「あらあらでは──」

「だから会話は主導権の握りあいだと理解しています」

　笑顔一いつ閃せん。

　虚を衝つかれたように言葉に詰まった彼女たちに、ティファリシアは立て続けに言う。

「門番ということはフィレンタニアに辿たどり着つくためにはある程度の資格が必要だということですか。いえ、そちらはお答えいただかなくても結構です。それよりも、先ほどわたしが〈解放者〉だと名乗ったときに含みを持たせましたね。同時にお三方とも下を見ていました。あれはどういう意図だったのですか？　お聞かせください」

　議論をするつもりなら相手の話を聞く必要がある。だが要求をするだけなら一方的に伝えるだけでいい。

　それがティファリシアが〈解放者〉の《英雄》から半なかば強制的に学ばされた会話術だ。

　──敵地に至ってまでのんきにおしゃべりに興じるのは愚か者のすることだ。

　そんな声がしたような気がして、ちらりと後ろを見ると、その《英雄》さまが退屈そうにあくびをしているのが目に入って脱力しそうになる。

　気を引き締め直して、正面に向き直ると、三人の〈神翼族エルブランシユ〉は──笑っていた。

「あらあらこれはこれは」

「さすがは《誓約者ルーラー》さまですわね」

「ええ──しょせんは〈隷人族インフイルマ〉と［劣血種アブセンス］の国とはいえ、素晴らしいですわね」

　あくまで丁寧にそう続けた彼女たちは、再び瞳ひとみを怪しく光らせる。

「いくらでもお答えしますわ。暇つぶしにさえなればどんなおしゃべりでもいいんですもの」

「門番はお察しの通り、フィレンタニアに近づく部外者種族を排除するシステムのことですわ」

「わたくしたちが〈解放者〉と聞いて下を見たのは、あなたと同種の方がここにもいらっしゃるからですわね」

　あっさりとそう答えた彼女たちにやや拍子抜けしつつ、

「では、その同種というのは──」

　ティファリシアがその先を続けようと。




「あーはいはい、そこまでー」




　開いた口を、レイジに直接押さえられ。

「……っ」

　突然割り込まれたことではなく、直接手で口をふさがれたことに目を白黒させたティファリシアは、レイジから身体からだに触れられたのははじめてじゃとか、あ、意外と指細いとか、男の人の手はやっぱり大きいんだとか──余計なことを考えてしまって。

「む……むー！　──ぷはっ、い、いきなりなにをするんですか!?」

　怒いかりや興奮ではない理由で顔を赤くするティファリシアに、レイジは両手を気だるげに上げて言う。

「はいそれそっくりそのままこっちのセリフ」

「……は？」

「しっかり会話させられちゃってんじゃん。主導権はどこいっちゃったわけ？」

「あ──」

　相手がこちらの問いに答えたことで勘違いしかけていたが、会話を主導しているのはティファリシアではない。

　どんなおしゃべりでもかまわないと言い切った彼女たちに主導させられていただけだ。

「あら、わたくしたちは別に気にしていませんわ」

「ええ。もっと言ってしまえば相手がどなたでも、どんな話題でもかまいませんの」

「おしゃべりができるのなら、わたくしたちが気になっていることでなくとも……そう、たとえば空に浮かぶ岩。不思議ですわよね？　あれは──」

「天魔石。もとよりこの世界にすまうとある幻獣の飛ひ翔しよう構造をあんたら〈神翼族エルブランシユ〉が解析し、お得意の魔法の一種──無機縁魔法で書き込んだものだろ？」

　ポケットに手を入れたまま。

　レイジはすらすらと〈神翼族エルブランシユ〉だけが知っているはずの事実を口にする。

「な──」

「──なぜ他種族の《英雄》がそれを知っているのか、か？　そんなの盗み取ったやつがいたからに決まってるだろ。あんたらがお得意の固有魔法の優ゆう越えつにふんぞり返っているあいだにな」

　しゃべる先から言葉を奪う。

　あっという間にその場を支配する《英雄》に──ティファリシアは無意識に呟つぶやく。

「お得意の、固有魔法……？　──あ」

　自問自答した挙げ句、気づいたのは決定的な事実。

〈神翼族エルブランシユ〉の絶対固有魔法は──

「『未来既知』……！」

　未だ来てもいないことを既に知っているという、文字どおりの意味であれば超反則級の魔法。

　彼女たち〈神翼族エルブランシユ〉が持っているとされるその力を、ティファリシアは完全に失念していた。

「相変わらずアホの子だなー。ずっと一緒に暮らしてたやつがその〈神翼族エルブランシユ〉サマ相手にまんまと情報を盗み取ってたってのに。……ま、その優秀な情報収集者本人がここにいないってのはしまらないが──ともあれ」

　レイジはティファリシアから黙りこんだ少女たちに向き直り、指を一本立てて自分の口元に添える。

「悪いけど、あんたらにくれてやる暇つぶしはねーんだわ」

　冷たく笑い、視線を下に移すと。

「やっと来たねー♪」

　特に口を挟むでもなく事態を見守っていた太たい公こう望ぼうが四不象スープシヤンの上で寝転がりながら楽しげに言い、地上へと四不象を降り立たせて。

「──お待ちしていマシタ」

　白と黒の翼を羽ばたかせ、静かにこちらへ近づいてくる彼女は、シスター服に似た衣装に身を包み、オッドアイを瞬まばたかせて、誰が見てもそうとわかる作り笑顔で言った。

「フィレンタニアへようこそ──〈解放者〉のミナサマ」





　　　　◆◇◆◇◆






「アルファ・ステイシス……」

　ティファリシアの呟つぶやきに、〈神翼族エルブランシユ〉の少女は小首を傾かしげ、白と黒の翼を小さく動かす。

〈神翼族エルブランシユ〉が［天てん来らい機き関かん］の筆頭巫み女こ、アルファ・ステイシス──。

　ほんの数日前に、ワタツミノミヤで〈解放者〉に最後通告を突きつけるはずだった彼女が、ティファリシアの〈神翼族エルブランシユ〉に対する助力懇こん願がん、そして『種族旗』を奪うという宣言によって、今こうして〈神翼族エルブランシユ〉の使者としてレイジたちを迎えにきている。

　当然彼女の心中は複雑なものだろう──と、ティファリシアがほんの少しの申し訳なさと共に、どう彼女に対応すべきか推しはかっていると。

「ん、出迎えご苦労」

「アルアルおっひさー♪」

《英雄》二人はそんなことなどお構いなしに、軽い口調でアルファの肩など叩たたいている。

　あまりに気安すぎる二人の対応に、アルファは頰ほおをぴくぴくとひくつかせ、

「……その節は大変お世話になりマシタ」

　笑顔なのに目がまったく笑っておらず、なんだったら青筋すら立てる勢いで呟く。

「できレバ二度とお会いしたくありマセンデシタガ」

「またまたー心にもないこといっちゃってー反抗期カナー？」

「ツンデレ幼女シスターとかわかってんじゃーん」

　とりつく島もない《英雄》たちはやたらとべたべたとアルファに触りまくって。

「……クソ《英雄》どもが」

　ぼそりと暴言を吐いたアルファにびくりとしたのはティファリシアだけで、レイジも太たい公こう望ぼうもにやにやと、あるいはあっけらかんと笑っている。

　──つくづく図太い。

　レイジや太公望にとっても〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こである彼女は脅威になりうるはずだし、ワタツミノミヤであれだけさんざんな態度をとったというのに。

　彼らを見ていると、ティファリシアまで〝あれはたいしたことじゃなかったのでは〟という気がしてくる。

「──あらあらやっぱりお仲間でしたのね」

「そうではないかと思ってはいましたけれど」

　クスクスと笑うのは、先ほどまでティファリシアたちに話しかけていた〈神翼族エルブランシユ〉の女性たちだ。

　どういうわけか彼女たちは他種族のティファリシアたちではなく、同種族のアルファに対して絡んでいる。

　アルファもアルファで、彼女たちに対してまたかといった体ていであからさまなため息を吐ついて見せ、

「お仲間……？　なに寝言ほざいてやがるんです。くそ長く生きすぎて目まで悪くなりやがりましたか」

「まあ、なんて乱暴な」

「わたくしたち〈神翼族エルブランシユ〉に視力の低下などありえませんのに」

「育ち……いえ、お生まれが知れてしまいますわね」

　わざとらしい言い回しに、アルファは相手をしていられないとばかりに翼を動かして彼女たちを追い払うようにし、

「へえ、アルアルあんまり仲良くしてなぃんだ？」

　太公望の言葉にめんどくさそうに眉をひそめる。

「お答えする義務はありマセン」

「ねぇねぇ、なんでアルアルとは仲良くしてなぃのー？」

　アルファの反応など関係ないとばかりに、先ほどとは一転して積極的に〈神翼族エルブランシユ〉の女性に話しかける太公望。

「……ちっ」

　露ろ骨こつに舌打ちをしたアルファは、探りを入れる〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に話す必要などないと視線だけで彼女たちに訴えるが。

「あら、わたくしたちは仲良くしているつもりですわ」

「アルファさんとお話しすると楽しいですもの」

「お生まれだけはいただけませんけれど」

　次々とそう口にする彼女たちはしっかりとアルファを見ており、明白に嘲あざわらっていて。

「お生まれってゆーのはアルアルの出自の話ってことカナ？」

「そうですわ。やっぱりお父上に問題があるのでしょうね」

「けれどそのおかげでこうしてわたくしたちが楽しめるのですから」

「噂うわさではそれもあの方のお考えだそうですわよ。暇をつぶすための手段ですって」

「あらあらそれはあまりにもひどすぎますわ」

　クスクスオホホと笑う彼女たちに、アルファは静かに言った。

「……そんなに退屈なら、貴様らのためだけに［天てん来らい機き関かん］を動かしてやってもかまわねーんですよ？」

　その言葉を聞くと同時に、彼女たちは互いに顔を見合わせて笑いながら飛ひ翔しようする。

「あらあら怖い怖い」

「その素敵なお怒いかりぶりもお父上の血のなせるわざですわね」

「お父上ではなく、お母上のあの方にどうかよろしくお伝えくださいませ、筆頭巫女見習いのアルファさま」

　最後までおちょくるように言う彼女たちを、アルファは見もしなかった。

「あゃーざんねん。アルアルのこともっといろいろ聞きたかったのに」

　空を行く彼女たちをいかにも名な残ごり惜しそうに見送る太たい公こう望ぼうは、すぐにアルファに向かって笑いかける。

「それにしてもずいぶんイジワルだったねー♪　アルアルはあの子たちに恨まれでもしてるのカナ？」

「…………」

　問いには答えず、黙って鋭い眼まな差ざしを向けるアルファの代わりに。

「それはねーな」

　レイジがあくびを嚙かみ殺ころしながら答える。

「まばたきの回数、声の起伏、呼吸の仕方、話のテンポ──どれだけ意図的に感情を抑え、隠し、偽装しようとしても、無意識の行動にその変化は絶対に現れる。ところが、あいつらの反応はそれらがティファリシアこいつとの会話のときと見事に同じ。つまりそこに込められてる感情も同様ってことだ」

「な──ぜ、全部記憶し覚えて……」

　平然と異様なことを述べるレイジにティファリシアが驚きよう愕がくし、アルファが目を見開き。

　太たい公こう望ぼうはそれでこそとばかりに笑みを深める。

「ほーぅ？　ティファティファのときと同じってことは、アルアルと会話してるときもずーっと楽しんでたってコト？　あんなにキツく言われてたのに？」

「別に、キツいのも嬉うれしいってだけのことじゃねーの」

　さも当然のように肩をすくめるレイジに、太公望はお腹なかを抱えて笑った。

「きゃっはは♪　レイジっちは相変わらずだねー♪　んー、それならそれでぃろぃろ試してみたかったナー。どうやったら楽しむ以外の反応をするのか──」

「──無駄ですよ。あいつらはどんなことをしても怒りもしなければ哀かなしんだりもしやがりません」

　吐き捨てるように。

　アルファが言う。

「あっさり死ぬ貴様ら他種族と違って、〈神翼族エルブランシユ〉ってのはくそ長く生きすぎて、どんなことでも喜び楽しんじまうぶっこわれですから」

　そこに込められた感情は、怒いかりと哀しみ以外のなにものでもなくて。

　ティファリシアは、率直に言わざるをえなかった。

「……そう言うあなたは、どうして違うんですか？」

〈神翼族エルブランシユ〉であるにもかかわらず。

　アルファ・ステイシスは現に怒っているし、哀しんでいる。

　その事実を指摘され、はっとしたような表情を浮かべた幼い彼女は、胸に下げた銀のアクセサリーをぎゅっと握りしめ。

「……答える義務は、ありマセン」

　ゆっくりと笑顔を作って、言った。

「ワタクシに与えられた使命は、ミナサマをフィレンタニアの中心へご案内することですカラ」

　鮮やかな変わり身に気をとられるより、疑問が先に立った。

「フィレンタニアの中心……？」

　ティファリシアの問い返しに、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こは不敵に、そして誇らしげに答える。

「エルティロイ神殿──〈神翼族エルブランシユ〉を統治スル［天てん来らい機き関かん］の本拠聖域にして、〈神翼族エルブランシユ〉の最高意思決定者……アナタガタの言葉で言うところの《誓約者ルーラー》サマがいらっしゃる場所デス」

「《誓約者ルーラー》様……ね」

　意味ありげに笑うレイジと対照的に、太公望は手を打ち合わせる。

「やったー♪　〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》には一回会ってみたかったんだょねー。セイレにもそこはぜひ押さえてくれって言われてたしぃ」

　素直に喜び、釣つり竿ざおをくるくると回す〈海精族シーレーナ〉の《英雄》に、アルファはここぞとばかりに満面の笑みを浮かべて。

「なにか勘違いされているようデスガ、アナタはここでお帰りくだサイ」

「──へ？」

「最初に言いましたトオリ、ワタクシたちがご招待申し上げたのハ〈解放者〉のミナサマデスよ。アナタは〈解放者〉のミナサマがここマデ来る手段トシテ、特別に認めていたマデデス〈海精族〉の《英雄》サマ」

　ニッコリ笑顔のアルファに、ぱちぱちと瞬まばたいていた太たい公こう望ぼうは一転して手を拳こぶしの形にし、

「はぁー!?　ちょちょ、それはなくなくなくなーぃ!?」

　ぶんぶんと振って、不満をあらわにする。

「だって、それならどーしてここまで来させてくれたのぉ？　こんな直前で──」

「別に直前のつもりはありマセン。ワタクシは最初カラ、そう申し上げておりマシタ。ダカラ、ようするに──〈解放者〉のアッシーおつって言ってやがるんですよボケ」

　勝ち誇った顔をするアルファに、太公望は取り繕うでも強がるでもなく、口をへの字にして悔しがる。

「……むぅぅ、確かに理屈ではそうだケド……ひどいょー！」

　天を仰いだあと大げさにうつむいて、心底無念を訴える太公望の姿に、さすがに気の毒になってきた。

「あの……すみません、なにかこう、申し訳ない形になってしまって」

　アルファの言ったとおり、〈海精族シーレーナ〉からすれば〈解放者〉にいいように使われたも同然だ。

　ティファリシアやレイジ──レイジの本当のところはわからないが──少なくともティファリシアにそのつもりはなかった。

　こちらに非がないことだし、どうにもできないことでもあるが、だからこそ心苦しい。

　太公望もその点はわかっているらしく、こちらを責めることなくしゅんとしたまま小さくうなずく。

「ありがとティファティファ……ぅん、直接ぃろぃろ確認できなぃのはざんねんだケド、仕方ないょねー」

　観念して立ち上がると、とぼとぼと四不象スープシヤンのそばまで歩き、するりと振り返って。

「ま、〈海精族シーレーナ〉と〈解放者〉はあくまで〈神翼族エルブランシユ〉を通して同盟を結んだワケだから──くれぐれも期待を裏切らなぃでね」

　鋭い視線は一瞬で無む邪じや気きな笑みに変わる。

「じゃ、まったねー♪」

　忙せわしない《英雄》は来たときと変わらない軽さであっさりと去っていった。

「最後までうっとうしいことこの上ない……」

　ぼそりと毒づいたアルファは、すぐに笑顔を取り繕って。

「でハ、お二方をご案内させてイタダキマス」





　　　　◆◇◆◇◆






「なん……ですか、ここ」

　ティファリシアが困惑と共に呟つぶやいたとおり、〈神翼族エルブランシユ〉の最高意思決定機関、エルティロイ神殿は違和感にまみれていた。

　神殿の外観は巨大な石造りの塔で、『世界の管理者』を自称する〈神翼族エルブランシユ〉らしい威い厳げんに満ちたものだ。

　にもかかわらず──その塔の中に一歩足を踏み入れると、そこら中に本や遊具、雑多に家具が置かれており、まるで子供が散らかしっぱなしにした部屋のように混こん沌とんとしている。

　吹き抜けの空間は見あげればどこまでも続いており、ティファリシアの目には天井があるかどうかもわからない。

　そんな広大な空間なのに、〈神翼族エルブランシユ〉の姿どころか人がいたような気配もなく、そこにはただただ不気味さと不可解さだけが満ち満ちている。

「どうされマシタカ？」

　ニコリと笑うアルファまで、なにか得体の知れないものに見えてきて。

　耳元で不協和音をかき鳴らされたような据すわりの悪さにティファリシアはごくりと唾つばを飲み──

「ふーん。まあまあ過ごしやすそうじゃんここ」

　あろうことか隣のニートがそんな風に呟くのを聞いて、心から驚いた。

「は!?　ど、どこがですか!?」

　反射的にそう声をあげてしまったティファリシアに、レイジはあっさりと言う。

「特定の場所に座れば必要なものはすべて手が届く範囲に配置されてる。あそことあそことあそこな。ま、手を伸ばさないと届かないとかめんどくさすぎるからまだまだだけど」

　指さす彼の言うとおりに見回せば、確かに一定の法則が見いだせた。

　相変わらずとてつもない目と頭をしている──と思いつつ、ティファリシアが口にしたのは別のことだった。

「手を伸ばすのもめんどくさいって……どれだけ楽をするつもりですか。いえ、言わないでもわかっています。運ばせるつもりですよね」

「いや、食いものなら口元まで持ってこさせるし、本だったら読みあげさせて、遊具なら目の前で遊ばせる」

「最低ですね!!」

　そもそも遊具を目の前で遊ばせるってなんだ。もはや遊んでいるのはレイジではなく持ってきた者じゃないか。

　……いや、その遊んでいる様を眺ながめて楽しむのか。レイジなら大いにやりうる。というか、すでに何度かやらされた気がする……。

　そのときのことを思い出してティファリシアが鬱うつ々うつとした気分になっていると、ニート《英雄》はにやにやしながらネックウォーマーを口元まで引き上げて言う。

「ま、そう考えれば〈神翼族エルブランシユ〉もたいしたことねーな」

「……それ以上に最低な《英雄》がそばにいますからね」

　と返してから、レイジの目的が別のところにあったことに気づいた。

　不気味で不可解な〈神翼族エルブランシユ〉の拠点に乗り込んだという不安。

　その不安が噓うそのように消えている。

（最初から、そのために……）

　──いいや違う。

　レイジがわざわざティファリシアのためにそんなことをしてくれるわけがない。なにか理由があるのだ。

　あるいは、どんなときでも変わらないレイジの最低さが、偶然にも安心感を与えてくれただけ──そんな風にわざと思い込んで、ティファリシアは心の中に生じかけた感情を誤ご魔ま化かす。

　そうして先を行くアルファに向き直ると、小柄な〈神翼族エルブランシユ〉の少女は不敵に微笑ほほえんでいて。

「いつマデそんな戯ざれ言ごとを口にデキルカ──楽しみデスネ」

　言いながら、明らかに他とは違う色の床に移動すると。

「──きゃっ」

　床が浮遊し、上昇を始めた。

　バランスを崩したティファリシアは平然と立ったままのレイジを必死に摑つかみ、なんとか事なきを得るが、予想だにしない突然の出来事に目を白黒させる。

「え、え……なんで浮いて……」

　混乱しかけたティファリシアに、レイジが黙って外を指さすようにし、その意図するところを察する。

「あ──天魔石……？」

　フィレンタニアで散々目にした空中に浮遊する石。それを床に加工し、自由に動かせるようにしたというのか。

　ティファリシアが驚きよう嘆たんしているあいだに、天魔石製の上下移動装置エレベーターは最上階へとあっという間に至った。

　上へ向かうほど光が強くなり、まぶしくて目を開けていられなくなったティファリシアは、なぜか余裕そうなレイジの手を頼りに歩く。

「へえ、謁見の間直通のエレベーターね……なるほどなるほど」

「謁見の間……？」

　徐々に光に慣れたティファリシアが、うっすらと目を開き。

　そこにあった最上階の光景に、言葉を失う。

　同時に、階下から見上げたときに天井がわからなかった理由を知った。

　天井はなかったのだ。

　いや実際にはあるのだが、見えない。

　なぜなら──この階を構成する床という床、壁という壁、天井という天井がすべて透明だからだ。

　厳密にはそのすべてに複雑な模様らしきものがあり、目をこらして見ればそれらが美しい絵になっていることに気づいたが、そんなことはどうでもいい。

　重要なのは、壁の向こうには青い空と、フィレンタニア浮遊大陸の光景が広がっており、まるで空の上に立っているかのような錯覚をするということ。

　いや、錯覚ではない。

　事実としてそうなのだ。

「────」

　そのとてつもない浮遊感と途方もない恐怖に、ティファリシアは握ったままだったレイジの腕を無意識に引き寄せる。

〈海精族シーレーナ〉の国──ワタツミノミヤに降り立ったとき、ティファリシアはその光と水が織おりなす美しい光景に感かん嘆たんした。

〈神翼族エルブランシユ〉の浮遊大陸を見たときもそうだ。

　地に足がつかない感覚に多少の不安はあっても、それ以上の感動に身を震わせた。

　ティファリシアの知らなかった世界はかくも美しい──。

　……だが、これは違う。

　こんなものは。

　こんなものは知りたくなかった。

「ここが──エルティロイ神殿デス」

　光にまとわれたアルファがそのセリフを今言った理由がわかる。

　そしてその彼女の向こうにある、幻想的な色合いのガラスに照らし出された光の空間。

　そこに静かに浮遊する〈神翼族エルブランシユ〉の女性に、ティファリシアは悟らざるをえなかった。

　なぜ〈神翼族エルブランシユ〉が『世界の管理者』と名乗れるのかを。




「──〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリンと、その《英雄》ホウバミレイジですね？」




　耳にした先から痺しびれるような心地よい声。頭上には小さな光輪、背中には三対の白い翼。

　この姿のまま誕生したとしか思えない完かん璧ぺきなプロポーションに、透き通る薄い布一枚を身につけ、腰までの長い紫の髪は一本一本が光り輝いているように見える。

　穏やかで優しく、それでいて聞く者の居住まいを正させる凛りんとした微笑ほほえみを浮かべた彼女は、透明な玉座に腰掛けることもなく、静かに続けた。




「世界の中心にようこそ」








　　　　◆◇◆◇◆






「かの［七滅戦セブンス］より〈神翼族エルブランシユ〉を指揮され、その《誓約者ルーラー》にして世界の王──アエル・アウラさまデス」

[image: ]

　補足のように続けられたアルファの言葉は、ティファリシアの中にバラバラに落ちていく。

　太古の昔。この世界に移ってきた七種族が正面からぶつかりあい、世界を七度滅ぼすまでの戦いとなった［七滅戦セブンス］。

　そのときの〈神翼族エルブランシユ〉の指揮者であり、《誓約者ルーラー》。

　アエル・アウラ。

［誓約議会オーソリテイ］で見覚えがなかった以上、彼女もまた代理を立てていたのだろうか。

　世界の王。

　その傲ごう慢まんで大仰なフレーズも、特に気にならない。

　なぜならそれは真実だから。

　ティファリシアは誰に強制されるでもなく、そのことを悟る。悟らざるをえない。

　彼女こそが、この《万象の楽園アクアテラリウム》の支配者──




「世界の王？　たかだか一種族の王がアホかっつーの」




　率直極まりない言葉は、すぐ隣から発された。

　ティファリシアはすぐさまたしなめようとして、口の中がカラカラに乾いていることに気づき──なぜたしなめる必要があるのか疑問に思った。

　相手は〈神翼族〉の《誓約者》なのに。

　自分も同じ立場であるはずなのに──。

「お前今完全に吞のまれてたろ？　こんなすごい相手なら仕方ない──って思ってたよな？」

　あっさりとレイジに見抜かれ、ティファリシアはこの場から逃げ出したくなる。

「素直すぎ。単純すぎ」

「…………うぅぅ」

　なにも言い返せず、小さくなるティファリシアに、レイジは口元に冷ややかな笑みを浮かべてアエルたちを見る。

「ま、天魔石製のエレベーターという高度な技術を見せつけられ、透過した床に高所という空間によって極限まで高められた恐怖と緊張を、集光性の高いガラスを利用した視覚的効果によって神々しさへと変換するっつーどっかの新興宗教の教主さまさながらの演出方法はなかなかのもんだったけどな」

　すらすらと述べられたことのほとんどはわからない。

　わからないが。

「…………演出方法……？」

「きちんと理に適かなった手段をとってるだけで、同じことすりゃ誰でも世界の王さまになれるんだよ。こんなんを世界の王って呼ぶならの話だけどな」

　肩をすくめ、レイジは足下の床をコンコンとノックしたり、部屋の端まで行って壁の細工をしみじみと眺ながめたりしながら言う。

「しかしまあほんとよくできてるなー。〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》が世界の王かどうかはともかく、その技術力が世界一っていうのは納得してやってもいいわ」

「な……っ、貴様、何様の──」

「それらを造ったのは〈隷人族インフイルマ〉ですよ」

　いきり立ったアルファを遮るような形で。

　アエル・アウラは変わらぬ微笑ほほえみをたたえたまま続ける。

「視力のなくなった者が聴力に秀でるように、七種族の中で唯一魔力がない彼ら〈隷人族インフイルマ〉は、手先の器用さに優れるのです」

「え──」

　ティファリシアにとって、それは初耳だった。〈隷人族インフイルマ〉の受け皿となる〈解放者〉の《誓約者ルーラー》すら知らない事実。

「もちろん彼ら自身すらそのことに気づいていません。他種族に隷れい属ぞくし、使役されるその過程でたまたまそういった能力を発揮できる仕事に従事することもありますが、そのことを自覚しているか否かは結果に大きく関かかわります」

　言いながら彼女はその美しい壁を、床を、慈いつくしむような眼まな差ざしで見回し、最後にティファリシアを見る。

　結局彼女はティファリシア以上に〈隷人族インフイルマ〉を理解し、統治していると直接口にはしなかった。

　代わりに向けられた穏やかな眼差しから逃れるように、ティファリシアは視線を落とし、唇を嚙かむ。

〈解放者〉──〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］など行き場のない者たちの受け皿。

　その《誓約者ルーラー》であるにもかかわらず、〈神翼族エルブランシユ〉のアエルよりも〈隷人族インフイルマ〉の知識に劣おとる……。

　それはティファリシア自身、なによりも堪こたえる事実で。

　だからこそ、顔をあげたティファリシアは、まっすぐ彼女の瞳ひとみを見返し、

「……それははじめて知りました。大変勉強になります。ありがとうございます」

　頭を下げて、自らの無知を素直に認め、その上で──あえて傲ごう岸がんに微笑んでみせた。




「もしまだわたしたちについてなにかご存ぞん知じのことがありましたら、ぜひご教授ください」




　その皮肉めいた言葉に。

「──っ」

　表向きなんのリアクションも見せなかったアエルの代わりに、アルファが目を剝むかんばかりに見開いた。

　明らかに怒っている。

　だが、ティファリシアは怯ひるまなかった。

　ティファリシアたち──〈隷人族インフイルマ〉や［劣血種アブセンス］について、長寿である〈神翼族エルブランシユ〉、それもその長おさである彼女のほうが、知っていることは多いに決まっている。

　そんなところで意地を張ってもなんの意味もない。

　相手のほうが優秀なら、そのことを認め、受け入れ、教えを請こう。超えようと思うのはそれからでいいのだ。

　ティファリシアはそれを《英雄》としては最低で……いや人としても最低で……むしろ最低でないことを挙げるほうが難しい最低なニートから学んだ。

　主にティファリシアのプライドとかティファリシアの尊厳とかティファリシアを見る周りの目とかを犠牲にして──

「ん？　どうした急に。死んだ魚みたいな目でこっち見て」

「…………いえ、別に」

「とりあえずそうやって恥も外聞もなく開き直れてるのは、俺が一生懸命お前に恥ずかしい想おもいをさせたおかげだから、もっと感謝してくれていいよ？」

「わかってるならいちいち訊きかないでください!!」

　もはやレイジがこちらの心を読むような返しをしてくることにも慣れてきた。

　それでもイライラすることには変わりないが。

　にやにや笑う彼は、ティファリシアがアエルにこのような返しをすることすら予期していたのかもしれない。

　こうしてティファリシアがむくれているのを見て楽しんでいるのもわかる。

　……それも仕方ない。どうせレイジという《英雄》のおかげだという事実には変わりないのだから。

　そのことを認めるのが悔しくて、そしてそれがどうせ彼にとってはただのついでであることもわかって忸じく怩じたる想いを嚙かみしめるティファリシアはふと気がつく。

《英雄》……？

　そうだ、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》は──




「ああ、彼女ならすぐ帰ってきますわ」




「……え？」

　飛躍した会話。

　ティファリシアは〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》の姿が見えないと思っただけで、口に出してはいない。

　それなのに、アエルはなにもおかしなところなどないかのようにニコリと笑って、上を──薄く細工の施された天窓を指さし。

「ちょうど始まるところですから」

　そう言った瞬間、ガラス細工の天井は完全に透過して、そこに巨大な魔法陣が描かれる。

　見覚えのある反応。

　何度も見てきたそれは、ティファリシアたちの頭上で文字となって具現化した。

「《英雄戦争》……!?」

《大誓約魔法》の下、他者を害することが不可能なこの世界で、唯一非暴力の制限を取り払われ、そこで結ばれた契約は種族全体に効果が及ぶ種族同士の戦い──《英雄戦争》。

　ティファリシアの声に呼応するように、文字が綴つづられていく。







《英雄戦争》




〈竜闘族ドラゴーネ〉アーサー・ペンドラゴン





ＶＳ






〈神翼族エルブランシユ〉ジャンヌ・ダルク








　主戦場：ブランキシュ浮遊島

勝利条件：敵《英雄》の討伐

勝利報酬：〈竜闘族ドラゴーネ〉ブランキシュ浮遊島の領有権




〈神翼族エルブランシユ〉テンゼラル渓けい谷こくの領有権









「〈神翼族エルブランシユ〉と……〈竜闘族ドラゴーネ〉？」

〈竜闘族ドラゴーネ〉が〈神翼族エルブランシユ〉に《英雄戦争》を挑み、〈神翼族エルブランシユ〉がそれを受け入れた……？

　なぜこのタイミングで。

　いやそれよりもアエルはどうして今《英雄戦争》が起きるとわかったのか──

「落ち着けっつーの」

　ため息と共にレイジが諫いさめるようにティファリシアに言う。

「挑まれた《英雄戦争》に許可を下すのは《誓約者ルーラー》だ。つまり、〈神翼族エルブランシユ〉は元々〈竜闘族ドラゴーネ〉から挑まれていた《英雄戦争》を許可したってだけだろ」

「……そうだとしても、〈神翼族エルブランシユ〉相手に《英雄戦争》を？」

〈竜闘族ドラゴーネ〉は七種族の中で最も純粋に戦闘に優れた種族とされている。もちろんそれは暴力の解放された《英雄戦争》において大きなアドバンテージだ。彼らが正面から《英雄戦争》で戦うことさえできれば、たいていの種族は相手にならないとまで言われている。

　だがそれでもよりによって〈神翼族エルブランシユ〉相手に──という気持ちはぬぐえない。

　それに。

「どうして今《英雄戦争》を……」

「んなの〈神翼族こいつら〉が俺たちに見せつけようとして以外の理由があったらびっくりだな」

　即座に答えが返ってきて、なるほど──とうなずきかけたティファリシアは思い直す。

「今、アエル・アウラは《英雄戦争》の許可をくだしていましたか……？」

《英雄戦争》には種族の代表である《誓約者ルーラー》の許可が必要だ。そしてティファリシアの見る限り、アエルはこの場で許可をくだしていない。《英雄戦争》の多くの場合がそうであるように、事前に文書で開戦日時を取り決めていたのだろう。

　だとすれば、〈解放者〉に見せつけるためにここまで完璧なタイミングで《英雄戦争》を行うよう設定したというのは────ありえない。

　そもそも〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉に保護を求め、この場に至ったというのはイレギュラーな事態なのだ。

　それは、今もこちらを睨にらみつける〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こ、アルファが証明してくれている。

　百歩譲って、実に〈神翼族エルブランシユ〉に都合よく〈解放者〉が保護を求めてきてから〈竜闘族ドラゴーネ〉が《英雄戦争》を挑んできたと想定しても、事前に時間までぴったり指定するのは不可能だ。

　そんなものはもはや──と考えて。

　ティファリシアは、目の前にいる彼女ならそんなものが可能であることに気づく。

　なぜなら──




「最初からこうなることを知っていましたから」




〈神翼族〉の絶対固有魔法『未来既知』。

　ティファリシアの思考の先を知っていたかのように言ったアエルは、いつの間にかその瞳ひとみを黄金色に染めていて。

「〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルク。彼女がどのような力を持ち、どのように戦うのか、気になるでしょう」

　ティファリシアからレイジへ。

　自然に視線を移しながら、アエル・アウラは右手で滑なめらかに印を切って、それを出現させる。

　青白い光の魔法陣。手のひらほどのサイズだったそれは、アエルが人差し指で触れた瞬間、視界いっぱいに広がった。

　水面のように表面が波打つそれは、やがて不可解な景色を映し出す。

　やや俯ふ瞰かんの視点から、青々とした緑の目立つ平原で向かい合う二つの軍勢。

「ああ──投影魔法か」「投影魔法です」

　レイジの言葉と重なる形で。

　アエル・アウラはティファリシアだけを見て続ける。

「遠くで今起きている光景をここに映し出す魔法と理解してください」

　投影魔法を理解しているレイジに説明は不要。

　そして、ティファリシアが問いかけてくる内容もわかるから、あらかじめその答えを言う。

　なにより──ティファリシアたちが見られるのであれば見たいということがわかるから、その問いも答えも省略して、投影魔法を使った。

　それらの言動は、すべて彼女の力が噓うそ偽りなくホンモノであることを示していて。

「お、はじまるぞ」

　レイジの短い言葉に、ティファリシアは慌てて映し出される光景に集中する。

　先に動いたのは、〈神翼族エルブランシユ〉だった。

　白い翼を羽ばたかせる〈神翼族エルブランシユ〉軍の中から、凛りんとした美しさが目を引く小柄な少女が前に出る。

　……今とは違う服装だったが、ティファリシアは彼女に見覚えがあった。

「ジャンヌ・ダルクです」

　言葉にするより早くアエルに補足され、ティファリシアは［誓約議会オーソリテイ］でも見た魔法陣の中の少女を凝視する。

　大胆に肩と太ももを露出した軽けい鎧がいに身を包んだ彼女は、肩までの金髪を一房だけ三つ編みにしてその先にロザリオをつけている。強い意志を宿した碧へき眼がんをまっすぐ敵陣に向け、右手の細剣を高く掲げると。

「憎きイングランドに主の鉄てつ槌ついを!!」

　高らかにそう宣言し、単身で敵陣へと突っ込んだ。

「な──」

　無む謀ぼう。

　ティファリシアでなくともそう思うのが当然の少女の行動に、あろうことか〈神翼族エルブランシユ〉は誰一人として続かなかった。

〝《英雄》の討伐〟を勝利条件に定めた《英雄戦争》で、その《英雄》が単独先行。

　それも七種族の中で最も戦闘能力に優れ、単純な戦いであれば他の追つい随ずいを許さないとされている〈竜闘族ドラゴーネ〉相手にだ。

　通常であれば自殺行為の、背信行為も甚はなはだしいが──それを行ったのがあの〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》となれば話は変わる。

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルク。彼女の《英雄戦争》での力はいまだもって不明とされていた。

　相対する〈竜闘族ドラゴーネ〉もそのことは十分に理解しているのだろう。

　剣や斧おの、槍やりや弓。種々様々な武器を構えた彼らは、決して油断しなかった。

「はあああああああっ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に単身で斬きりかかってきた彼女に、必ず数人で対たい峙じする。

　ティファリシアの知る〈竜闘族ドラゴーネ〉は戦闘行為そのものに価値を見いだす種族で、一対一の戦いとその決着を誉ほまれとするのだと聞いていたのだが、どうやらその情報は古かったらしい。

　あるいは〈竜闘族ドラゴーネ〉を率いる《英雄》アーサー・ペンドラゴンの命令なのか、血に飢えた凶戦士のように独り暴れ回るジャンヌ・ダルクに、〈竜闘族ドラゴーネ〉の兵士たちは冷静に立ち回った。

　その内包する莫ばく大だいな《運命力》に違いなく、ジャンヌ・ダルクは華きや奢しやな見た目にそぐわない膂りよ力りよくと瞬発力で、〈竜闘族ドラゴーネ〉の大の男たち複数を相手に、互角以上に渡り合っている。

　だが──いくら《英雄》といえど、多勢に無勢という現実には抗あらがいようがなかった。

「──っ！」

　逃れようのない隙すきをついた一撃。

　少女の小さな身体からだが思い切り吹っ飛び、平原を転がる。

「お、いいの入ったなー」

　完全に観戦モードのレイジが楽しそうに言うのと裏腹に、ティファリシアは彼女の感じる痛みを思って眉をひそめる。

　なにより他の〈神翼族エルブランシユ〉はなにを──と思う間もなく、すぐに身を起こしたジャンヌは、追撃とばかりに浴びせかけられた炎属性の魔法や一斉射のほとんどを驚異的な動体視力と反射神経で凌しのいだが。

「く……うっ……ぁぁ──！」

　そのすべてを防ぎきることはできず、苦鳴が漏れはじめる。

　戦闘巧者の〈竜闘族ドラゴーネ〉は、蛮ばん行こうの《英雄》が見せた弱みに、ここぞとばかりにたたみかけてきた。

　今までの倍以上の手数に、防戦一方となるジャンヌ・ダルクは、徐々に攻撃を受け流せなくなっていき、やがて一方的に殴られ、突かれ、斬きられ──ボロボロになっていく。

「ひどい……」

　この世界では、《大誓約魔法》の下、何なん人ぴとも命を失うようなことはない。

　それは例外的な暴力の認められている《英雄戦争》時にもしっかりと適用され、その危険があると判断された瞬間に、自動的に絶対防御魔法が発動する。

　だから、彼女がどれだけ傷つき、ふらふらになっても死んだりすることはない。

　それはティファリシアもわかっている。わかっているが、だからといって納得がいくわけではなかった。

「なぜ……あんな無む茶ちやを……」

　思わず呟つぶやいたティファリシアに、レイジが特にどうということもなく言う。

「んー、さっき憎きイングランドとか言ってたから私し怨えんじゃねーの」

「私怨……？　元の世界で〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》と〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》は知り合いだったということですか？」

「いんや、生きていた時代は全然違う。ただまあアーサー・ペンドラゴンは、ジャンヌ・ダルクが死ぬほど恨んでる国の伝説的な王だし。ま、ちゃんと歴史を紐ひも解とけば恨む理由なんてなんもないんだけどな」

　なにがおかしいのか、含み笑うレイジに、ティファリシアはまるで自分のことのように憤いきどおった。

「だからといって、ああして無理をしても仕方がないじゃないですか！　〈神翼族エルブランシユ〉も〈神翼族エルブランシユ〉です、なぜあんな風に《英雄》一人を見殺しの状態に──」

「──そいつはどうかな？」

　ぼそりと呟いたレイジがちらりとアエルを見た瞬間。

　それは、起こった。

　ガキンッという音と共に、〈竜闘族ドラゴーネ〉の手にした剣が半なかばから折れる。

　いや──正確には剣は折られていた。軽く振り上げたジャンヌの右手によって。

　素手のジャンヌが鋼でできた剣を折ったという事実に、〈竜闘族ドラゴーネ〉は最大限の警戒をもって、いっせいにトドメを刺しにいき──

「もう、十分です」

　そう口にしたジャンヌに、ことごとく武器を弾はじかれ折られ砕かれる。

　座り込んだままの彼女の、あらわになった首元。

　そこには、先ほどまでなかったはずの刻印──『並行する二翼』がしっかりと刻まれていて。

「……〝わたしたちは知っているのです。苦難は忍耐を、忍耐は練れん達たつを、練達は希望を生むということを〟」

　ぶつぶつと聖書の一節を呟つぶやきながら立ち上がった彼女は、憤怒の表情から一転、口元を緩ませ、恍こう惚こつに顔をとろけさせ。

　そうしていつの間にか手にしていた巨大な旗に、祈りを捧ささげる──。




「ああ──【主よ、導き給えDieu vous bénisse】」




　その言葉は世界を劇的に変えた。

　首の刻印が強く光を放つと共に、一瞬前までの豊ほう穣じような大地は赤い砂が舞う荒野のような空間に変わり果てたのだ。

「……!?」

〈竜闘族ドラゴーネ〉の動揺は魔法陣越しにも伝わる。

　ティファリシアも同じ気持ちだったが、

「……まーた《偉能レアルタ》かよ」

　レイジが忌いま々いましそうに呟いたことで、その理由を知る。

「では、あれが──」「【神の国】。あの空間内で、彼女は文字通り神のごとく振る舞います」

　アエルにかぶせられ、その先を続けられなくなったあいだに、魔法陣の向こうのジャンヌ・ダルクは動く。

　いつの間にか碧あおい瞳ひとみを紅あかく染めていた彼女は、巨大な旗に身を預けると、

「天使ミカエル──清き炎を」

　その背に紅い炎の翼を生やし、

「聖マルグリット、聖カトリーヌ──竜殺しの剣を」

　三つ編みの先に垂らしたロザリオを強く握りしめ、美しい長剣に変える。

　そうして炎の翼を羽ばたかせ、右手に巨大な旗、左手に銀の長剣を閃ひらめかせた彼女は、凄そう絶ぜつに笑って。

「覚悟せよ──神の敵め」

　その身を、敵陣のど真ん中に躍おどらせる──。

　……そこから先は戦いにならなかった。

　巨大な旗が地面に突かれるたびに大地を揺らし、波紋のように広がる衝撃波が地に足着く者の自由を奪う。

　背中の炎の翼は矢のように降りかかる攻撃を防ぎ、そのまま広げて周囲を焼き払いもする。

　そして美しい銀の剣は、いちいち斬きり伏せるまでもなく、その刃に触れさせるだけで〈竜闘族ドラゴーネ〉を完全に無力化した。

　多勢に無勢。数の暴力こそが最強という常識を嘲あざ笑わらうかのように、彼女は〈竜闘族ドラゴーネ〉の軍勢をズタズタに引き裂き──たやすくその現実を引き寄せる。





　　　勝者：〈神翼族エルブランシユ〉ジャンヌ・ダルク










二章　世界の中心でニートは叫ぶ









　勝利の余韻は、奇妙なほどなかった。

〈竜闘族ドラゴーネ〉の《英雄》アーサー・ペンドラゴンが戦わずして敗北を認めたからか、あるいは完かん璧ぺきな勝利を収めたにもかかわらず《英雄》や《誓約者ルーラー》含め、〈神翼族エルブランシユ〉の誰一人として喜びを示さなかったからか。

　あるいは──それはすでに決まっていたことだったからか。

　なんの脈絡もなく魔法陣が消されると同時に、ティファリシアたちの背後で音がする。

「──！」

　振り返ったその先の光景を、ティファリシアはにわかには信じられなかった。

　巨大な吹き抜けの窓のようになっていた背後の空間。

　そこから入ってきたのは、たった今まで魔法陣の向こうに映っていた〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》だった。

「……」

　ティファリシアやレイジに一いち瞥べつだけよこし、傷だらけの身体からだもボロボロの衣装もそのままに、ジャンヌ・ダルクは堂々と透明の床を歩いてアエルの前に立つと、騎士が主君にするように膝ひざをつく。

「遅くなりましたアエル。ご用命の〈竜闘族ドラゴーネ〉への圧倒的勝利、完遂致しました」

「ええ見事でしたジャンヌ」

　それで必要な報告は済ませたとばかりに、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》はあっさりと立ち上がって踵きびすを返すと、そのまま歩き去ろうとする。

　その不自然なほど決まりきった動きに、ティファリシアは目の前の光景が現実ではないような気すらしてきて──

「は、圧倒的勝利？」

　茶ちや化かすように。

「憎きイングランド王も討ち取れなかったのに、ずいぶんと甘い評価くだすねーおい」

　へらへらと笑う自身の《英雄》に目を剝むく。

「きゅ、急になにを──」

　見れば、ジャンヌ・ダルクも足を止め、斬きりつけるような鋭い眼まな差ざしをレイジたちに向けていて。

「貴様……どこまで侮ぶ辱じよくしやがるつもりですか劣等種！」

　怒いかりに声をあげたのは、一連のあいだずっと黙っていたアルファだった。

「今度という今度は見過ごせません……貴様のような劣等種は──」

「あー、ちょっとそこのちっちゃいのは黙ってて」

「んなっ……！」

　そこのちっちゃいの呼ばわりされたアルファがいきり立つのを、黙ってアエルが止めるのを確認して、レイジは笑みを深める。

　そうして、にやにや笑いを浮かべたまま言った。

「いやいやだって、実際そんなたいそうな勝ち方じゃなかっただろ。それともお前はあれが圧倒的勝利に見えたわけ？」

「見えました、けど……」

「本当に？　その根拠は？」

　すっと細められる目に、ティファリシアはなにか重大な見落としがあった気がして。

　浮き足立つのを抑えるように胸に手を当て、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「……あれだけの人数を相手に、たった一人で勝利を収めたんですよ？　後半は相手の攻撃すら受けていないように見えましたし──」

「後半はな。じゃあ前半は？　わけわからんこと言いながら単独先行してぼっこぼこにやられてなかった？　現に今もボロボロだし。あれが圧倒的勝利を収めた《英雄》様に見えんの？」

　言いながらするりとジャンヌに視線を向ける。

　レイジにつられるようにして見た《英雄》は、確かに体中に傷を負い、勝利の凱がい旋せんに相応ふさわしい姿には見えない。

「そもそも後半の大立ち回りも、加護あってのものじゃねーか。大天使ミカエルの炎に、聖マルグリットのロザリオと聖カトリーヌの剣……ミカエルの炎はともかく、聖マルグリットの竜殺しのロザリオに、聖カトリーヌの剣を組み合わせるのは反則だろ。〈竜闘族〉相手に、竜殺しの剣だぜ？　相性がよすぎるにもほどがあるっつーの」

「竜殺しの、剣？」

　ティファリシアの疑問に、レイジはすらすらと言う。

「ジャンヌ・ダルクにはいくつかの伝説がある。そのうちの一つに、彼女のそばには常に大天使ミカエルと聖カトリーヌ、聖マルグリットっつー聖人がいたってのがあるんだよ。もちろんただいただけなわけはねーよな。そいつらは当然オルレアンの乙女──ラ・ピュセルに力を貸していたわけだ」

　ジャンヌに神の啓示を与えたとする大天使ミカエルは火に関連づけられ、同じくジャンヌの前に現れたとされる聖マルグリットと聖カトリーヌはそれぞれ竜殺しのロザリオと剣を象徴とする。

　もちろん神も悪魔もない、現実的な世界に生きていたレイジは、それらが本当に実在していたなどと信じているわけではない。

　史実における現実に彼女は火刑に処されている。

　そんな超常の力があれば、彼女はイングランド軍に敗北することはなかったし、その身を拘束されることも、若くして死に至らしめられることもなかったはずだ。

　そして──魔法も《偉能レアルタ》も現に存在するこの世界では、その超常の力が現実以外のなにものでもないのも事実。

　それが借り物の力であることもだ。

「ボロボロになりながら、相性抜群の相手に、借り物の力使って、どうにかこうにか降参っつー戦略的撤退の選択肢を引き出して──肝心要かなめの《英雄》とは戦えずじまい。そんなもんを圧倒的勝利って本当に呼べんの？」

　そう口にしたレイジは、すでにティファリシアを見ていなかった。

　彼が見ているのは、短い金髪を揺らす少女。

　いつの間にか、ジャンヌ・ダルクはレイジの正面に立っていた。

「……よく調べていますね、異い端たん者しや」

　そう言って、彼女は薄く笑ってみせる。

　その剝むき身の刃物のような笑みに、ティファリシアは身を強こわばらせ、

「いやー時間だけはあったからなー。いい暇つぶしだったわ」

　いけしゃあしゃあとそんなことを言うレイジに、心から突っ込みたくなった。

　──あなたには緊張感というものがないんですか!?　と。

「あと今更だけど──お前の格好めっちゃエロいな」

「あなたには緊張感というものがないんですか!?」

　全力で突っ込んだ。もう我慢ならなかった。

「えー？　いやだって、すごくね？　さっきの映像見てたときも『こいつそんな軽装で戦うのかよ……痴女？』ってずっと思ってたし、〈竜闘族ドラゴーネ〉にボロボロにされてるときとかいつ『くっ……殺せ！』って言って陵りよう辱じよくされるのかとわくわくしながら見てたわ」

「め……珍しく真剣な表情をしているかと思えば……」




「女騎士の陵辱シーンもなくてなにが異世界ファンタジーか！」




　……もうやだ。

　ティファリシアは脱力してその場に膝ひざをつきたくなった。

　うすうす思ってはいたが、どれだけ神聖で厳おごそかで畏おそれを抱く相手を前にしても、この変態《英雄》には一切関係ないらしい。

[image: ]

　しかしそんな残念な常識が通じるのは、いつもこの変態と一緒にいたティファリシアくらいだ。

　正面から堂々と「お前エロい」と言われたジャンヌはさぞかし怒いかり心頭──と思いきや。

「…………」

「あれー？　なんも言わねーの？」

　レイジの軽口にも黙ってうつむくと、あっさりと背を向け、静かに神殿を去っていった。

「……ふーん、やっぱりね」

「やっぱり……？」

「いんや、別にー」

　ティファリシアの問いに適当な返事をして。

「それよりも──そろそろ本題に入っていい？」

　にやりと笑った〈解放者〉の《英雄》は、ポケットに手を突っ込んでまっすぐ〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を見る。

　本題。

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》と《英雄》──ティファリシアとレイジがわざわざここまで来た理由。

「絶対固有魔法『未来既知』の披露に、《英雄戦争》に長たけた〈竜闘族ドラゴーネ〉討伐のデモンストレーション。ほーら〈神翼族エルブランシユ〉ゴイスーって言いたいのはよくわかったけどさ、別にそれ俺らがここに来たのと関係ねーから」

「………………え？」

　声を漏らしてしまってから、慌てて口を押さえたティファリシアは考える。

〈神翼族エルブランシユ〉の持つ驚異的な『未来既知』魔法。

《誓約者ルーラー》であるアエルが見せたその力は、絶大だ。

　すでに先が視みえている彼女と会話をするのは馬鹿らしいと思えてくるほどに。

　そして、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》であるジャンヌ・ダルク。

　圧倒的だったかどうかは別にせよ、彼女がたった一人で〈竜闘族ドラゴーネ〉を制圧したのは紛まぎれもない事実だ。

　どちらも〈神翼族エルブランシユ〉というとてつもない種族の力を示すもので、『世界の管理者』を名乗るのに十分すぎる──。




　で？　それがどうした？




　不意に。

　レイジからそう言われた気がして。

　正面の《英雄》を見たティファリシアは、それを思ったのはレイジではなく自分自身であるのだと気づいて、軽い驚きと共に静かにその事実を受け入れる。

　──ティファリシアの中のレイジは続ける。

　どれだけ自分に力がなかろうが、〈神翼族〉という種族の《誓約者》であるアエル同様、ティファリシアが〈解放者〉の《誓約者》である事実は変わらない。

　そして、種族を代表し、民の声を代弁する《誓約者ルーラー》という立場に変わりがないのなら、ここでティファリシアがアエルを恐れる理由などなにもない──。

　だから。

　だから、ティファリシアは前を向く。

　同じ《誓約者ルーラー》として、堂々とアエルを見て言う。

「──そうですね。〈神翼族エルブランシユ〉が素晴らしいのと、わたしたち〈解放者〉がこの交渉の場に立っていることは、関係ありません」

　そのティファリシアの受け答えに、レイジは黙って目を細め、反対にアルファが目を大きく見開いた。

「はぁ……？　関係……ないわけ……ないでしょう……？　貴様らなにしにここに来たと思ってやがるんですか」

「えー？　お願いじゃね」「お願いです」

　レイジとほぼ同時に同じことを言って、ティファリシアは嬉うれしくなってしまったのをどうにか表情に出さないようにし、

「わたしたち〈解放者〉は〈神翼族エルブランシユ〉に援助を求めていますから」

　あくまで形式的な笑顔。

　そのどこまでもふざけていない態度に。

「ふ──ふざけてやがるんですか!!」

　アルファが声を張り上げた。

「〈解放者〉が弱者である自覚があり、〈神翼族エルブランシユ〉を上位者と認めていて、なおかつ援助を要求する!?　貴様らの言ってることは戯ざれ言ごとにもほどがありやがります!!」

「そうでしょうか？　『世界の管理者』──持てる者の義務ノブレスオブリージユとは本来そういうものだとわたしたちは解釈していますが」

「────っ！」

　あくまで穏やかに続けたティファリシアの言葉。

　その解釈というフレーズに、アルファは言葉を失う。

　世界の管理者を自称する〈神翼族エルブランシユ〉は、事実として世界を管理できるだけの力を持っている。

　だが、力を持っているからといって世界の管理者になれるわけではない。

　力で無む理り矢や理り言うことを聞かせるとか、あるいはもっと単純に他種族すべてを滅ぼすという方法で得られるのは、ただ大きくなった〈神翼族〉の国だからだ。

　それは国であって、決して世界ではない。

　世界であるためには、他種族が他種族として自存し、それぞれ国を持つ必要がある。

　そして、世界の管理者とはそういった他種族の頂点に立ち、まとめ上げる立場なのだ。

　そのためには、他種族からの承認を得なければならない。

〈神翼族エルブランシユ〉こそが頂点に立つべき種族であると。

　つまり、〈神翼族エルブランシユ〉が世界の管理者たるその資格の選択権は〈神翼族エルブランシユ〉ではなく、他種族にある。

　そのことを──この弱者は理解している。

　もとより疑う余地もなく立場が弱いから、恥も外聞もなく〈神翼族エルブランシユ〉に援助を求め、その上で〈神翼族エルブランシユ〉が世界の管理者となるための一票を条件次第で投じてやってもいいと言っているのだ。

　だから、援助を受ける側であるにもかかわらず要求をできる。

　こんなことは、〈解放者〉以外のすべての種族……平和主義者であると他種族に思わせたい〈海精族シーレーナ〉でさえ、宣言できない。

　その行為は種族のアイデンティティーを捨てるも同義だから。

　種族の枠に囚とらわれない〈解放者〉という特殊な国だからこその手段。

　弱者の暴力。

「もちろん要求するだけのつもりはありませんよ。現状わたしたち〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉にいただきたい援助は食料を中心とした物資です。ティステルは決して豊ほう穣じようではありませんが、まったくなにも採とれないというわけではありません。こちらにご用意できるものであれば可能な限り対応させていただきたいと思っています」

　冷静にそう口にするティファリシアに、アルファは歯は嚙がみせざるをえない。

　ティファリシアが言っているのは単なる交易の話だ。そんなものを〈神翼族エルブランシユ〉がするメリットは一切ない。

　だが、それが〈神翼族エルブランシユ〉の配下となる条件だと言われれば拒むこともできない。少なくとも、一考するそぶりを見せる必要がある。

　そしてその態度をきっかけに、交渉が始まってしまう。同じテーブルに着く必要が出てくる。

　それこそが〈解放者〉の真の目的だろう。

　そこから先は対等な立場でのやりとりだ。

　世界の管理者たる〈神翼族エルブランシユ〉からすれば、格下と見なしている〈解放者〉と対等なやりとりが行われたという事実を漏ろう洩えいさせたくない。その漏洩させたくないという弱みを突いて、〈解放者〉はさらなる要求ができる──。

　考えれば考えるほど、〈解放者〉にとってよくできている。

　……この尖とがり耳女、ここまでやれるヤツでしたか。

　その隣でにやにやしている、うさんくさいクソ《英雄》ならともかく──。

　そこまで考えたところで、不意にアエルが身じろぎするように翼を羽ばたかせて。

　びくりと身体からだを緊張させたアルファは、一度大きく息を吐いてから、笑顔を作った。

「……ズイブンと強気にでられるのデスネ。その態度に後悔はありマセンカ？」

　態度という言葉にティファリシアは目を細める。

「強気に出ているつもりはありませんが、わたしたち〈解放者〉にはまだ歴史という歴史がありません。言い換えれば、他国に信用していただくための保証がないのです」

「ダカラ、態度だけデモ誠実でイタイ、と？」

「はい。〈解放者〉の《誓約者ルーラー》として──自らの態度と発言に噓うそ偽りはないと自負しています」

　胸に手を当て、堂々と宣言した彼女に。

　アルファはその言葉が聞きたかったとばかりに口元を歪めて。

「そうデスカ。では──〈海精族〉の国で示した〈神翼族〉の『種族旗』を奪うという発言と態度も噓偽りなく〈解放者〉の意思に基づいていると受け取ってもよろしいのデスネ」

「──！」

　一瞬遅れて、ティファリシアは自分が嵌はめられたことに気づく。

　それはまぎれもなくティファリシアがワタツミノミヤで〈海精族シーレーナ〉に──太たい公こう望ぼうとセイレ・ユーフォニアに対して口にした言葉。

〈神翼族〉の巫女が目の前にいるにもかかわらず、〈海精族〉を説得し、信用させるために持ち出した本音だ。

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》であるティファリシアがワタツミノミヤで〈神翼族エルブランシユ〉と〈海精族シーレーナ〉の仲なか違たがいを誘発するために〈神翼族エルブランシユ〉に助けを求めたとき、〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こにすぎなかったアルファにはなんの権限もなかった。だから口にできた。

　だが、他ならぬ〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》が同席するこの場であれば、彼女にも発言権はある。

　すなわち〈解放者〉は〈神翼族エルブランシユ〉に助けを求める弱者ではなく、奸かん計けいに嵌めようとする姑こ息そくな新興勢力と読み替えさせることができる。

　アルファ・ステイシスは、最初からこれを狙ねらって発言を誘導していたのだ。

「ワタクシはワタツミノミヤで確かに聞きマシタ。〈解放者〉は〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』を奪って〈海精族シーレーナ〉に渡スと」

「そ、それは！」

「それは？　なんデスカ、噓うそ偽りのない発言と態度に定評のアル〈解放者〉サマ？」

　ここぞとばかりに攻勢を強めるアルファに、ティファリシアは苦し紛まぎれにうめくように言う。

「それ、は……こ……言葉のあやというものも……」

「あやかどうかは、聞き手の判断にゆだねられマス。《誓約者ルーラー》の言葉の重みを自覚されていマスカ？」

「…………き、聞き手の判断というのは──」

「デスカラ、先ほどから述べていますトオリ──貴様の口にしたことは、ボクたち〈神翼族〉への敵対意思に他ならねーって言ってやがるんですよ！」

　最後通つう牒ちよう。

　世界の管理者は、持つべき者の義務ノブレスオブリージユとして、助けを求めてきたものには手を差し伸べなければならない。

　だが、それが〈神翼族エルブランシユ〉への敵対意思を持つとなれば話は別だ。

　敵対する種族に手を差し伸べる馬鹿はいない。少なくとも対外的には十分そう言い訳ができる──。

　ティファリシアが色を失い、アルファが勝利の笑みを浮かべて。

「──どーでもいいけど」

　ニートは言う。




「疲れたから座っていい？」




「…………は？」

　と、二人があっけにとられているあいだに、近くにあった装飾物のオブジェを勝手にどかし、その土台に腰掛け、それだけでは飽き足らず肘ひじをついて寝転がったレイジに。

「ど──どんだけですか貴様!!」

　アルファが力一杯突っ込みを入れ。

「…………許可を取るならせめて答えを聞いてから行動してください」

　ティファリシアが深い深いため息と共に、死んだような目で言って。

「まあどうせこんなことレイジに言っても無駄ってわかってるんですけどね……」

「でもやっぱり口に出していればいつか無駄にはならないかもしれないって希望を持っちゃってついつい繰り返しちゃうんだよな？」

「心の葛かつ藤とうまで正確に分析しないでください……っ」

「ちなみにそれすらできなくなると学習性無気力って状態だから注意なー」

「誰のせいかわかって言ってます!?」

　ひそかに叫ぶまいとしていたティファリシアの忍耐を一瞬で振り切り、レイジはあっさりと言う。

「いやーずっと歩いてたし、普通に疲れるじゃん？」

「だからといってこんな状況で寝転がらなくても──」

　そうティファリシアが言いかけた瞬間。

「こんな状況だからこそだろ」

　気だるさはそのままに、レイジは鋭く目を細めて。

「全部茶番なのに」

　一瞬で変わる空気。

「…………茶番？」

「……なにが言いてぇんですか」

　ティファリシアとアルファ。最前線で対立していたはずの二人が、そろってレイジを見つめ返す。

　レイジは彼女たちに対して、さながら観客を前にした手品師のように大仰な素振りで言った。




「なにがもなにも、そもそも〈神翼族エルブランシユ〉は『未来既知』によって確定した未来を予知するっていうのがまず噓うそだよな」




「…………は？」

　今、なんと？

　そうティファリシアが問いたいのがわかるかのように、レイジはさもおかしそうに笑みを広げる。

「だから、〈神翼族〉には未来予知魔法なんて使えないっつってんの」

「────で、でも」

「〝彼女たちの言葉や行動は現にこちらに先んじていて未来を予知しているとしか思えない──〟か？　だったら今俺も『未来既知』を使ったことになるじゃん」

「あ────」

　そうだ。

　こちらに先んじた行動ができるからといって、未来予知能力を持っているとは限らない。

　もしそうなら、たった今レイジがティファリシアの言動を先取りするという形で、『未来既知』魔法を使ったことになる。

　もちろん《運命力》皆無で《偉能レアルタ》さえ使用できないレイジにそんなことできるわけがない。

　レイジに可能なのは。

「相手の言葉、仕草、行動を観察、分析、考察することで、その性格を摑つかみ、思考をトレースすれば、そいつが次になにをしゃべるかくらいは簡単にわかるようになる」

「……それが簡単だと言えるのはレイジだけだと思いますが」

　理屈がわかっているからといって、誰にでもできるわけではない。

　あくまで、類たぐい希まれな人間把握力を持った好ましき隣人ソーシヤルハツカーだからこその能力。

　補足するように突っ込んだティファリシアに、レイジは人差し指の先を突きつけて。

「そのとおり」

　目をすがめる。

「未来予知魔法を使わないで未来予知もどきをするには、相応の対人技術ソーシヤルハツキングが必要だ。そしてそれは、同じ技術を使うやつなら一発で見抜ける。蛇の道は蛇、餅もちは餅屋──好ましき隣人ソーシヤルハツカーってのは相手の行動言動を観察する上、手札は全部わかってるわけだからな。その視点から言えば、〈神翼族エルブランシユ〉は間違いなく好ましき隣人ソーシヤルハツカーじゃない」

「では……どうやって、技術も魔法も使わずに……」

「だから今答え言ったじゃん」

「……え？」




「相応の対人技術も未来予知魔法も使わないで未来予知もどきはできないんだろ？　だったら、別の魔法を使って未来予知をしたように見せるしかない」




「未来予知ではない魔法を使って、未来予知ができるように思わせた……!?」

　それが〈神翼族エルブランシユ〉の使う固有魔法『未来既知』の正体。

　目を見開くティファリシアに、レイジはさも楽しそうに言う。

「今さらそんなこと言うのも馬鹿らしいくらいだけどな。ヒントは死ぬほどあったし」

「ヒント、って……」

「まずこの大陸に来て最初に会った〈神翼族エルブランシユ〉。あいつらやけにしゃべりたがると思わなかったか？」

「……それは、長く生きる〈神翼族エルブランシユ〉は退屈だから──」

「なんで退屈をまぎらわす手段が他種族とのおしゃべりだけなんだよ。自分たちでゲームするなりなんなり暇つぶしの方法なんて他にいくらでもあるじゃん」

　暇つぶしの天才ニートはおどけたように肩をすくめて続ける。

「百歩譲って外の話を聞くのだけがなにより刺激的だっつーなら、自分たちのことなんて語らないでただひたすらにこっちのことを訊きけばいい。あいつらそうしてたか？」

「────していません、でした」

　彼女たちはティファリシアたちに話をさせるより、積極的に自らのことを話していた。

　まるでそれ自体が目的であるかのように。

「一方的に話すのが好きならお仲間の〈神翼族エルブランシユ〉でもそこらへんの石にでもしゃべりかけてればいい。そうではなく、あくまで他種族に絡んでたのは──」

「──話を聞かせること自体に目的があったから？」

　半なかば無意識に呟つぶやいたティファリシアにレイジは笑みを深くする。

「他種族とのおしゃべりが好きだと言いながら自分たちの話ばかり聞かせる、他にいくらでも暇つぶしの方法はあるのに他種族とのおしゃべりだけが生き甲が斐いと言う、そしてこちらが口を挟もうとするたびにまるで未来が予知できているように先んじて言おうとしたことをそっくり言い当てる……一見してちぐはぐに見えるこれらの行動は〈神翼族エルブランシユ〉がある魔法を使っていると前提すればすっきり解決する」

　一本ずつ指を立てていたレイジは、親指だけを自らの胸に突きつけて。




「読心魔法。すなわち対象の心を読み取る魔法だ」




「心を読み取る、魔法──？」

　想像だにしていなかった発想にティファリシアは目を見開き。

「正確には心と言っても表層心理──それも言語化可能なものだけだろうけどな。実際、あのときも俺がその対処をしたら、次になにを言うかわかってなかったみたいだし」

　そのリアクションを予期していたように、レイジは平然と続ける。

「まあたとえ心の表層に浮いた言葉を掬すくいあげるだけの魔法だったとしても、心が読めるなら会話は一方的に話すだけでよくなる。話を聞かせるだけで相手はそれについて勝手に思考し言語化してくれるからな」

　たとえば〈解放者〉についての考えを聞きたければ、〈解放者〉について語る。そうすれば相手は〈解放者〉について思考してくれるから、それを読み取ればいい。

「当然、そのことを理解している〈神翼族エルブランシユ〉同士じゃ会話は非常につまらないものになるし、対戦ゲームの類たぐいは成立しづらくなる。話しかけるだけで相手の心がわかるんだからな。そりゃ他種族とのおしゃべりっつー一方的な心のノゾキ見が生き甲斐にもなる」

　だからこそ、彼女たちはあれほどまでに貪どん欲よくに絡んできた。

　それしか退屈しのぎがないから。

「そして、そのことを知らない他種族からすれば、次になにを言うか正確に言い当てる〈神翼族エルブランシユ〉は驚異的な存在になるわけだ。〈神翼族エルブランシユ〉は未来を予知している──ってな」

　立てていた指をきれいに折り、すべての疑問を解消したレイジは。

「ちなみに──完全に確信したのは今あいつの反応を見てからな」

　にやにやと笑いながら指さした先で、目を見開いていたアルファがはっとした表情を浮かべたあと、心底悔しそうに睨にらみつける。

「貴様……っ」

「いやいや、そこは知らばっくれとかないとダメだろー？　ま、そんなことしたところで状況証拠だけでもすでに十分すぎるから意味ねーけど」

「──」

「つーかそもそも純粋な未来予知なんて因果的決定論の下でしか成立しないんだよねー。ラプラスの悪魔じゃあるまいし、そんなもんが存在すると考えるのはナンセンス以外のなにものでもない。だったら、未来予知なんてのはどこまでも限定的でそれらしいものにしかならねーんだわ」

　おちょくるように言うレイジに、ティファリシアはただただ言葉を失ってあっけにとられる。

〈神翼族エルブランシユ〉の使う絶対固有魔法『未来既知』。

　その名称だけでなく、実際に先を読んでいるとしか思えない言動行動から、それが未来予知の魔法であることなど疑う余地もなかった。

　その強力な固有魔法があるからこそ彼女たちは［七滅戦セブンス］において六度まで世界を滅ぼせたのだし、《大誓約魔法》締結でも中心的な役割を担えた。

　そう思っていたのは、決してティファリシアだけではない。あらゆる種族が〈神翼族エルブランシユ〉を、彼女たちの使う絶対固有魔法をそう考えていたはずだ。

　にもかかわらず、目の前の《英雄》は言葉だけであっさりとその大前提を崩してみせた──。

《万象の楽園アクアテラリウム》の歴史として見ても、今この場で起きていることはとてつもないことで。

　だからこそ。

「と、まあここまで言っといてなんだが、そんなことは実はどうでもいい」

　続けられた言葉に、心底驚きよう愕がくした。

「は────はあ!?　ど、どうでもいいって〈神翼族エルブランシユ〉の『未来既知』が読心魔法だとわかったのはものすごいことで──」

「そうだなーすごいことだわーすべての〈神翼族〉が読心魔法を使ってたらな」

「……すべての、〈神翼族エルブランシユ〉？」

　身体からだを起こしたレイジが見るのは、ただ一人。

　一連のあいだ表情を変えず口を挟まず、傍ぼう観かん者しやのように眺ながめていただけの彼女。




「アエル・アウラ。あんただけは純粋な意味での未来予知ができるな？」




　鋭く細めた目。

　下から突きあげるように伸ばした人差し指。

　向けられるすべてを意に介さないように、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は表情を変えず──レイジは視線を手前のアルファに移す。

　小柄なシスター少女は──色を失い、唇をわななかせて、こちらを見ていた。

「ほんと隠しごと下へ手たくそだなー。うまい噓うそのつきかた教えてやろうか？　99％の噓の中に１％の真実を混ぜるんだよ。それだけで面白いくらいあっさり騙だまされるぜ？」

　苦笑するレイジに、アルファはすでに取り繕うつもりもないらしく。

「……くだらない戯ざれ言ごとはいらねーです」

　馴なれ合あいを拒否するように右手を振り、嚙かみつくように言葉を発する。

「なぜ──なぜそれがわかりやがったんですか」

　露見するはずがない。

　そもそも〈神翼族エルブランシユ〉の絶対固有魔法『未来既知』が読心魔法であるということですら、誰にも辿たどり着つかれることはなかった。

　百歩譲ってその真実に至ることがあっても、その先──アエル・アウラという〈神翼族エルブランシユ〉の王の秘密に気づくことなど──ありえてはならない。

「いやいや逆だろ」

「逆……？」

「〈神翼族エルブランシユ〉の固有魔法が読心魔法だって見抜けたのなら、その《誓約者ルーラー》が使ってる魔法は未来予知としか言いようがない。なにせそいつは、他の〈神翼族エルブランシユ〉と違っていっさいこっちに興味を示さなかったからな」

「……？　興味を示さなかったことが本物だということになる？」

「おいおい俺の話聞いてなかった？　読心魔法は相手の心を読む魔法だ。当然だが、思ってもいないことは読み取ることができず、予想も予期もできない。だから読心魔法の使い手はできるだけ思考させるため、話を聞かせて刺激する必要がある。で訊きくけど、そいつ俺らになんかした？」

「──あ」

　ティファリシアは気づく。気づかざるをえない。

　今に至るまで。

　彼女がこちらの反応を試すようなことを一度たりともしていないことに。

「読心魔法の使い手はせいぜい現在思っていることの一歩先までしか言い当てられない。だがそいつはこちらの思考と関係なくなにが起きるのか理解し、その起きることを予期した上での行動を取った。そんなものは──端的な未来予知としか言いようがないだろ」

　──〈神翼族エルブランシユ〉が使う固有魔法『未来既知』は読心魔法でしかない。

　だが《誓約者ルーラー》が使うそれは、確定した未来を既に知りえた文字どおりの未来予知──。

「ま、そりゃそうなんだよな。それなりの歴史が築かれてるこの世界で、すべての〈神翼族エルブランシユ〉が読心魔法しか使えないなら、どの種族も〈神翼族エルブランシユ〉が未来予知能力を持っているなどと思い込むわけがない。それが噓うそになるのは、たった一つの真実が混ざっているからだ」

「99％の噓に、１％の真実──」

　ティファリシアの呟つぶやきに、ぱちんと指を鳴らして。

「そう。そして、そいつ──〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラがホンモノの未来予知者なら、今現在なにを思っているのか、読心魔法なんて使えない俺にでも確実にわかる」

「そ、それは……？」

　ごくりと唾つばを飲み込み、緊張に顔を強こわばらせたティファリシアに。

　レイジは低く呟いた。

「退屈だ」

「……退、屈？」

「それもしゃべることすらめんどくさい、呼吸するのもめんどくさい、なんだったら生きてることすらめんどくさい──考えられる限り究極の退屈。同情すらしたくなるほどのな。あーかわいそう」

「……あのレイジ。こんなタイミングで冗談を言わなくても──」

「どっこい冗談なんかじゃねーんだよ」

　鋭く目を細め、どこまでも悪い笑顔で〈解放者〉の《誓約者ルーラー》は言う。

「いちいち相手を刺激して反応を引き出すまでもなくなにが起こるのか正確にわかる、わかってしまう完かん璧ぺきな未来予知者。俺がもしそんなクソつまんねー力を持ってたら、この上なく退屈をもてあましてすべてを適当にこなす。今こいつがやってるみたいにな」

　投げつけるようなレイジの言葉に。




「フッ……フフフフ、ハハハハハハ！　アッハハハハハハハ！」




〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》。

　世界の管理者たるアエル・アウラは、高らかに笑い。笑い。

　不意にピタリと笑うのをやめると、振り返りもせず、背後の玉座にどっかと座り。

　足を組んで肘ひじをつき。

　直前の高笑いも噓だったかのようにため息を吐ついて──

　すべてを見飽きた老人の目で、はっきりと言った。




「──そのとおりだよ《運命力》ゼロの《英雄》クン」





　　　　◆◇◆◇◆






「あー……ひさしぶりに飛びっぱなしだったから疲れちゃった。結構しんどいんだよね飛ぶのって」

　玉座の上で伸びをし、凝った肩をほぐすような素振りを見せたアエルは、そうしてすぐそばで控えるアルファに軽く話しかける。

「あーアルファ、ちょっと肩揉もんでー」

「お……ア、アエル様……！」

「んー？　なに？」

「…………いえ」

　そうして言われた通りに背後に回り、肩を揉み出したアルファと、気持ちよさそうに表情をゆるめるアエル。

「ンン……ァッ……あー気持ちいいんだけど、やっぱり肩だけじゃダメかー」

　そう口にするや、左手で軽く魔法陣を描いたアエルは、中空に小窓を作り、そこに映った〈神翼族エルブランシユ〉に対して軽い口調で言う。

「全身コースでおねがーい」

　それから起きたことをティファリシアはにわかには受け入れられなかった。

　荘厳に見えた玉座の背もたれや肘ひじ掛けが倒れ、そこにうつぶせに寝転がったアエルを、数人の〈神翼族エルブランシユ〉が揉みほぐしはじめたのだ。

「ぅあー……きもちいー」

　弛し緩かんしきった表情でそんなことを呟つぶやく〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》に、ティファリシアは隣で同じように寝転がる〈解放者〉の《英雄》を見て。

「あれいいなー。うちにも一台ほしいわ」

　……目眩めまいがする。

「これ……夢ですか……？」

　思わずそう呟いたティファリシアに。

「まっさかー。現実だよ現実」

　アエル・アウラは相変わらずうつぶせに寝転がり、重ねた手の上に顔をのせてこちらを見ながら言う。

「つまらないにもほどがある──ね」

　浮かべられた微笑ほほえみは一見すると穏やかなのに、どこまでも作り物めいていて。

　その途方もない違和感にティファリシアは背筋を冷たくして一歩後ずさる。

[image: ]

　同時に、レイジが口にしたことを彼女は一切否定していないことに気づいて、確認せざるをえなかった。

「ほ……本当に、そう、なんですか？」

「そうだよ」

　そう、の中身を聞き返すこともなく、アエルは即座に肯定し。

　ティファリシアが目を見開くその反応すらわかっているとばかりに、視線をレイジへと移す。

「〈神翼族エルブランシユ〉の固有魔法とワタシの使う『管理者権限』については、そこの《英雄》クンが言ってくれたとおり。ああ管理者権限っていうのがキミたちの言うところの未来予知魔法の使用者ね。たとえば──」

　言いながら黄金の瞳ひとみを光らせた彼女は、床のある一点を指さし、

「五秒後そこに羽根が一枚落ちる」

　呟つぶやいてからきっかり五秒後。

　確かにそこに白い羽根が落ちてくるのを目にし、ティファリシアは彼女を見て。

「今のが……？」「今のが……？」

　まったく同じタイミングでぴったり同じ言葉を口にしてみせたアエルに、引きつるように息を吸う。

「──こんな感じで、ね」

　再び微笑ほほえむ彼女はすでに瞳ひとみの輝きも元に戻っているのに、その目に見み据すえられることに抵抗を感じて、ティファリシアは身じろぎをする。

〈神翼族エルブランシユ〉の固有魔法が読心術であると聞いたときですら感じなかった強烈な不気味さ。

　心を読まれるより、未来を視みられるほうがはるかに気持ちが悪い──。

「すげえなー。なんでもありの異世界とはいえ、未来予知なんてのは概念的にありえねーと思ってたわー。すげーすげー」

「アハハー、まったく心のこもってない賞賛の言葉ありがとー。うらやましいなら代わってあげてもいいよ？」

「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ死んでもごめんだわ」

「知ってる。──で、未来予知がどんなものなのか知りたいんだよねえ？」

　突拍子もない会話の流れは、彼女にとってだけ自然なもので。

　黄金の瞳を妖あやしく光らせたアエルに、レイジはふっと息を抜くように言う。

「そうだな。話してくれるなら聞くぜ？」

「別にどうなってもどうせ話すことになるから言うけど、常に一冊の本を持っているようなものだね。ものすごく分厚くて、とてつもなく大きな本」

「本……？」

　不可解なたとえに声を漏らしたティファリシアと裏腹に、レイジはすべてを了解したように笑う。

「は……本か。本ね。さながらそのタイトルは『この世のすべて』って感じか？」

「ワタシは『全世界史』って呼んでるけど、まあ同じようなものかな。その本にはこの世界で起きるすべてのことが書いてある。そんな全知の書を、常に見せられているって言えばキミたちもイメージしやすいよね」

「全知の、書」

　この世界で起きるすべてのことが書かれている本。

　そんなものを常に見せられていると言われても、ティファリシアには想像もつかない。

　今この瞬間にも起きることが彼女はあらかじめ視えているという感覚が、理解はできてもわからないのだ。

　ただ、それでも、言えることはある。

　想像できることは、ある。

「死ぬほど退屈だと思うでしょ」

　ティファリシアが思ったことをそのままトレースするように、彼女はうつぶせで体中をマッサージされながら言う。

「なにをするにしても常に結果が視える。全部どうなるかわかる世界なんて、ほんと──つまらないにもほどがある」

　他人事のように言う彼女に、ティファリシアはなにも言えない。

「ちなみに今《英雄》クンが思ったとおり、この力が〈神翼族ワタシ〉たちの世界を滅ぼした原因だよ」

「え……」

「ああそう……やっぱ退屈で滅んだわけ。あんたら〈神翼族エルブランシユ〉は。そして俺が思った通りってことは──」

「元々は誰もが『管理者権限』──未来予知魔法が使えた。まあ正確には徐々に使えるようになったんだけどね」

「……つくづく愚の骨頂だな」

　ティファリシアの思考の及ばないところで進む会話。

　そのついていけなさに──懸命に食らいつく。

「つ、つまり……〈神翼族エルブランシユ〉は意図的にその力の使用者を絞った……？」

　なぜそんなことを──と思う前に、レイジが言う。

「単純に考えれば強力な魔法の使い手は増えれば増えるほどいい。だが、その魔法が未来予知となれば話は別。自分だけ先を知れるっつーチートは、その代償として欲求のほとんどを失うはめになるからな」

「欲求のほとんどを失う──？」

「生物が持つ欲求ってのは、不確定だからこそ成り立っているものが大部分なんだよ。もちろん、未来予知によって他者に先んじれる優ゆう越えつもあるが」

「この先になにが起こるか自分にだけはわかる──その絶対的優越感に浸れるのは、まあせいぜい十年ってところだったかな。そこから先は、永遠の無味無臭無為。毎日決まりきった、感情にも感覚にも訴えかけてこない映像が流れ続けるのをただ見るって感じ」

　淡々と。

　絶望的な言葉を口にするアエルに、ティファリシアはこれ以上ない恐怖を感じる。

　常に先がわかってしまうというのは想像はできてもやはり実感を伴わない。

　だが、ひたすらになんの変化もない、感情にも感覚にも訴えかけてこない映像を見続けること。

　そんな苦痛以外のなにものでもないことを、淡々と口にできてしまっているのが──彼女の現実であることが、なによりも恐ろしかった。

「だからこそ、《英雄》クンを待っていたんだけどね」

　一瞬前と同じ調子で語られた言葉に、レイジは薄く笑い。

「へえ、すでに未来が確定してるのに？」

「そう、未来が確定しているのに」

　ほぼ同時に発された言葉。

　微笑ほほえみを返すアエルは、歓待するかのように翼を広げる。

「だってキミは言ってくれるんだよね？」

「ああ、言ってやるよ」

　対抗するように声を重ねて──

「あんたはそれでも俺たちに屈することになる」

　その言葉に、未来予知者は口元だけのシニカルな笑みを浮かべ。

「ま、待ってください……！」

　ティファリシアが口を挟む。

　レイジとアエルがなにを話しているのか、一割もわからない。

　もしここにレウがいたら……呆あきれながらも補足をしてくれた彼女がいてくれたら、もう少しついていくことができたかもしれないが、いない者をあてにすることもできない。

『未来既知』という読心魔法を使う〈神翼族エルブランシユ〉と、本物の未来予知魔法を使うアエル・アウラ。

　彼女たちに対して、なにをすべきか、あるいはなにをすべきでないか──ティファリシアはきっとほとんど理解できていないのだろう。

　現状を理解せずに行動するのは危険だし、単純に怖い。

　ティファリシアの立場としてはアエルと同じと考えれば、本当に情けなくなるし、この場に立っていること自体気後れしてくる。

　けれど。

　どうして自分はこんなにも──と落ち込むことなら、いつでもできる。

　顔をあげたティファリシアは思う。

　今できないことは、できないこととして受け入れ、その上でできることをする。

　だから、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》としてティファリシアがすべきなのは──。

「わたしは……わたしたちは〈神翼族エルブランシユ〉の魔法や成り立ちについて話を聞きにきたわけではありません。〈解放者〉への援助をいただけるのか否か、その答えをお聞かせください」

　堂々とそう言い切った〈解放者〉の《誓約者ルーラー》に、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》はもはやベッドのようになっている玉座に顔を伏せる。

「援助……援助ねー」

　平へい淡たんなのに、めんどくささのようなものを感じさせる声。

「援助とゆーか、キミたちは『種族旗』が欲しいんだよね」

　疑問ですらないのは、そのあとのやりとりをすでに視みているからかもしれない。

　やりづらさを感じつつも、口を開きかけたティファリシアに。

「いやいや取り繕わなくていいよわかってるから」

　アエルはあくまで先んじて言葉を連ねる。

　その一方的な態度に、ティファリシアはようやくレイジがなぜあえて言葉を重ねていたのかがわかった。

　会話は主導権を握ったもの勝ちだ。

　彼女がやっているのがまさにそれだとしたら──

「そうです……と言ったら──どうなりますか？」

　あえて間をとり、認めているようで、イエスでもノーでもない回答。

　曖あい昧まいな態度に、不敵な笑みを添えてみせ、ティファリシアはまっすぐアエルを見て。

「相手の出方次第でその先の答え方を変えられる会心の返答……と思ってるみたいだけど、意味ないよ？　ワタシにはその先も視みえているから」

「──っ」

　すべて先に答えられる感覚。

　その途方もなく据すわりの悪い感覚に耐えるように、ティファリシアはぐっと歯を嚙かみしめる。

　そうして、どうにかして先を続けようとしたティファリシアに、アエルは小さく息を吐いて言った。

「んー面倒だね。とりあえず、保留にしようか」

　なにに対しての保留なのか、判断しかねたティファリシアが黙っていると、アエルは口元だけに形式的な笑みを浮かべ、自分とティファリシアを交互に指さして言う。

「〈神翼族エルブランシユ〉の『種族旗』が欲しいキミたちと、無条件で〈解放者〉を支配下に置きたいワタシたち。その二つを天てん秤びんにかけた【勝交負渉】は、またの機会にしようってこと」

「──！」

　驚くティファリシアを見ることすら面倒そうに、視線を横に流したアエルはすらすらと言葉を並べる。

「無駄な過程はできるだけ省略したいんだよねー。結論から言えばそういうことでしょ？　──ああもちろん、それまでの物資援助くらいはしてあげるよ。一応外面的な問題があるからそのあいだだけは保護下に入ってもらうけど、仮かり初そめだから好き勝手やってくれていいし、申し分のない条件だよね」

　交渉も攻略も無駄な会話すらなく。

　すべて答えだけが提示されていく。

　その違和感に文句はあっても、アエルが口にした条件は、それが本当に実現するのであれば〈解放者〉として願ったり叶かなったりのものだった。

「で……では、それで──」

　やっぱり気が変わった。そう言われる前に、急ぎ《大誓約魔法》下の契約を交わそうととしたティファリシアは。




「おいおい、それくらいで満足すると思ってんの？」




　もう一人、寝転がったままの《英雄》があげた声に、その場で固まって。

「な──」

　なにを言っているのか、そう続ける前にアエルに遮られる。

「満足するとは思ってないよ」

〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は悪い笑みを浮かべたレイジに、負けず劣おとらず口元を歪ゆがめて言う。

「保留の意味がちゃんと伝わってないかな？　さっきも言ったとおり──キミが心底無駄にもワタシに勝てると考える【勝負】方法を思いつくまで猶予をあげるって言ってるんだけど」


「…………っ」

　ティファリシアは驚きよう愕がくせざるをえない。

　レイジが〈神翼族エルブランシユ〉を相手に、《英雄戦争》ではなく【勝負】をするつもりであること。

　その【勝負】の方法は今はまだ思いついてないがいずれ思いつくこと。

　そしてその【勝負】でレイジは勝てないこと。

　それらすべてがすでに視えていると。

　肘ひじをつき、寝転がったままの未来予知者は瞳ひとみを黄金に輝かせながら言ってのけて。

「わかる？　最初からキミたちの満足不満足なんて話はしてない」

　太古の［七滅戦セブンス］において、必然として六度まで世界を滅ぼした〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》の、格の違う威圧的な言葉に──

「わからねーわ」

　ふてぶてしく笑い。

　どこまでも挑発的な眼まな差ざしで、ニートは言う。

「あんたになにが視みえてるかなんて知ったこっちゃねーよ。俺が言っているのは、そっちから呼び寄せておいて退ひけって要求をしてる以上、相応の代価があるんだよな？　っていう、極めてまっとうな交渉の話。わかる？」

　あえてアエルの言葉をなぞった挑発的な言葉。

　人差し指を下に向け、供物を差し出せとばかりの傲ごう慢まんな態度。

　交渉などという言葉がおよそ似合わないレイジに、

「──もう、我慢の限界です」

　噴出する怒気と、広げられる翼。

　いまだマッサージをし続けていた幼女シスターが、その手を止めないまま射い殺ころさんばかりに睨にらみつけてきて。

「アエル様──このクソ《英雄》は、どんな手を使ってでもこの場で排除すべきだと進言します」

「きゃーこわーい」

　おちょくるようにではなく、完全にイジる目的で棒読みしたレイジに、アルファ・ステイシスは歯ぎしりをして、まっすぐ指さす。

「貴、様っ……《大誓約魔法》を笠かさに着て害される心配がないとか思っていやがるのなら、大きな間違い──」

「アールファ」

　アエルのその言葉に、アルファはすぐさま口を閉ざす。

　その過剰な反応をにやにやと見つめていたレイジは、あくまでアルファに向けて話しかけた。

「んじゃそっちが納得できるように言おうか。さっきティファリシアに対して言げん質ち取ったって騒いでたけど、同じことこっちもできるの知ってた？」

「……は？」

「ワタツミノミヤで〈神翼族あんたら〉は〈海精族シーレーナ〉と共謀して、〈解放者〉を潰つぶそうとしてたよな」

　下に向けていた人差し指を、再び前に突き出し。

「……そんなつもりは──」

「そんなつもりはないって知らばっくれて、他の種族が納得してくれると思う？」

　暗に外にこの話を漏らすと言って、レイジはくるくると人差し指を回す。

「結構なマイナスイメージになるだろうなー。世界の管理者（笑）として。〈解放者弱者〉を救わないどころか、積極的に潰しにかかったんだし」

「か……〈解放者〉の言うことなど」

「誰もまともに取り合わない？　んなわけねーだろ。どんな種族も、いつだって自分たちに都合のいい情報しか取り合わねーよ。どれだけ信用のある種族からの情報だろうと、それが自分たちにとって都合が悪ければ〝誤りである〟と否定するし、翻ひるがえってその情報が自分たちにとって有益であれば情報源など関係なく〝是〟とする。そういう世界だろ？」

「────」

　反論どころか、会話そのものを封殺されて黙り込んだアルファからアエルに。

　視線を移したレイジは、静かに続ける。

「まあそれくらいそっちの《誓約者ルーラー》さまは百も承知なんだろうけどさ」

　どれだけ揺さぶりをかけても平然とするアエルに、レイジは目を細め。

「ようするに、今ある保証だけじゃ足りないからプラスでなにかくれってことだよね」

　一足飛びでさらりとそう口にし、アエルはレイジに確認するように言う。

「最近失なくした情報収集手段の代わりが欲しいわけだ」

「話が早くて助かるわー」

「……っ」

　すべて先んじられ、息を吞のむティファリシアと裏腹に、レイジはにへらと笑う。

「いやー未来予知魔法使いも捨てたもんじゃねーな。ほんとそこだけはどうにもならなくてさー」

〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカ。

　彼女の知恵と情報収集能力の喪そう失しつはやはりレイジにとっても大きなものだったらしく。




「つーわけでアルファをくれ」




　続けられた言葉に。

「………………は？」「──はあああああ!?」

　ティファリシアとアルファの声は、ほぼ同時で。

　アエルの答えは簡潔極まりなかった。

「いいよー」








三章　ニートを呪のろわば穴二つ









　──そうして。

　物資支援の代わりに〈神翼族エルブランシユ〉の仮配下となった〈解放者〉は駐留大使としてアルファを受け入れ、元からアルファと険悪な関係にあったレイジは、その関係を利用してどちらが上であるかの【勝負】をし、あっさりとその所有権を手に入れた。

　それからのレイジの暇つぶしもとい横暴はアルファの感情やプライドやその他様々なものをズタボロにし──




「同盟を、結びやがりましょう」




　ティファリシアの部屋に突然窓から入ってきたアルファは、書類仕事の最中だったことなど知ったことかとばかりにティファリシアに詰め寄り、左手を机に打ちつけ、右手で首につけられた『俺のモノ』と書かれた鑑札ドツグタグを握りしめながら言う。

「あのクソゴミ《英雄》に目にもの見せてやるんです」

　据すわった目。

　今にも嚙かみつきそうな怒気に満ちた表情。

　幼い見た目の彼女が放つそれらの気配に、やや威圧されつつも、ティファリシアは問い返した。

「………………えっと、同盟とは？」

「ちっ……察しが悪いですね」

　即座にそう吐き捨て、アルファは腕を組み、上から目線で言う。

「いいですか。貴様ら〈解放者〉の路傍の石《英雄》は、この上なく腹立たしいことに、悪知恵と屁へ理り屈くつ、卑ひ怯きようさ卑劣さにかけては、この世界随一と言っても過言ではありやがりません」

「それはまあ……まったく異論がないですね」

　レイジほど最低で、頭と口が回る《英雄》はこの世界に存在しないし、今後も存在しないだろう。存在しないでほしい。

「そしてそんな極悪非道の《英雄》という称号の風上にもおけないゴミクズは、その卑怯卑劣さをいかんなく発揮し、このボクに、こんな……く、屈辱極まりないものをつけてきやがった上、ありえない条件反射の契約までしてきやがりました……っ」

　話しているうちに感情が昂たかぶってきたらしく、翼をぶるぶると震わせる。

　間近で見ると、意外とその動きが可愛かわいらしくて、ほんの少し和なごんでいたティファリシアと裏腹に、アルファは一際大きく声を張り上げた。

「万死に値する冒ぼう瀆とく的行為です!!」

　だんっ、ともう一度机を叩たたき、しかし思ったより自分の手にもダメージがあったらしく右手を痛そうにさすったアルファが、微妙に涙目になりながら言う。

「……もちろんこのままあのクソ《英雄》を一人で追い込んでやってもいいですが、残念ながらボクは賢い頭を持っています。だからより効率的な方法を思いついてしまうのです」

「……はあ」

　その賢い頭で考えた結果机を叩いて痛がっているのだろうか。

　ティファリシアがそう思った瞬間、アルファがまっすぐ指さしてきて、びくりとする。

「すなわち──同じ境遇に置かれた貴様と組めばこの状況もより早急に打開できるということです！」

「──え？」

「今さら隠しやがらなくてもいいです。〈解放者〉の《誓約者ルーラー》という立場にありながら、貴様もあのクソにさんざんやりこめられているのでしょう？」

「う……い、いえ……別に、さんざんやりこめられているわけでは──」

　目を逸そらしつつ、手にしていた羽根ペンの羽根をいじいじし始めたティファリシアに。

「あーそういうクソみたいなプライドはどうでもいいですから」

　アルファは自らを棚に上げて冷えた眼まな差ざしを向けてきた。

「いいですか。これは不本意なことなんですからね。いくら利のあることとはいえ、他種族と共闘関係を結ぶなど世界の管理者たる〈神翼族エルブランシユ〉としてあるまじきことです」

「だったら──」

「だとしても、あのクソを負かせることができるならやる価値はあると、そう言ってやがるんですよ」

　その真剣な目。

　言葉づかいは乱暴で荒々しく、どこまでもこちらを見下している。

　けれど、ことレイジに虐しいたげられ、復ふく讐しゆう心しんに燃えているという意味では、確かにティファリシアと通じるところがあった。

　それでいて、むしろその一念のためには〈神翼族エルブランシユ〉としてのプライドすら捨てる覚悟を持つ。

　その考え方は、どれだけ一方的にやられ続けても一人でなんとかしようとしたティファリシアとは、明確に別種の視点のように思えて。

（視点の違う二人が組めば、レイジに勝つことも可能なのかも……？）

　レイジに勝つ──その途方もなく甘美な響きに、ティファリシアは突きつけられていたアルファの手を取り、

「──やりましょう」

　力強く言い切った。
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「……ふん、では契約を結びやがりますよ」

　ティファリシアの手をあっさり振り切り、アルファは冷たく言う。

「は？　契約？」

「《大誓約魔法》の下、結ばれた契約は必ず履り行こうされやがります。つまり《大誓約魔法》に誓えば、どちらかが一方的に抜け駆けして自らの種族に利する行為を抑制できるわけです」

「は、はあ……それはわかりますけれど」

　ティファリシアが〈解放者〉の《誓約者ルーラー》でアルファが〈神翼族エルブランシユ〉の大使。その立場の違いは字面以上の意味を持つ。

　レイジがアエルにアルファをよこせと言って、その通りによこされた彼女の主導権を握っている現状でも、アルファ・ステイシスが〈解放者〉を見張る目としての役割を担っていることには変わりがないからだ。

　レイジ打倒で結託するといっても、そこはきっちりとわける──そう言っているのはわかるのだけれど。

「そこまでする必要がありますか……？」

　なんかこう堅苦しいような。

　ティファリシアのそんな思いに、アルファはあからさまに顔をしかめた。

「あったり前でしょう？　なんだと思ってやがるんですかボクたちの関係を。まったく……とんだ頭の中お花畑ですねこの耳デカ」

「う……」

　まあ甘いと言われればそうなのかもしれないが。

　腕を組み、見下したようにこちらを横目に見るアルファに、ティファリシアは立ち上がって正面から向きあう。

「わかりました……契約は結びましょう。ただこちらからも条件を出してもいいですか？」

「言うだけ言ってみやがればいいじゃないですか。どーせ契約は両者の合意がなければできやがらないものなのですから」

「では、その耳デカというのをやめてください」

「──はあ？」

　あからさまに、そんなことかと言いたげに眉をひそめたアルファに、ティファリシアは真剣に言う。

「わたしは確かに〈森霊族エルフ〉と〈隷人族インフイルマ〉の血を引いた［劣血種アブセンス］です。わたし個人に対する蔑べつ称しようならいくらでも受け入れますし、身体的特徴でも別にそれはかまいません。けれど、〈解放者〉の国はいずれ〈隷人族インフイルマ〉だけでなく、そういった［劣血種］のための拠より所どころにもなる。そのときに、そういった〈森霊族エルフ〉との［劣血種］そのものに対する侮ぶ蔑べつは可能な限りなくしたいんです。だから──」

「──あーはいはい。わかりましたよ」

　めんどくさそうに手を振ったアルファは、くるりと背を向ける。

「ちょ、これは真面目まじめな話で……」

「だからその言葉は二度と口に出さないと言ってやがるんです。別にそれは契約する必要もありやがりません。──ボクだってそんな理由でつけられた蔑称は嫌ですからね」

「え？」

　ぼそりと付け加えられた言葉が聞き取りづらくて、問い返したティファリシアに、再び正面を向いたアルファは小さく首を横に振る。

「とにかく、それだけがそちらの条件なら、さっさと契約を結んでしまいましょう。契約の内容は──〝ホウバミレイジ攻略にあたってアルファ・ステイシスとティファリシア・クリアグリンは協力関係を結ぶ。そこで得た情報はお互いのものだけにすること〟……ちなみにお互いのものだけにするとは──」

「互いの種族や国を利するために利用しない、ということですね」

「そうです。裏を返せばそこに利用しない限り、お互いの意思は尊重するということですが。では〝我アルファ・ステイシスは誓う──〟」

　種族同士で結ばれる契約のように、直接文言を口にする。

　そうして、差し出された手を、ティファリシアが握り返すと、小さく魔法陣が広がった。

「──よし。これで契約は結ばれやがりました」

「レイジ攻略同盟ですね」

　どちらからともなく不敵に笑い、アルファが言う。

「ではさっそく行きましょう。デカ乳袋」

「はい──ってデカ乳袋!?」

　なんかこう、素敵な流れがぶち壊された感覚に、ティファリシアは信じられない表情で小柄な少女を見る。

　先ほどの神妙な表情から一転して、アルファは不思議そうにこちらを見ていた。

「……なんですか？　別に特定の種族をディスったものではないでしょう？」

「確かに特定の種族に対するものではないですけど……ないですけど！」

　ついでに言えば、自分に対する身体的特徴の蔑べつ称しようは別にいいとも言ったけど！

「デカいじゃないですかそれ。目障り極まりなく」

　冷たい眼まな差ざしで指さすアルファに、ティファリシアは顔を赤くして胸を隠す。

「う……あ、あのですねっ、わたしだって別に好きで大きくなったわけじゃないんですよ！」




「あぁん!?　じゃあ胸が小さいやつは全員好きで小さくなったとでも思ってやがるんですか!?」




「…………い、いえ別に、あの、そういうわけじゃ……」




「じゃあ黙りやがっててくださいマジで。あーうらやましくない!!」

　最後の言葉だけやたらと大きな声で叫び、大おお股またで部屋を出たアルファに、ティファリシアはこの上なく先行きが不安になる。

　……もしかして、早まった？

　そんな言葉まで脳裏をよぎって。

「──ほら、さっさとしやがってください」

　ドアの向こうからこちらを見てきたアルファに、慌てて走り寄る。

「まったく……そんなクソ重いものぶら下げやがってるから……いえ、ボクだってもう少し成長すればきっと……」
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「あ、あのー……」

「ぁんですか。言いたいことははっきりと口に出しやがれ、です」

　喰くい気味に言葉を遮り、下から見上げるようにしてきたアルファに、ティファリシアも言われるまでもないとばかりに声を張る。

「ど──どこでなにをするつもりなんですかっ？」

　ちょっと声が大きすぎたかもしれない。

　そう思ったティファリシアは周囲に誰もいないことを確認して、ほっと息を吐く。

　アルファと行動を共にしていることだけならともかく、主導権を握られ、レイジ打倒で団結していることを使用人に知られるのはあまりよろしくない。

「そんなの、まずはここでの情報収集に決まりやがってるでしょう」

「情報収集……レイジの情報をティステル内でですか？　それならもう──」

　ティファリシアが散々行った、そう続ける前に。

「なんのための同盟ですか。各々の目で見たことをそのまま受け入れるくらいなら、同盟なんて結ぶ意味がありやがらないでしょうが」

「ということは、つまり──」

「もう一度確認するということです」

　ティファリシア一人でなら、ティステル城内のみならず、レイジがいつどのような行動をしたのか、これまでにも観察し続けていた。

　そして、その観察内容と考察を踏まえた【勝負】で全敗しているのだから、それでは足りないのだ。

　その足りないものを補うために、お互いが目にしたものを再度別視点から見て、新たな発見をする──

「ちなみに、ティステルに来てからボク一人でも多少はあのクソの様子を観察していたんですがね……」

　苦々しい表情からすべてを察する。

「…………芳かんばしくなかったんですね」

「……そもそもアレ、一日の大半をベッドの上ですごしてやがりますよね？　ほぼ寝転がりやがってるし。たまに笑ってると思えば、なにか異世界のモノで遊んでやがるし。こっちが少しは働きやがったらどうかと言っても、働いたら負けとか意味のわからないことを言いやがる始末です。監視の甲か斐いがまったくない以前に、〈解放者〉の《英雄》としてどうなんですか。なんかもう《英雄》という概念を変えかねないクソっぷりですよね」

「…………返す言葉もないです……」

〈解放者〉の《英雄》としてどうなのあれと言われると、その〈解放者〉の《誓約者ルーラー》にして巫み女こでもあるティファリシアは小さくならざるをえない。

「ただ……別にフォローをするわけじゃないですが、レイジはまったく動いていないわけではなくて、わたしたちの監視がゆるんでいるときに、部屋を抜け出しているみたいなんですよね」

「……マジですか？　少なくともボクが見ているあいだは、そんな様子あったように見えやがりませんでしたが」

「わたしもずっとそう思っていました。けれど──」

　ティファリシアがそれに気づいたのは、使用人同士がレイジについて話しているのをたまたま耳にしたときだった。

　彼女たちは、ティファリシアがまったく知らないレイジのエピソードを語っていたのだ。

　最初はただの噂うわさだと思ったが、尋ねてみると、彼女たちは確かにレイジを直接見ていた。

「おそらくですが、レイジはわたしたちの意識の隙すきをついて外に出ているんだと思います」

「意識の隙？」

「たとえば……レイジに【勝負】を挑んで負けたとしますよね」

「あんまり想像したくないことを言いやがりますね……」

「……それはわたしもですから我慢してください……」

　げんなりとする二人の脳裏には、屈辱的な罰ゲームをしている自分自身が浮かんでいる。

「でですね、罰ゲームのあとって、大体の場合レイジは満足して寝ますよね？」

「ものすごく気持ちよさそうに寝やがりますね腹立たしいことに」

　罰ゲームで心身共にぐったりしたティファリシアたちはそうしてレイジに恨みがましげな眼まな差ざしを向けつつ部屋を後にする──

「はい、そこです」

「そこ？」

「そこからレイジが起きるところを直接見たことがありますか？」

「…………？」

　質問の意図がわからなくて首を傾かしげるアルファに、ティファリシアはレイジのように指を一本立てる。

「熟睡してるな、とか、よく寝てるな、と寝ていることは確認しますが、レイジがそこから起きて活動しだすところまではわざわざ監視しませんよね？」

「まあ……だってあのクソ一度寝だしたらなかなか起きやがらない──」

　そこまで言いかけてアルファも気づく。

「あ──ああ、そういうことですか！」

「一度寝たら起きない、とこちらに思わせておいて監視の目を弛ゆるめてから、動いているのではないかということです。……まあなんのためにそんなことをしているのかはわからないですけど」

「確かにそこはわからないですが、あのクソが意味のないことをしてやがるとは思えません。わざわざこちらの目につかないよう行動しているということは、そこになにか秘密がありやがるに決まっています！」

　にわかに興奮しだしたアルファに、ティファリシアも小さくうなずいてみせる。

「ということは──」

「あのクソ《英雄》を行動させて、後をつけてやりましょう！」
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　レイジが寝たふりをして部屋を抜け出すのを待ってからその後をつける。

　さすれば、レイジ攻略のヒントないし、そのものが摑つかめるに違いない──。

　それを確かめるために、ティファリシアたちは少々強引な方法をとった。

「今日こそあなたの最後です、レイジ！　尋常に【勝負】してください！」

　レイジの部屋で。

　ティファリシアはベッドに寝転ぶレイジを指さして、堂々と告げた。

「んー？」

　いつものように退屈そうにタブレット端末を操作していたレイジは、ちらりと顔をあげ、

「なに企んでんの？」

　いつもとは違う、意味ありげな笑みを向けてきて。

「──べ、別に、なにも……！」

「……ふーん、まあいいけど。最近ティファリシアあんま弄いじってないし、久しぶりにやるかー」

　かかった──。

【勝負】に乗ってきたレイジを見て、ティファリシアのみならず、部屋の外でそっと中の様子を窺うかがい見ていたアルファもほくそ笑む。

　あえてレイジに【勝負】を挑んで負けることで、寝たふりの状況を作り出させる──。

　これこそが肉を切らせて骨を断つ、ティファリシアたち『レイジ被害者の会』の作戦だ。

（もちろんわざと負けるつもりなんてさらさらありませんけどね……！）

　アルファとは違い、ティファリシアは【勝負】自体を適当にするつもりもなかった。

　レイジがアルファにかまけていたあいだに、ティファリシアはしっかりと対レイジ向けの【勝負】方法を編み出している。

　勝負は戦う前から結果が決まっているもの。つまり【勝負】方法自体が勝敗を決するのだ。

　できればこちらから切り出すのではなく、向こうから挑まれた形で提案したかったが、そこは仕方がない。

【勝負】を挑んで負ければ、レイジの後をつけてレイジの弱点なりなんなりを発見することができる。

　だが、そもそもその【勝負】自体で勝ってしまえば弱点を見つける必要すらない──。

「ふっ……後悔しても知りませんからね！」

　そうして不敵に笑ったティファリシアは──。

「…………うぅぅ、人の所業とは思えません……」

　あっさりと挑んだ【勝負】で負け、罰ゲームとしてウサギの耳としっぽをつけて一日過ごすよう強制され、レイジが寝に入ったのを確認してから部屋を出て──角を曲がったところで協力者であるアルファと合流する。

「生いけ贄にえ役ご苦労です」

　そう小声で告げてきたアルファが慌ただしく外へと出ようとするのを確認して、無む理り矢や理り気持ちを上向かせる。

「……では、手はず通りに」

　小さく呟つぶやいたティファリシアにうなずきだけを返して、アルファは空へと羽ばたいていった。

　レイジの部屋から外に通じる出口は二つしかない。一つは先ほどティファリシアが出て今角から見張っている扉、もう一つはアルファが監視に向かった窓だ。

　レイジが部屋の外に出ようと思えばどちらかを通らなければならず、それぞれが出口を押さえておけば必ずその動向が摑つかめる。

　そして、アルファ側で動きがあった場合こちらに戻って伝え、ティファリシア側で動きがあった場合──

「これに強く念じればアルファさんにその情報を伝えられる……」

　そう言ってティファリシアは先ほどアルファから手渡された彼女の白い羽根を指先でくるくると回転させる。

　アルファたち〈神翼族エルブランシユ〉の羽根には、彼女たちの使う『未来既知』──読心魔法に近い魔力的素養が備わっているらしい。

　持ち主が特別に選び取った白い羽根に、任意の者が触れて念じれば、持ち主に思っていることを伝えられるそうだ。

　読心魔法は一方的にこちらの心をのぞき見られることを思うとかなり嫌だが、そうやって単純にこちらの想おもいの伝達を目的とすれば便利な気がしてくる。

（そういえばアルファさんは読心魔法を使っていたんでしょうか……）

　特に意識していなかったが、アルファと話しているときは、あのときの〈神翼族エルブランシユ〉のように先を読まれる感覚が一切ない。

　レイジは読心魔法は意図的にオンオフを切り替えられないものだと推測していたが、彼女は違うのだろうか。

　違うと言えば、アルファの翼もだ。

　フィレンタニア〈神翼族〉の国に行って確認した限り、〈神翼族エルブランシユ〉の翼は全員が白のみで、アルファのように片翼だけ黒いというのは見かけなかった。

　またアエル含めて衣装も白で統一されており、オッドアイ左右で違う色の瞳も見当たらない。

　もちろんアルファはただの〈神翼族エルブランシユ〉ではなく、巫み女こという当代唯一の存在だ。だから一概に言えないかもしれないが──

（もしかすると、アルファさんは〈神翼族エルブランシユ〉の中でも結構特殊なのかも……？）

　そうティファリシアが思ったそのとき。

「ふわ……ねむ」

　なんということもなく、あくびをしながらレイジが部屋から出てきて。

「……！」

　あまりに自然だったので一瞬対応が遅れたが、急ぎ顔を引っ込めたティファリシアは、高鳴る胸を押さえながら白い羽根に向かって一心に念じた。

（レイジが出てきました──！）





　　　　◆◇◆◇◆






　アルファと合流し、慎しん重ちように人目を避けつつレイジの後をつける。

　ときおりあくびをするレイジは、尾行がいるなどとは少しも考えていないらしく、ぼんやりとティステル城内を歩いて行く。

　そうしてティファリシアが見たのは──。

「──あー！　てめーコラ、クソガキ！」

　城の外に出てすぐ。

　とある粗野な男がレイジを指さし、そんな風に声をかけてきて。

　レイジは軽く手をあげて応じる。

「よーおっさん。元気してた？」

「なーにが元気してただコラ！　あれだけ好き勝手言っておいて、何日たってると思ってんだコラ！」

《英雄》を《英雄》とも思わない口調。

　とても元からいた使用人とは思えないその態度に、ティファリシアは目をこらす。

「なんですか……あの、やたらと粗野な〈隷人族インフイルマ〉の男は」

　嫌けん悪おを込めたアルファにほんの少し反感を覚えながら、ティファリシアは小声で言う。

「おそらく〈解放者〉の国の建国宣言をしてから流入した〈隷人族インフイルマ〉……職人の一人だと思います。格好からして木を切り出す伐採職でしょうか」

　ティステルはあまり資源が豊富ではない。そしてそれ以前に、資源を手に入れるための人手が足りなかった。

　だが、〈解放者〉の国を建国して以降、少しずつ〈隷人族インフイルマ〉がティステルへと入ってきている。

　彼らの中には元々そういう職についていた者もおり、その技術をティステルに還元してもらうよう取りはからっていた。彼もそのうちの一人だろう。

「……ふん、まあそんなことはどうでもいいです」

　一言で切り捨てたアルファは、低く呟つぶやく。

「大事なのはあれがあのクソ《英雄》の弱みとなりやがるかどうか、です」

　そう言われてしまえば身も蓋ふたもない。

　ため息を吐ついて、ティファリシアは二人の会話に耳をすます。

「ん？　何日って十日だろ？　そう約束したし」

「んだと!?　……ちっ、ちゃんと覚えてやがったか。おら、約束通りばっちり収穫量は二倍だ」

「──え」

　ティファリシアは思わず驚きに声を漏らしてしまって、慌てて口を押さえる。

　収穫量二倍？　いったいなにが起きたというのか。

　男が乱雑に差し出した文書を、レイジは軽くのぞき込むようにして軽けい薄はくに笑う。

「……ふーん。確かに前回のスパンからぴったり二倍の数値になってんな。やるじゃん」

「ケッ、てめーに言われた通りやっただけだ。てめーの手柄だろうが」

「いーや違うね。これはおっさんたちの手柄だし、おっさんたちだからこそできたことだ」

「あぁ？　なに言ってやがる、こんなもん誰がやっても──」

「俺がやってもか？　あるいは城の中にいる使用人たちでも、そこらへんにいるやつでもいい、俺の言ったとおりにやって同じ成果があげられると？」

「そりゃ……まあ……無理だが」

「だろ。そもそも意見を出した俺自体がド素人もド素人だぜ？　言うまでもなくおっさんたち玄人のほうが何倍も何十倍も知識や経験がある。にもかかわらず、おっさんたちはそのド素人の意見に真剣に耳を傾け、正しいと判断し、受け入れ、実行してみせた。その判断力、技術力、なにより度量」

　度量という言葉と共に、男の胸を拳こぶしで叩たたいて。

「文句なしに超一級だろ」

「────おめえ」

「ま、あえて俺の手柄の話するなら？　そこら辺を見抜いておっさんに託した俺の目がすげーってことじゃねーの？」

　そう言っておどけたように自分の目を指さしたレイジに、男は豪快に笑った。

「く──ガッハッハ！　ちげーねえ！　てめーはクソガキだがその目は超一級だな！」

　ふっと息を抜くように笑ったレイジは、鋭く目を細める。

「ちなみに俺のその超一級の目は、おっさんたちが二倍程度じゃ満足してないとも言ってるけど？」

「…………てめーの目はしゃべんのか？」

「俺の世界じゃ目は口ほどに物を言うって言葉があってねー」

「──ふん、上等じゃねーか！　三倍にでも四倍にでもあげてやらあ！　目にもの見せてやるってやつだ！」

　同じように目を指さした男に、レイジはにやりと笑って肩に手を回す。

「おーよ、見せてくれ。──あ、ちなみに次やるときは山菜狩りの連中にも声かけといてくれる？　そうすれば──」

「伐採時に山菜も採とれるし、なにより苗床として利用できるってんだろ？　そんくれーはわかるぜ！」

「──そーそー、それがシナジー効果ってやつね。んじゃ頼んだぜー」

　職人の彼が見るからにやる気をみなぎらせるのと対照的に、レイジは眠そうにあくびをして歩いていく。

　その背中を見ていると、ティファリシアは不意に胸が苦しくなった。

　──もしかして、レイジはいつもこのような水面下での働きをしていたのだろうか。

　ティファリシアの知らないところで。

　ずっと内緒で。

　ティステルのために──。

「──なにしてやがるんですか。移動しますよ」

「は……はい」

　アルファにせかされ、ティファリシアは尾行を続ける。

「──あ！　レイジ様!!」

　次にレイジが呼び止められたのは、ティステル城の離れ──書庫塔の前だった。

　息を切らして駆け寄ってきたのは、本を胸に抱えた使用人服姿の少女。

「ず、ずっとお探ししていました！」

　今度はティファリシアにもはっきりと見覚えがある。彼女は書庫塔の管理を任されている書庫番の一人で、最も年若い少女だ。

「んー？　お前が探してんのは俺じゃなくてこの城に眠る古書だろ？」

「か、からかわないでください……っ」

　先ほどとは違い、爽さわやかに笑うレイジに、少女はみるみる頰ほおを赤らめる。

　遠目で見ているティファリシアたちにもわかるほどに。

「……レイジのあんな顔、わたし見たことないんですけど」

「たらしてんですかね……あのクソ《英雄》」

「最低です」

　──だが、ティファリシアはすぐに気づく。

　レイジ以上に、少女が笑みを浮かべていること自体、はじめて見ることに。

「そういえば……彼女は本以外には心を開かないって……」

　その少女が、瞳ひとみをきらきらさせながら、手に持っていた本をレイジに向かって差し出す。

「こ、これ、見てください！　あったんです！　本当に！　伝説の古書!!」

「落ち着けって」

　再度笑ってみせたレイジは、慈いつくしむように目を細める。

「ほら、深呼吸。……ん、よし。で？　やっぱ地下の隠し部屋の先か？」

「──！　な、なんで……わかっ……すごい!!」

　興奮する少女は今にもその場で跳ねそうだった。

　レイジはすぐに支離滅裂になる少女から根気よく話を聞き出し、書庫塔の地下にまだ未発見だった部屋があり、そこに伝説とされていた古書が眠っていたことを確認すると。

「よくやったな」

　そう言って少女の頭を撫なでる。

　少女はそれだけでもう天にも昇らんばかりに表情をとろけさせて──

「なんですか……あの爽さわやかさ……ズルい」

「通常時はごろ寝しかしてないのに、動き出したらたらしとか……」

「なんだか無性にいつものレイジをあの子に見せてあげたくなりました……」

「死ねばいいのに」

　毒を吐くアルファたちなど知るよしもなく、レイジは少女に古書整理を優しく申しつけると再び気だるそうに歩き出す。

　次に彼の前に現れたのは、最近経理を担当させている女性の使用人だった。

　読み書きのできる〈隷人族インフイルマ〉はそれだけで貴重なのだが、彼女はそれだけではない。

　元々は本当に読み書きができる程度だったのだが、みるみるうちに計算が速く正確になっていったのだ。

　今では数字に関かかわる能力ならティファリシアをも凌しのぐほどとなっている。

　その上彼女は気配り上手で、性格も穏やかなので、ティファリシアも大変頼りにしているのだが──

「レイジ様！　これでどうですか!!」

　その彼女が。

　眉まゆ尻じりをつり上げ、歯を食いしばり、ティファリシアの前では決してしない、明らかに怒った表情でレイジに書類を押しつけている。

　対するレイジも、先ほどの少女に見せた優しい表情など噓うそだったかのように、にやにや笑いを浮かべていて。

「あーん？　どれどれ……はいここちがーう」

「うっ、そ、そんな馬鹿な……！」

「そんなんじゃとてもすべてを任せきれねーなあ、一経理担当さま？」

「…………くっ」

「ちなみにこの程度だと…………ほれ、関数計算機使えばこんなもんだ」

「……!?　また薄い板ごときに負けるなんて……！」

「ふはははははは、悔しければもっともっと創意工夫し、努力し続けるがいい！　あ、ちなみに新しい計算方法思いついたらちゃんと過程含めて全部書いとけよ？」

「言われなくともわかっています!!」

　機嫌を損ねた彼女は、肩を怒いからせて去って行く。

「もしかして……彼女の計算速度が格段に速くなったのは……」

　独りごちるティファリシアに、アルファが不機嫌そうに呟つぶやく。

「ちっ……まるで参考になりやがりませんね」

　愚ぐ痴ちるアルファと裏腹に、ティファリシアは目から鱗うろこが落ちる想おもいだった。

　元々レイジがなんの考えもなく動くわけはないと思っていた。

　だが、具体的になにをしているのかと言えばわからなかったし、彼の普段の態度からは本当になにかを考えていると思わせる要素は皆無で、疑心暗鬼に駆られないほうが無理な話だったのだが。

「知らないところで、こんなことを……」

「次です次。ほら、さっさと歩きやがってください！」

　それからも──レイジはティステル領内の行く先々で驚くほど様々な顔を見せていた。

　流入してきたばかりの〈隷人族インフイルマ〉と談笑しながら他種族領地の〈隷人族インフイルマ〉の噂うわさ話ばなしを聞き、子供たちに画期的な遊び方を教えながら日々の暮らしの質について知る。

　一つ一つの関かかわりは短く、刹せつ那な的てきとすら呼べるものだったが、そのどこでも彼は相手とたやすく打ち解け、あるいはわざとらしく対立し、相手の内面や必要としている情報を引き出し、高め、導いていく。

　それらが一度の躊ちゆう躇ちよやためらい、停滞や失敗もなく、滞りなく続けられる──。

　ティファリシアにとって、レイジのその様子はある意味で非常にためになったのだが。

「──なんなんですかあいつは！　全然弱みなんて見せやがらないじゃないですか！」

　あくまで小声で憤いきどおり、地団駄を踏む素振りをするアルファに、ティファリシアはなだめるように手を添えた。

「お、落ち着いてください……」

「落ち着けるわけがないでしょう!?　あのクソ《英雄》──普通に領内を見回っていただけじゃないですか！」

　悔しげにうめくアルファの言うとおり、レイジは気持ち悪いくらいに理想的な行動を取っていた。

　今日のすべての行動はティファリシアたちの尾行に気づき、慌てて取り繕ったものではないかと思ってしまうほどに。

　もちろん、レイジがそんな無駄なことをするとは思えないし、領民たちの反応からも以前からレイジがこのようなことを行っていたのは窺うかがい知れる。

　つまり、それは。

　ずっとティステルのために行動していたということで──。

（……き、きっとなにか邪よこしまな考えがあったに決まっています）

　そう思ってでもいないと。

　次にレイジに会ったとき、どんな顔をしていいかわからなくなってしまう──。

「……なんかうっとうしそうな妄想しやがってるところもーしわけねーんですが」

　急に至近距離から冷えた目に見上げられて。

　ティファリシアは思わず仰のけ反ぞるように身を引く。

「ひっ…………な、なんですかっ」

「声がでかいです。……それはそれとして。完全に戻ってきやがってしまったんですが」

「え」

　いつの間にか、ティファリシアたちの前を行くレイジは自分の部屋の前まで戻ってきていて。

　あくびを嚙かみ殺ころしながら扉を開き、中に入って──ドアが閉じられる。

　後に残ったのは、しん、とした静けさのみ。

「……はぁ」

　それを確認してから、アルファが深々とため息を吐ついて踵きびすを返した。

「え、あの……」

「大いなる無駄でした。むしろあのクソがこちらの監視の目が緩んだところで、きっちり仕事してやがるとか……一番知りたくなかった情報かもしれません」

　ふっ、となぜか達観したような笑みを浮かべたアルファに、ティファリシアはなにも言えない。

　だらしなくて適当で最低な《英雄》であるはずのホウバミレイジ。

　その彼が、実は陰で真面目まじめだったなんて──なおさら勝ち目が見えない。

　ティファリシアにはアルファの気持ちがわかる。よくわかるのだが。

「あの……まだそう判断するには早いと思います」

「……なにがですか」

　どんよりと振り返るアルファに、ティファリシアは考えこむように視線を下に向ける。

「わたしの知っているレイジは、こんなに単純じゃありません。常に裏の裏を読み、何重にも罠わなの糸を張り巡めぐらせてコトに当たります」

「……そんなことわかっていやがるに決まってるでしょーが。だからこうして監視の目の緩んだときの行動を──」

「いえ、レイジならこうして監視の目が緩んだときでさえも尾行の可能性を考えて動くと思いませんか？」

「──は？　今まで誰にも気づかれてなかったんですよね？」

「レイジは……おそらく誰かに見られているかどうかということすら考えずに、自然とそうする気がします。もちろん確証はないので推測ですけど……」

「…………なんですかそれ。妄想じゃないですか」

「う……」

　そう言われてしまえば身も蓋ふたもない。

　レイジに関する考えはあくまでティファリシアの感覚に拠よったものなのだ。まだ付き合いの浅いアルファには伝わらないのかもしれない。

「付き合っていられません」

　そう言ってアルファはあっさりと外へと飛び去っていってしまう。

　その背中を見送りながら、ティファリシアはどうしてもその場を動く気になれなかった。

　ティファリシアにだって溜たまっている仕事はある。いつもであれば、レイジにイジられたあとは気持ちを切り替える意味でもすぐに仕事に取りかかっているのだ。

　それに、忘れそうになるが、現在のティファリシアは罰ゲーム中で、耳にはウサ耳、お尻にはふわふわのしっぽがついている。絶対に人目につきたくない。

　つきたくないが──それ以上に。

　なにかある気がするという感覚が、ティファリシアに監視を続けさせて──




　その直感は、現実に実を結ぶ。




　再びレイジの部屋の扉が静かに開かれ、妙に慎しん重ちようそうに──レイジが出てきたのだ。

「────っ！」

　思わず声を漏らしてしまいそうになったティファリシアは、息を止めて角に隠れると、反射的にアルファの羽根を握りしめ、そのまま様子を窺うかがう。

　今度のレイジは、明らかに様子がおかしかった。

　足音を消しているし、物音もしていないはずなのに、時折後ろを振り返ったりしている。

　先ほどまでの尾行では一切見られなかった反応だった。

　これはまさか……本当に──？

　そうティファリシアが思ったとき、事態をすでに察しているらしいアルファが、これまた音も立てずに合流してくる。

「……今度こそガチなやつなんでしょうね……っ？」

　手を添え、さらに声を小さくしたアルファに、ティファリシアがうなずき返すと、アルファはごくりと唾つばを嚥えん下げする。

　違和感満載のレイジが向かった先は、意外なことに厨ちゆう房ぼうだった。

　ティファリシアの知っているレイジは、この世界の料理にあまり興味を示していなかった。美お味いしい、美味しくないなどの感想は述べるものの、それに対する指導や注文はつけないし、ましてや自分で食事を取りに行くことは絶対にありえない。

　ティファリシアやアルファを弄いじるために使う小道具として利用することはあるものの、あとはひたすらに補給といった体てい。

　そのレイジが、わざわざ厨ちゆう房ぼうでなにをするのか──。

「うっすー料理長の大将」

「ん？　おお《英雄》の旦だん那な！　また来てくれたんですかい！」

「いやー腹減っちゃってさーつまみ食いに来た」

「ハッハッハ、旦那ちょっと働きすぎなんじゃないですかい？」

「はっはっは、それはないな。そもそも働いてないし」

「またまたー」

「いやマジだけど……ところでそれ新作？」

「さすが旦那お目が高い。以前旦那に言われた通り、あっしらも少し自分たちで工夫の仕方を変えてみようと思いまして……」

「ふーん。どれ──お、うまい」

「でしょう？　しかもこいつは領内で自生されてるもののみを使っているのでなんと原材料費がタダ！　おまけに栄養抜群でさあ！」

「最高じゃん。で、〈神翼族エルブランシユ〉から支援された材料はどうしてんの？」

「そいつもバッチリ保存食にしてやりましたよ！　最初は耳を疑いやしたが、旦那が言うとおり、いつまでもやつらからもらえるもんでもねえし、そいつに頼っちまったらこの国はおしめえですからね」

「ま、そのときはそのときで大将がまた食えるもの調達してきてくれるんじゃね？」

「ハッハッハ、旦那にはかなわねえや！」

　そうして笑い合う二人を見ながら。

　アルファがジト目でティファリシアに言う。

「……なんか、今までとなにも変わりやがらないんですが」

「意外、でした……」

「なにがですか」

「レイジが、自ら間食をしていたことがです」

「……はあ」

　そんなこと死ぬほどどうでもいいと顔に出しまくるアルファを尻目に、ティファリシアはぎゅっとスカートの裾すそを摑つかみ、唇を嚙かむ。

　料理長が言うように、レイジがここに来るのは一度や二度ではないのだろう。

　以前レイジから聞いたが、頭を使うのでも身体からだを使うのと同じくらいお腹なかが減るらしい。

　ティファリシアには仕事をしていれば差し入れを届けてくれる使用人がいる。

　だが、レイジには本人の希望で個人付きの使用人はつけていない。

　そんなものがいなくてもレイジはティファリシアを使用人のように使うし、欲しいものがあれば欲しいと言う。欲しくなくても言う──そう思い込んでいたから、足りないものがないかと気を回すことすらしていなかった。

　それがレイジの気遣いだとも気づかずに──。

　料理長に出された食事を厨ちゆう房ぼうでとるレイジに、ティファリシアは胸がいっそう痛んで──

「──おや、旦だん那な。やっぱりそいつは残すんですかい？」

　その声に敏感に反応したのは、ティファリシアではなくアルファだった。

　それまでのまたハズレか……という空気を一変させ、前にいたティファリシアをどかす勢いでかじりつくように壁にびたりと身体からだを貼はりつけ、監視の目を強める。

「ふ……残すわけじゃない。こいつは俺に選ばれなかったんだ」

「いやそんな格好つけて言われても。しかしほんと意外ですねえ、旦那にも好き嫌いがあるってえのが」

「……だから嫌いなわけじゃないって。ちょっと今日は気分がのらないだけで」

「気分がのった日一度もねーじゃねえですか。ことさら甘くてうまいやつ使ったのになあそれ。元々旦那の世界にもあったものなんですよねえ？」

「ん……あったな」

「うーん異世界だからって味が違うとは思えねえんですが……どーです、騙だまされたと思って一度こっちのも食べてみるってーのは」

「今度ね」

　ごちそーさん。そう言って軽く手をあげ、去っていくレイジを──アルファは追わなかった。

　むしろレイジが完全にこの場からいなくなったあとで、片付けをしようとする料理長に声をかける。

「そこの使用人！　ちょっと待ちやがれ、です！」

「ん？　──は……エ、〈神翼族エルブランシユ〉の──ティ、ティファリシア様まで……！」

　レイジのときとは違い、一転して畏かしこまり、緊張する料理長に、ティファリシアは申し訳なさそうな視線を送ってから、突然暴走しだしたアルファに声をかける。

「アルファさん、急になにを……」

　手を突き出し、ティファリシアの言葉を遮ったアルファは、料理長だけを見て言う。

「今、あのクソ……じゃなく、《英雄》レイジが残した料理はどれですか!?」

「……は、はあ。これでさあ」

　そうして料理長が出して見せた料理を確認し、大きく目を見開いたアルファは、小さく咽のどを震わせ、やがて高々と笑い出す。

「くっくっくっく……はーっはっはっはっは！　《英雄》レイジ敗れたり、です!!」

「敗れたり……？　あ──まさか」

　ティファリシアが予測を口にする前に、アルファは楽しくて楽しくて仕方ないとばかりに口元を歪ゆがませ、

「そのまさかですよ。──攻略法を見つけました」

　勝ち誇ったように宣言した。





　　　　◆◇◆◇◆






「──ホウバミレイジ！　【勝負】しやがれ、です!!」

　それまでの隠おん密みつ行動などなかったとばかりに。

　堂々と部屋を訪れたアルファに、レイジは相変わらずベッドの上で寝転びながら言う。

「んー……ちょっと今手離せないんだけどー」

「明らかにだらけていやがるだけじゃないですか！」

　と一応突っ込んでから、すぐにアルファは不敵に笑う。

「いーんですか？　【勝負】に貴様が勝てば、ボクを好きにしていいんですよ？」

　その言葉は。

　レイジの目を鋭く細めさせた。

「──へえ。本当になにしてもいいわけ？」

「ええ。貴様みたいなクソゴミに好きにされるとか想像するだけで身の毛がよだちますし、死にたくなりますが、絶対に負けやがりませんからね」

「ふーん……のった」

　あっさりとそう口にしたレイジに、アルファは勝ったとばかりに笑みを大きくし、

「その言葉は、こちらに【勝負】方法も委ゆだねると受け取っていいんですね？」

「いいぜーどうせアルファにはどんな【勝負】方法でも負けないし」

「……っ、その減らず口がいつまで利けやがるか楽しみです。──ついてきやがってください」

　そうして移動した先が厨ちゆう房ぼうであっても、レイジは表向き驚いているようには見えなかった。

「よ、料理長の大将」

「……だ、旦だん那な……」

　今さっき会ったばかりであることなど少しも匂わせない素振りのレイジと対照的に、料理長は戸惑ったような表情を浮かべている。

　それも、そのはずで。

「では【勝負】の内容を発表しましょう。──ズバリ早食い対決です！」

「早食い？」

「ええ──この食材のね！」

　そうして、アルファはバスケットにかけられていた布を剝はぎ取とる。

　そこに現れたのは瑞みず々みずしく赤々とした──

「……トマト？」

　押し殺したようなレイジの声に、ティファリシアはアルファの予測が当たっていたことを確信する。

　小金瓜トマト──多年生植物の果実で、幸いにもティステルでも少量ではあるが収穫できるため、料理長のレパートリーも広い。

　当然食卓にのぼることも多く、レイジに運んだ食事の中にも含まれていた。

　だが、レイジが食事を残すことはままあることで、ティファリシアは今まで気づかなかった。

　その残された料理がすべてトマト料理であったことなど。

　徹底して彼が食べなかった料理。そこに使われていた食材。そして──料理長の言葉。

　もう間違いない。

「なるほど……トマトの早食いね。いいじゃん」

　声には無理をしている感がありありと受け取れる。

　なにより料理長の表情が──アルファの持ち出した【勝負】が会心のものであったことを告げていた。

「ボクにも慈悲の心くらいはあります。そうですね、十個食べ終わるまで──と言いたいところですが、三個くらいにしてあげましょうか」

　これまで散々受けてきた屈辱的な処遇をそっくりそのまま返すように。

　アルファは上から目線で言い続ける。

「ああ、そういえばボクが勝ったときの報酬について話していませんでした。そうですね……賭かけているものも賭けているものですし、《英雄》ホウバミレイジ、貴様のすべてをもらいましょうか」

「え……ちょ、それは──」

　ティファリシアの抗議など受けつけないとばかりに、アルファは背中の翼を羽ばたかせ、レイジに迫る。

「貴様はボクとの【勝負】で負けることなどありえやがらないと言いました。当然受けられますよねえ？」

「…………ああ」

「レイジ！」

　ティファリシアの叫びも虚むなしく、契約の魔法陣が現れ、《大誓約魔法》の下に約束が結ばれてしまう。

　これでレイジが負ければ、レイジのすべてがアルファに取られてしまう。

　それは──〈解放者〉として致命的としか言いようがなくて。

「ちょっと待ってください！　〈解放者〉の《誓約者ルーラー》として──」

「なにを慌てる必要がありやがるんですティファリシア・クリアグリン。ボクたちはレイジ攻略同盟の仲間でしょう？」

　このタイミングでフルネームを口にし、同盟のことを持ち出す。

　──互いの種族や国を利するために利用しない限り、お互いの意思は尊重する──

　その言葉を、ティファリシアが思い浮かべているあいだに。

「では開始です！」

【勝負】の火ぶたは切って落とされてしまった。

「くっくっく──あーっはっはっは！　ざまあみろホウバミレイジ、です!!」

　愕がく然ぜんとするティファリシアと裏腹に、アルファは高らかに笑いながら一つ目のトマトを見せつけるようにレイジに突きつけて──




「──はいおつかれー」




　そう口にしたレイジは、爽さわやかに微笑ほほえみ。

　さながら──書庫番の少女に見せたときのような笑顔で。

　手に取ったトマトにあっさりとかぶりつく。

「…………へ？」

　アルファが呆ほうけているあいだに、あっという間に一個目を完食し。

「んー!!　久しぶりのトマトうめえええ!!」

　二個目、三個目もさほど時間をかけずに平らげる。

「はー……うまかった……あ、大将ごっそさん」

　軽く手をあげたレイジに、その場にいた三人は三人とも呆けた表情を浮かべて。

「ん、どしたん？」

　その言葉がきっかけだったように、三人同時に口を開いた。

「だ、旦だん那な……」

「レ、レイジ……」

「き、貴様……」




「「「トマト嫌いだったんじゃないんですか!?」」」




「だから嫌いなんて言ってないじゃん」

　言葉は──料理長に向けられる。

「…………いやそりゃ…………直接言ってはなかったですが……」

「で、ですが！　実際にレイジはいつもトマト料理を残していました！」

　ティファリシアの言葉にも、レイジはへらへらと肩をすくめる。

「気分が乗らなかったからな。ほら、大好物は最高の気分のときに食べたいし」

「そ──そんな屁へ理り屈くつが通用しやがると思ってんですか!?」

　もう勘弁ならないとばかりに叫んだアルファに、レイジは口を三日月にし。

「通用したじゃん。現にこうして【勝負】の材料に使われ、お前はまんまと騙された」

　そのどこまでも薄い笑みに、アルファはたじろぎ、一歩後あと退ずさって。

「────まさか」

　全部、計算していた？

　この世界に来てから頑かたくなにトマト料理を拒み、残し続け、その理由をはぐらかす。

　それはその食材が嫌いなのではなく、その食材が嫌いなのだと周囲に思い込ませ、利用させるため。

　あるいは利用させた上で、逆手にとって、その【勝負】で相手を負かせるため──。

「バ……カな。どこの世界に、そんな……使われるかどうかわからないもののために、好き嫌いにまで噓うそをつく必要が──」

「必要だから噓をついてると思ってんの？　逆だろ。噓はすべて噓だと判明したときには必要なものになってんだよ」

「────」

　その圧倒的な思考に、アルファは声を失う。

　ティファリシアが言っていた〝レイジは常に裏の裏を読み、何重にも罠わなの糸を張り巡めぐらせてコトに当たる〟という言葉。

　その言葉の意味が今やっとわかった。

　この《英雄》は、こちらの想像を常に超えてくると考えていなければダメだったんだ──。

「ところで」

　レイジがしゃべる。

　ただそれだけの事実にびくりと反応したアルファに、レイジは。

「【勝負】、俺が勝ったよな？　アルファのこと好きにしていいんだよな？」

　それはそれは晴れやかに笑いかけてきて。

「────ひっ」

　アルファ・ステイシスは生まれてはじめて、自分がした約束に後悔をした。





　　　　◆◇◆◇◆






「ボ……ボクは……〈神翼族エルブランシユ〉と友好関係を結び、〈神翼族エルブランシユ〉の傘下に加わった〈解放者〉の忠誠を確認するための親善大使……ふ、ふふ……親善、大使……なのに……」

「あの……大丈夫、ですか……？」

　ぶつぶつと呟つぶやくアルファと、そのそばで膝ひざをつくティファリシア。

　二人がいるのは、ティステル城の大浴場だ。

　元々〈森霊族エルフ〉王族の避暑地という体ていで造られていたティステル城。その目玉というべき場所ということもあって、湯ゆ殿どのだけはかなり立派な造りをしている。

　また、土地柄水や薪まきだけは事欠かないこともあって、ティファリシアの母親にして先代城主であったクレアリシアが使用人や領民にも開放するようになってからは、曜日や時間帯で分けて現在も盛況に使われていた。

　その広大な名物大浴場に〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こと〈解放者〉の《誓約者ルーラー》が二人きり。

　もちろん浴室なのだから、二人とも裸。……いや、ティファリシアはタオルを巻いており、アルファも正確には全裸ではないのだが。

　ともかくアルファは湯殿用の小さな椅い子すに座り、その後ろで膝立ちになっているティファリシアに、嫌そうな素振りを隠そうともせず身体からだを洗われている。

　誰がどう見ても不可解な状況は、この場にいる三人目によって作られたものだった。

「──だからさー、親善大使なんて名ばかりだって言ってんじゃん」

　ティファリシアたちが身体を洗っている場所のすぐ近く。

　大きな彫像に背中を預け、片手でスマホを弄いじりながらさらりと言うのは、浴室内であるにもかかわらず普通に服を着ている三人目──レイジだった。

「その首につけたタグに書かれているとおり、お前はもう俺のモノなんだよアルファ」

「誰が貴様なんかのものになりやがりましたかっ、このどぐされ《英雄》!!」

　立ち上がり、振り返って、指を突きつける代わりに翼を広げたアルファは。

「──冗談ですにゃん♡」

　可愛かわいらしい仕草と共に、レイジを爆笑させて。

「……くぅぅぅううっ、に、憎しみで人が殺せたら……殺せたら……！」

「あ、そんなに振り返ったら──」

　ティファリシアの注意など知ったことかとばかりに、両手を掲げて声を張り上げる。

「そもそもなんなんですかこの手枷は！」

　アルファの両手。

　そこには、レイジの命によって金属製の手錠がかけられている。

「んー？　ああ水につけたら錆さびると思ってるなら大丈夫だぜ。それステンレス製だから。ちなみに首のドッグタグも同じな」

「そういうことを言ってやがるんではなく！」

「あと丸見えになってるからな？」

　さらりと告げたレイジが指さした先。

　白く透き通るような裸体を容赦なく晒さらしたアルファは、驚くほど手足は細く胸も小さい。

　だが、その未発達な肉体であるがゆえに、首につけた銀のドッグタグや、両手の自由を奪う無ぶ骨こつな手て枷かせが見る者にこの上なく背徳的な欲情を抱かせる。

「──っ」

　舐ねぶるようなレイジの視線に、アルファは今更ながら恥ずかしくなり、顔を赤くして屈かがみ込こみ、翼も使って隠そうとするが。

「その翼がまたエロい。全裸に翼の幼女にドッグタグと手錠──元の世界だったら確実にアウト。それが許される異世界最高！」

　ぐっとサムズアップしたレイジがいい笑顔でスマホのカメラをパシャパシャとする。

　アルファはそんなレイジに対して、恥ずかしさと悔しさにどうにかなりそうになりながら口を開き。

「こ、この──」

「そ──それはそうと」

　ティファリシアが、レイジの視線から隠すようにアルファの前に立ちはだかり、不本意そうなアルファを再び椅い子すに座らせてから首だけ振り向けて言う。

「今回の罰ゲーム……この行為の趣しゆ旨しがよくわからないのですが」

　トマト早食い【勝負】でアルファが賭かけたのは〝自分を好きにしていい〟というもの。

　それは〈解放者〉にとって、ティステルにとって、考えられる限り最高のものと言っていい。

〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こに対して、文字通りなにを要求してもいいのだ。手に入る情報は当然価値あるものとなる。

　むしろレイジはそれを狙ねらっていたのだとすら思っていたのだが、実際にレイジがアルファから得た報酬を使い、『罰ゲーム』として行わせたのは、〝レイジ同席の下、ティファリシアに身体からだを洗われた上で入浴する〟というわけのわからないものだった。

　その要求に対して、アルファはものすごく嫌がったものの、それ以外に得たものがなにもないのだが──

「んー？　趣旨もなにも、楽しいじゃん？」

「…………楽しい？」

「普段あれだけ高圧的で上から目線で実際上位種族である〈神翼族エルブランシユ〉の巫女っつーアルファにだ、首枷手て枷かせつけて全裸にして視し姦かんすんだぜ？　ちょー楽しいじゃん」

「はあ…………ええと、それで？」

「俺がすごい楽しい。暇が潰つぶせる。これ最高」

「………………も……もしかして……それだけ、ですか？」

「うん」

「〈解放者〉にとってプラスになることは!?」

「特にないんじゃね？」

　そのあっけらかんとした答えに、ティファリシアは両手を床について、がくりとうなだれる。

「………………そうでした……レイジって、そうでしたよね……」

　ティファリシアの見ていないところで、ティステルのために尽力する。そんな姿をうっかり見てしまったために、期待してしまった。

　レイジのあらゆる行動はティステルのためであるなどと、ありえない妄想なのに。

「むしろこっちが本性で……なんだったら今日見てきた行動も全部自分の欲求を満たすためのものなんですよね……ふ、ふふふ……わかってました……わかってましたけど……」

「なにをがっかりしてんのか知らんが、俺が自分の欲求満たすためにしか行動してないなんて今更言うまでもないじゃん。つーかアルファのこと心配すんのもいいけど、お前も大概な格好してるの忘れんなよ」

　言われて、自分がタオル一枚のきわどい格好であることを思い出したティファリシアは、零こぼれそうになる胸を押さえて、慌てて背中を向ける。

「そ、そうです、それも疑問でした！　【勝負】に負けたアルファはともかく、これではわたしも罰ゲームを受けているようなんですが……！」

「うん、そのつもりだし」

「なぜ!?」

「アルファと俺攻略同盟結んでたんだろ？」

「う……っ、そ、それは……」

「いやいや別に責めてねーぜ？　一人で打開できないなら同じ志を持つ者と結託する。合理的な選択だ。ただ──それで失敗したなら責任も連帯すんのが正しい振る舞いなんじゃねーの？」

「…………た、確かにそうかもしれませんが、それで同じレベルの罰ゲームというのは」

「だから手錠はしてないじゃん。それがあるとないとですげー屈辱度違うぜ？」

「……むしろ自由な分、わたしがアルファさんの身体からだを洗うことになっているんですが」

　そして、普段入浴時になにかと使用人の手助けを得ているティファリシアとすれば、自分が使用人になっているようで、それはそれで大変屈辱的なのだが。

「まあいいじゃんそれくらい。どう考えてもアルファのほうが辛抱ならねえんだから」

　にやにやと笑うレイジの言うとおり、先ほどからぶつぶつと小声で呟つぶやいているアルファに耳を寄せると。

「殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す絶対殺す……」

　もはや呪じゆ詛そを口にし続ける祈き禱とう師しのようになっていて。

　さすがに気の毒になったティファリシアは、気を遣うように尋ねる。

「えっと……か、かゆいところはないですか？」

「全身が不快極まりないですこのクソ乳袋!!」

「な──だ、だからその呼び方……！」

「さっきから当たってやがるんですよ、不快な乳が!!」

「──っ、し、仕方ないじゃないですか！　洗おうとしたら自然と当たっちゃうんですっ」

「ぁあ!?　ケンカ売ってやがるんですか!?　そんなに邪魔ならもぎ取って──ひゃんっ」

　いきなり振り返ったアルファが、立ち上がってティファリシアの豊満な胸を摑つかもうとしたものの、手錠のせいでバランスを崩し、滑る床に足を取られて前のめりに転ぶ。

「ちょ──きゃぅっ」

　その先にいたティファリシアは、アルファを受け止めた格好のまま巻き込まれるように仰あお向むけに倒れた。

「い、いたたた……なにをして──ひゃっ、ちょ、ちょっとどこ触っているんですか！」

「う、うるさい、黙りやがれ、です……手が自由に動かなくて……っ」

　組んずほぐれつしているあいだに、ティファリシアの裸体を守っていたタオルは完全に取れてしまい、アルファはアルファで手錠のせいであられもないポーズを自分で直すこともできなくて。

「──はいナイスショット」

　パシャリと。

　レイジのスマホの音が浴室に響き渡る。

「な、なななにしてるんですかレイジ!!」

「こ、こっち見やがるなですっ、クソ《英雄》！　──冗談ですにゃん♡」

「んっ……アルファさん、手、手が……っ」

「うぅ……文句ならあのクソに……ああああもうっ」

「いいからさっさと身体からだ洗って風呂入って罰ゲーム終わらせればー？」

「「誰のせいだと思ってるんですか!!」」

　ぴったりそろった声は、最後までレイジのにやにや顔を崩すことができなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






　その後もティファリシアはレイジのちょっかい言葉に再三邪魔をされ、暴れるアルファに四苦八苦し続けた。

　それでもようやく科された罰ゲームをこなしきって。

「……やっと……入浴できました……」

　最後まで抵抗し続けたアルファを拝み倒してどうにか入浴させたティファリシアは、浴室の天井を見上げて心からのため息を吐つく。

　正直、罰ゲームとして指定されたときには、ここまで苦労するとは思っていなかった……。

　思わずその罰ゲームを科してきた張本人を恨みがましげに振り返ると、

「おつかれー」

　すでに飽きているのか、スマホをポチポチするレイジは投げやりとしか言いようのない声をかけてきて。

「……っ、べ、別にいいですけどね。途中から〝これ本当にわたし向けの罰ゲームなのでは？〟とか思っていないですし！　むしろ汗も流せて、ほどよい疲労感と達成感も相まって心地いいくらいですから！」

　ねえアルファさん──そう続けたティファリシアに。

「──そうデスネ」

　おとなしく肩まで湯に浸つかっていたアルファは、キレイに笑顔を作って。

「つくづく──クソ無駄な行動お疲れ様デシタ」

「……え？　……無駄？」

　言っていることがわからない。

　そう表情で訴えるティファリシアに、アルファは一瞬前の笑みをすべて消し去って蔑さげすむように言う。

「ボクがなんの種族が忘れやがりましたかデカ乳袋」

「〈神翼族エルブランシユ〉、ですけど……」

　それがなんだと言うのか──。

　ティファリシアの疑問に答えたのは、

「不老長寿の〈神翼族エルブランシユ〉は他のあらゆる種族と根本的に違う肉体構造をしている。ほとんど食事を取らず排はい泄せつも少なく新陳代謝も稀まれで、外的な要因で汚れることはあっても、基本的に風呂に入る理由がない……だから無駄だって言ってんだろ？」

　相変わらずこちらを見もしないレイジに、ティファリシアのみならずアルファも驚いて目を見開く。

「…………なぜ、貴様が」

「な、なんでレイジがそんなに詳しいんですか」

　ほぼ同時にそう問いかけられて、レイジは軽く肩をすくめてみせる。

「そりゃついこの前まで一緒にいたヤツから聞いてたからな」

　ついこの前まで一緒にいたヤツが誰なのか察せられないほどティファリシアも鈍にぶくはなかった。

「……レウさんはフィレンタニアにまで行っていたんですか」

　浮遊大陸フィレンタニアは、世界中のあらゆる種族がどこにあるのかを理解している。

　頭上を見あげさえすればその巨大な大陸が実際に目に入るからだ。

　だが、そこに到達するとなると、その難しさはどこにあるのかも知れない〈幻魔族ストレーガ〉の国ディリドに勝るとも劣おとらないと言われているのだが──

「……来ていやがりませんよあのクソノゾキ魔は」

　吐き捨てるようにアルファが言って。

「だろうな。あいつも〈神翼族エルブランシユ〉のことはアルファから聞いたって言ってたし」

「な──あのノゾキ魔そんなことまで……っ」

「ああやっぱそうだよな」

「────!?」

　あまりにも鮮やかなカマかけに、アルファは言葉をなくし。

　レイジはなにを驚くことがあるのかとばかりに軽く続ける。

「レウはフィレンタニアに行っていない。にもかかわらず〈神翼族エルブランシユ〉の情報を持っていた。だったら、外で仲のよかった〈神翼族エルブランシユ〉から聞いた以外にないだろ」

「仲がいい!?」

　その言葉だけは捨て置けないとばかりにアルファが立ち上がり、

「──ア、アルファさん前！　前！」

　ティファリシアが慌てて大事なところを手で隠すようにする。

　ティファリシアの反応で、我に返ったようにザブリと湯に浸つかり直したアルファは、口元近くまで沈みながら、小声で続ける。

「……あいつとは……あのクソ忌いま々いましいノゾキ魔とは、たまに他種族の情報収集の際、その領地で鉢合わせることがあっただけで……間違っても仲がよかったなどということはありやがりません」

「ふーん。その割にはずいぶんと大事な話までしちゃってんじゃん？　〈神翼族エルブランシユ〉が──アエル・アウラが流していない情報まで教えたんだよな？」

「それ、は…………」

「んんー？　つーかこれってアエルに教えたら結構やばいんじゃね？　アルファが勝手に〈神翼族エルブランシユ〉の肉体情報漏らしてたぜって言ったらやばいんじゃね？　ねえねえ」

「う……ぐ……っ、貴様ごときになにがわかりやがると言うんですか！」

「なんでもわかるぜ？」

　いつの間にか。

　湯船の縁にまで寄っていたレイジが。

　なんということもなく屈かがみこんで手を伸ばし。

「たとえば──ここが魔ま力りよく溜だまりなこととか」

　アルファの黒い翼、その根本をそっと撫なでた瞬間。

「──っぁ」

　びくんと身体からだを跳ねさせたアルファは、レイジがゆっくりと指を動かすのに合わせて、本人の意思と関係なく表情をとろけさせ、嬌きよう声せいを漏らす。

「──ふぁ……っ、くぅん……ぁぁあっ」

「ちょ──な、なにをしているんですかレイジ!!」

　ティファリシアが慌てて二人のあいだに入る前に。

「よっ」

　レイジはあっさり身を引き、アルファはくたりと縁にもたれかかる。

「ちなみに、身体を洗わせたくなかったのはもちろん、入浴したくなかったのもそれが理由ね。普段隠してる弱点をもろに露出させている状況を、好ましくない間柄のやつと共有する。そりゃ気が気じゃないだろうな」
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　肩をすくめ平然と言うレイジを、アルファはピクピクと翼を力なく震わせながら恨みがましげに見上げて。

「……そ……そうやって……ボクの弱よわ味みを握って脅おどしても──貴様が知りたいような〈神翼族エルブランシユ〉の情報はなに一つ出てきやがりませんからね!!」

「知ってる」

「……は？」

「さっきはアエルに教えたらやばいって言ったが、そんなことありえるわけがない。アエル・アウラという未来予知能力者は、本当にまずい情報は絶対に流さない。翻ひるがえって、俺たちが手に入れることのできる情報はすべてアエル──〈神翼族エルブランシユ〉にとって知られてもかまわないものだ。確かに俺たちが本当の意味で欲しい情報は出てこないだろうな」

「…………だったら、なんで」

「アルファさんその質問は……」

　アルファの言葉をティファリシアが遮るようにするが。

「え？　そんなの面白いからに決まってるじゃん」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡと軽けい薄はくにレイジは笑って。

「それと──アルファの反応自体は〈神翼族エルブランシユ〉なんかと関係なく興味があったし」

　冷たく目を細める。




「なにせ〈神翼族〉の血を引いた［劣血種］だからな」




　その言葉は。

　アルファのみならず、浴室内にいた全員の動きを止めて。

　ぴちょん、とどこかで落ちた雫しずくの音に促うながされるように、ティファリシアが口を開く。

「……［劣血種アブセンス］？」

　アルファが〈神翼族エルブランシユ〉と〈隷人族インフイルマ〉のハーフ？

「そんなこと──」

「ありえないと思う前に、そういう前提で考えてみ」

　突き出された人差し指。

　その指先に集中するように、ティファリシアは思考する。

　アルファが、もし［劣血種］だったら──

〈神翼族エルブランシユ〉の絶対固有魔法は使えない。

　──アルファに読心魔法を使われた感覚はなかった。

　純血種とは違った身体的特徴を持つ。

　──アルファは他の〈神翼族エルブランシユ〉と違ってオッドアイを持ち、翼の色も左右で異なる。

［劣血種アブセンス］だからこその理不尽な差別や迫害を純血種から受けることが多い。

　──アルファは仲間である〈神翼族エルブランシユ〉から不自然なからかいを受けていた。

　……辻つじ褄つまは、合う。

　合うけれど──

「もっと決定的な証拠があるだろ。レウの反応だよ」

「レウさんの──反応？」

「知的欲求の充足こそが生きる理由であるあいつが、〈森霊族エルフ〉の巫み女こにして［劣血種］という誰が見ても特異な存在のお前に驚かず、さしたる興味も示さなかった。なぜだ？」

「なぜって……」

　急にそんなことを言われても、ティファリシアに答えなどわかるはずがない。

　だが確かにレウは未知のもの──レイジが所持する向こうの世界のものには興味を示していたし、その情報を得るためには露ろ骨こつな行動を取ってもいた。

　それがどうして［劣血種］の巫女という異端にはピンとこなかったのか──。

　……［劣血種］の、巫女？

「あ──」

　ぴんときたティファリシアに、レイジはアルファをまっすぐ見て。

「そう、驚かなかったのはすでにそういう知り合いがいたからだ。〈神翼族エルブランシユ〉の身体的特徴を聞けるくらい親しい知り合いがな」

「────」

　ティファリシアはうつむいたままのアルファがなんの否定もしないことで、それが事実なのだと確信する。

　同時にレイジがずっとその事実に気づいていたことに驚きよう嘆たんして。

「……そんなもったいぶった言い方をしやがらなくても、あのノゾキ魔からボクのことを聞いた、それだけのことでしょう？」

「あ、バレた？　ま、はっきりとお前が［劣血種］だって聞いてたわけじゃないけどな。そういうのがいるって聞いてたから、見た瞬間にすぐわかったわ」

「見た、瞬間……」

　つまりそれは、ワタツミノミヤで会ったときにはそうだと理解していたということで。

「…………どうしてですか」

「ん？」

「［劣血種］だとわかっていたのに、どうしてボクを欲しがりやがったんですか」

　それはティファリシアも疑問だった。

　レイジはアエルにレウという情報収集手段の代わりとしてアルファをよこせと言ったのだ。

　もちろんそれは文字通りの意味ではない。

〈幻魔族ストレーガ〉のレウと〈神翼族エルブランシユ〉のアルファ。その違いを生かすのであれば、当然アルファからは〈神翼族エルブランシユ〉の情報を得るに決まっている。

　そしてそれは魔法の使えない［劣血種アブセンス］であるアルファには相応ふさわしくない。

　アルファもそのことを十分に理解している。

　理解しているからこそ、負い目のある表情を浮かべているのだ。

　それなのに──

「逆だろ」

　レイジはふっと息を抜くように笑って、




「［劣血種］だからこそ欲しかったんだよ」




　さも簡単そうに言う。

「さっきも言ったが、未来予知魔法の使用者相手に俺たちが本当に欲しい情報なんてのは絶対手に入らない。そんなもんは求めたところで無駄なんだよ。なら、〈解放者〉……いや俺らが求めるのは、無駄とかどうでもよくなるような──得がたいものだ」

「得がたい、もの……？」

　呟つぶやいたアルファではなく、レイジはティファリシアをじっと見つめてきて。

「だよな？」

　その言葉と共にニヤリと笑ったレイジが口を閉ざす。

　それはつまり答えが委ゆだねられているということで──ティファリシアが答えるべきだということ。

〈解放者〉の《誓約者ルーラー》……ではなく、ティファリシアが得た、得がたいもの。

　それは。

「わたしたちが……わたしが得たものは──アルファさんという同じ境遇の仲間です」

　自分で口にした言葉に引っ張られるように。

　ティファリシアはまっすぐアルファを見て言う。

「わたしたち〈解放者〉の国は、〈隷人族インフイルマ〉の国ではなく寄る辺なき者の国……当然そこには［劣血種］だって含まれます。そして、それ以上に……わたし個人からすれば、アルファさんはなによりも得がたい、仲間です」

　もう一度仲間という言葉を使い、熱っぽく語ったティファリシアに。

　アルファは如実に反応した。

「なに……言ってやがるんですか」

　ぱしゃりと水音を立てて。

　顔をあげたアルファは、ティファリシアから離れるように後ずさって、湯船の縁に背中をぶつける。

「は……他種族ごときが笑わせやがりますね。ボクと貴様が同じ？　──冗談は休み休み言いやがってください。そうやって情に訴えかけて懐かい柔じゆうしやがろうとしても無駄だと言ってやがるでしょう」

「なぜあなたを懐柔する必要があるんですか」

「は？　そんなの〈神翼族エルブランシユ〉の情報を──」

「どうして情報を得るためだけだと決めつけるんでしょう？」

「なに……言って………………」

　自分でもその残ざん酷こくな答えに思い至り、アルファが黙り込んでしまうのを待ってから、ティファリシアはゆっくりと言う。

「あなた自身、自分の価値をそこにしか見いだしていないからではないですか。魔法も使えない［劣血種アブセンス］は、その半身である〈神翼族エルブランシユ〉の情報にしか価値がないと」

「…………貴様に……なにがわかるっていうんですか」

「わかりますよ。わたしだって［劣血種］の巫み女こでしたから」

　迷いなくはっきりと答えたティファリシアに、アルファは目を見開いて。

〈森霊族エルフ〉の巫女だった彼女が口にした仲間という言葉の意味を、そこに込められた想おもいの重さを知る。

　ティファリシアだけは。

　彼女だけはその答えが許されることを認めざるをえない。

　認めざるを、えないが。

「だ……だからなんだっていうんですか……っ？　お──同じ［劣血種］の巫女だから、なんでもボクのことがわかるとでも言うつもり──」

「違います！」

　目を逸そらしたアルファの手を取り。

　さらに一歩近づいて。

　ティファリシアは、正面を向いたアルファと目を合わせて、言う。

「アルファさんと同じ［劣血種］の巫女でも、わたしにわかることなんてほんの少しです。でもそのほんの少しは他の誰とも分かち合えない、わたしたちにしかわからないことです！　だから──だから、わたしはアルファさんがアルファさんであるだけで大切な仲間だと言える……！」

　その言葉は。

「ボク、は……ボクは……」

　アルファの唇を震わせ、声を絞り出させた──そのとき。




「そこまで！」




　甲高い音と砕け散る天窓。

　そんな非現実的な光景と共に、浴室のど真ん中──湯の中に降り立ったのは、無ぶ骨こつで質素な銀の軽けい鎧がいに身を包んだ金髪碧へき眼がんの少女。

　一房だけの三つ編みの先にロザリオをたらし、〈神翼族エルブランシユ〉の刻印が描かれた旗を手にした彼女は。

「──ジャンヌ？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたアルファに力強くうなずき返した〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクは、まっすぐレイジを指さして。

「あなたの蛮ばん行こうは目に余る……！　神の名において断罪します!!」





　　　　◆◇◆◇◆






「…………ええと、聞きたいことはたくさんあるのですが」

　いろいろな意味でついていけなくなりそうになるのを必死に堪こらえて、ティファリシアは肩を怒いからせた〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》に言った。

「レイジの蛮行というのは……？」

　こじれた糸を解きほぐすかのごとく慎しん重ちように尋ねたティファリシアに、糸を絡ませた張本人は鼻息荒く言う。

「知れたこと！　いつまでもアルファやあなたの肉体を見続けていることです！」

「それは確かに蛮行と言えることではありますけれど……」

　言いながら上を見あげたティファリシアは、ジャンヌが入ってきた際に割ったと思われる天窓を注視しながら思う。

　蛮行と言うならジャンヌの行ったことのほうがよっぽど蛮行なんじゃ……？

「いやー天窓破って侵入してくるそっちの所業のほうがよっぽど蛮行だろー？」

　そっくりそのままレイジが口にしても、ジャンヌは怯ひるまなかった。

「見苦しい……そうやって言い訳したところで、私の目は誤ご魔ま化かせません」

「誤魔化す？」

「そうです！　あなたはその右手に持ったモノを使って、舐ねぶるようにアルファたちの肉体を見ていたでしょう!?」

「ね、舐ねぶるようにって……」

「ほお、よく知ってんじゃん」

「レイジ!?」

　てっきり否定するかと思いきや、普通に肯定され、取り乱したティファリシアと裏腹に、レイジは平然と肩をすくめ──鋭く目を細める。

「確かに俺はスマホの録画機能を使ってこいつらのやりとりを録とってたけど──たった今ここに来たばかりのあんたがなんでそれ知ってるわけ？」

「そんなもの、少し前から見ていたからです」

　胸をそらす勢いで。

　堂々と即答したジャンヌに、アルファが言う。

「少し前からって……ジャンヌ、なにしにきやがったんですか」

「もちろんアルファを助けにきたに決まっているでしょう」

　再度即答したジャンヌは、胸に手を当てて語る。

「フィレンタニアどころか、エルティロイ神殿にまで異い端たん者しや──それも男が降り立った……その時点で嫌な予感はしていたんです……っ」

　──そうして彼女が語ったのは、盛大な妄想。

　はじめから〈解放者〉……いや、レイジを問題視していたジャンヌは、ティファリシアたちが去った後に、アルファの姿もないことに気づき、アエルに直接問うた。

「アエル、少し前からアルファの姿がないようですが」

「んー。ま、ちょっとね」

「……？　ちょっととは？　それにちょうど〈解放者〉が去った時期と重なるような──はっ、まさかあのレイジとかいう男が!?」

「ああまあそれは当たらずとも遠からずかな」

「やはり!!　おのれ卑劣で外道な男め……!!」

　怒いかりに打ち震えたジャンヌは、いてもたってもいられずフィレンタニアを飛び出し、ティステルへと向かい──

「──今に至る、というわけだ」

　腕を組み、そこはかとなく誇らしげに宣言したジャンヌに、残りの三人はそれぞれ違った反応を見せた。

　ティファリシアは困ったような笑みを。

　アルファは頭を抱えて苦渋の表情を。

　そしてレイジは心からの笑みを浮かべて。

「なるほど、そりゃご苦労だったなー。フィレンタニアからティステルまで来るとか、正規のルートも使えなかっただろうに」

「あなたに労ねぎらわれるいわれはないし、移動手段には事欠きません。なにより私にとって苦境は神より与えられし試練。喜びこそすれ、厭いとうことなどありえません」

「いやいやそういうことじゃなくてさ。完璧に無駄足だし」

「──は？　無駄足？」

「ジャンヌ……またアエル様の話を最後まで聞きやがらなかったでしょう……？」

「え……え？」

「アルファさんは、〈解放者〉の国ティステルの常駐大使として、アエルさんから正式に任命されていますよ……？」

「────そんな、馬鹿な話が」

「ほれ証拠」

　間髪入れずレイジが差し出した文書。

　そこに書かれている内容を理解すると同時に、ジャンヌはかああっと耳の先まで赤くし。

　一瞬。

　ぶるっと身体からだを震わせて。

「そ──それでも！」

　めげず、矛先を変えるように、再度レイジを指さし叫ぶ。

「このような所業は許せません!!」

　ジャンヌが言うところのこのような所業というのは、レイジが裸のアルファやティファリシアを観察し、あまつさえスマホを使って録画していたこと。

「んー浴室の風景をただ記録してただけだぜ？」

「そんな虚言信じるとでも……!?」

「いやいや信じる信じないはともかく、現にアルファたちもたいして気にしていないわけじゃん？　どう考えてもあんたの妄想だと思うけどなー」

「それは彼女たちが純じゆん粋すい無む垢くで、男の毒どく牙がというものを想像できていないからです！」

　拳こぶしを握りしめて力強く言うジャンヌに。

　レイジは笑みを深めて──最後の一押しをする。

「へーえ？　ちなみにその男の毒牙ってのが具体的にどういうものなのか──アルファたちに教えてやってくれる？」

　その言葉は、ジャンヌの向きをくるりと変えさせ。

　湯船の中を進んだジャンヌは、すでに正気とは思えない目でアルファの肩に手を置いて──語る。

「──いいですか、アルファ。男などというものは動物ですケダモノです破廉恥具象物です。それはもうどんなときでも頭の中は女性をどう辱はずかしめ犯し陵りよう辱じよくするかということしか考えておらず、この世で最も汚らわしき存在です。今回の場合であればアルファたちを裸にする前からプレイは始まっているのです。《大誓約魔法》下の契約で無む理り矢や理り衣服を剝はぎ取とる──それは物理的な意味だけにとどまりません。精神的にも脱がされ、裸にされる……むしろそちらに本ほん懐かいはあるのです。そうして行われるのは想像を絶する屈辱的な行為。身体からだを洗い、洗われるというこの上なく無防備な姿を容赦も為なす術すべもなく思う存分視し姦かんされる…………そ、それだけにとどまらず、〈解放者〉の《誓約者ルーラー》がいる前で魔ま力りよく溜だまりを撫なで回すことによって直接性的快楽すら与えてくる……んっ……そ、そんなの、そんなのもう──公衆の面前で堂々と強ごう姦かんされているのとなにも変わらないじゃないですか!!」

　目を血走らせ、明らかに荒い息をつき、なぜか気持ちよさそうにすらしているジャンヌに。

「──なに……言って、やがるんですか……？」

　アルファは露ろ骨こつに眉を寄せ、身を引き、率直に言った。

「気持ち悪い」

　その言葉自体が力を持っていたかのように、ジャンヌは弾はじかれたようにアルファから離れ、よろめき、湯船の縁に躓つまずいて倒れこみ──

　すんでのところでレイジに支えられる。

「……なに、を──」

「ようするに」

　わざと言葉を遮って。

　ぐいっと背中をそらせるように後ろから強く肩を引っ張ったレイジは、上からのぞきこむようにして言った。

「グズ極まりないお前は主人であるアルファがさんざんな目に遭あっていたのを黙って見てたんだろ？」

「グ……グズ……？」

「ああ、それじゃグズに失礼か。ゴミ？　カス？　クズ？　どれも全然足りねーな」

「レ、レイジ……？」

　ティファリシアの声は無視して、レイジはたたみかけるように言葉を連ねる。




「なにせお前はそんなひどい目に遭う主人の姿に自分を投影して興奮してたんだもんなあ」




「──は？」

「──へ？」

　アルファとティファリシアがほぼ同時に疑問の声をあげ。

「なに……言って……」

　ジャンヌが顔をうつむかせるのを──

「おい、誰が口答えを許した？」

　レイジは脅おどしつけるように低く言いながら、ジャンヌの顎あごを摑つかみ、無む理り矢や理り上を向かせる。

「クソうっかりのボケ《英雄》ジャンヌさんは、《誓約者ルーラー》の話をしっかりと聞かず、勘違いで他種族の領土侵犯しちゃったんだろ？　しかも天窓破って。風呂のど真ん中に。土足で！　──なにか間違ってる？」

「────」

　突然の豹ひよう変へんぶりとらしくない素振り。

　レイジのみせたそれらの行動に、アルファもティファリシアも目を丸くする。

「あ、あの──」

　さすがに止めようとしてきたティファリシアを手で制し。

　レイジは睨にらみあげるようにこちらを見上げてくるジャンヌに、キスでも迫っているかのように顔を寄せて、その耳元でとげとげしく言った。

「正直に言えよ。この世で最も汚らわしい存在に口で責められ、直接触れられて──今も感じてんだろ？　クソビッチ」

　とんでもない暴言。

　それも、よりによって〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》相手に──

　とっさにどうフォローすればいいかを考えはじめたティファリシアと裏腹に。

「────っ、っ」

　ビクンビクンと二度震えたジャンヌは、自らの下腹部を押さえたままへたりと膝ひざをつき、力なく風呂の縁に背中を預ける。

　そうして、天を見上げるその表情は──どう見ても恍惚に打ち震えていて。

「おい、死ぬほど気持ちよかったからって漏らすなよ処女ビッチ《英雄》」

「……っ、……は……ぁぃ」

「ぁあっ？」

「は──はぃぃぃ……っ♡」

「返事の頭とケツにはごめんなさいをつけろビッチ《英雄》が」

「ごめんなさいはいごめんなさいぃぃ……♡」

　その場で土下座し、頭を下げたジャンヌは、濡ぬれることなど少しも厭いとわず、むしろそれこそが快感とばかりに何度も何度も頭を水面に叩たたきつける。

《英雄》が……それも〈竜闘族ドラゴーネ〉をたった一人で打ち破った戦乙女が喜んで土下座をする異様な光景。

　明らかになにかのプレイを見せつけられているとしか思えないアルファとティファリシアは、もはや自分たちが裸で、入浴中に乱入されたことなど忘れてしまうほど、完全にどん引きしていて。

「…………あの。とりあえず、この状況がなんなのか、説明してくださいませんか」

　かろうじてティファリシアがその言葉を口にできたのは、一刻も早くこの状況から脱したいからだった。

　ジャンヌに対していつも以上に極悪でサディスティックな表情を浮かべていたレイジは、ティファリシアに声をかけられた瞬間いつもの飄ひよう々ひようとした態度に戻って。

「ん？　なにがもなにも、見たまんまじゃん。〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクは──じゃなかった、この薄汚いメスブタ《英雄》は、心臓の弱い歴史家なら即死するレベルの被ひ虐ぎやく体質……つまりドＭの変態ってこった」

　場違いなほど爽さわやかに笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






「で。オルレアンの性乙女さんよ。お前さっき謝ったってことは認めるわけだよな？　全部確認を怠おこたった自分のミスだと」

[image: ]

「──は、はぃぃ……アルファが、ティステルへ連れ去られたと聞いて、一も二もなく……」

「言い訳とか誰がしろって言った？」

「ごめんなさいはいごめんなさいぃ!!」

「んで？　助けにきたくせに、アルファが俺に辱はずかしめを受けているのを見たら、すぐに乱入するのは惜しくなったと」

「……」

「辱めにもだえるアルファが、悔しそうにしているアルファがうらやましくてうらやましくて、あまりにうらやましいからその状況に自分を投影していたら、感じてしまったと!!」

「──そ、そのとおりでございますぅぅ!!」

「はっ、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》が聞いて呆あきれるとんだド変態ぶりだなあ!?」

「ご、ごめんなさいぃぃ……っ」

「ぁあ？　謝ってるだけでなんか状況がよくなんの？　どこら辺がド変態なのかちゃんと口に出して言ってみろよ!!」

「は、はぃぃ!!　このジャンヌめは主の威光に与あずかりながら己の醜みにくくあさましい欲望にまみれる汚らわしいブタですぅぅ……♡」

「……さいってーですね」

　恍こう惚こつとした表情でレイジの罵ののしりを受けるジャンヌに、アルファは唾だ棄きするような眼まな差ざしを向ける。

　その主人の姿にいっそう息を荒くし、アルファはより蔑さげすむような視線を刺し──以下エンドレス。

　不毛極まりない永久機関に、少し前までは確かにあったであろう信頼関係が根こそぎ崩壊しているのを確認して、ティファリシアは静かに言う。

「全部……このためだったんですね」

「ん？　なにが？」

「アルファさんへの──もっと言ってしまえばこの罰ゲームも含めての、レイジの態度です」

〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジ。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんを地で行き、自分のしたくないことはしない、したいことしかしないという彼は、その実無駄な行動というものをとらない。

　どれだけ無駄に見えても、そこには必ずいくつもの意味がある。

　フィレンタニアからティステルに戻り、レイジがアルファの上位に立ち、散々に振り回したその行動。

　それらはすべて〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》がアルファを取り返しに来ると読み、取り返しに来たその場で彼女を制するため──。

「どうやって彼女がこうだと知ったのかはわかりませんが……こんな状況になってしまえば、〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルクは少なくともレイジがいる限り恐るるに足りません」

「て──訂正しなさい〈解放者〉の《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリン！　私は──」

「おいメスブタ。誰が人語をしゃべっていいって言った？」

「──ぶ、ぶひぃぶひぃっ♡」

　一瞬で自分から四よつん這ばいになるジャンヌに引きつつ、ティファリシアは言う。

「正直これが現実だとは受け入れ難がたいですが……」

　というか受け入れたくない。

　ティファリシアの知る《英雄》というのはもっと高潔で勇敢で正しく賢い者だったはず──。

　……その真逆の存在が目の前にいるせいでまったく説得力がないが。

「ま、どんなやつも英雄なんつー肩書き以前に一人の人間だからな。そりゃ変態的な性癖持ってるのもいるだろ」

「性……と、とにかく、レイジのアルファさんに対する態度はそのためのものだったということですよね？」

「ま、そうとも言えるな。……自分でちゃんとそこまで思い至るのはえらいじゃん」

　素直なレイジの褒め言葉に嬉うれしくなるのを必死に隠して、ティファリシアはそっぽを向く。

「そ、それにしても、わたしまで裸になる必要はなかったと思いますが」

「ああそれはついでだから」

「ついで!?」

「アルファ一人じゃ不自然だしなー」

「不自然って……それだけの理由で──」

「それだけが大事なんだよ。この手の性癖は強い理性さえあれば抑え込むことができるから、いかに理性の介入──つまり正確な思考をさせないかが鍵になる。不自然はたちどころに疑問と思考を呼び寄せるからな」

「………………へーそうですか」

　納得はいかないが、理解しないわけにはいかない。

　もやもやとする表情そのままのティファリシアを尻目に、レイジはもう一人に水を向ける。

「事実、アルファもはじめて知っただろ？」

「…………こんな変態だと知っていたら一緒の部屋で暮らしたりしやがりませんでした」

「そ、そんな……アルファ……」

「うるさい、寄りやがるなです変態」

「……ぁっ♡」

「……くっ、きつく言えば言うほど気持ちよくなる相手ってどうすりゃいいんですか……！」

「困るよなあ。実際〈竜闘族〉も困ってたし」

　にやにや笑うレイジにアルファがはっとした表情を浮かべて。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉？」

　率直に尋ねたティファリシアに、レイジはさも楽しそうに言う。

「〈竜闘族ドラゴーネ〉は〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》一人に無様にも敗れた──あの《英雄戦争》を一言で評すならそれしかない。だが、あれは本当にそんなに圧倒的なものだったか？」

「……いえ……むしろ最初は彼女のほうが一方的にやられて──」

　一方的に、やられて？

「あ、まさか──」

「はい正解」

　ティファリシアが続けようとした言葉を読み切ったように。

　レイジはあっさりとそれを口にする。

「こいつが本気を出せるのは被ひ虐ぎやく体質ありき。つまりやられればやられるほど力が解放されていく《偉能レアルタ》の持ち主だ」

《偉能レアルタ》──。

《運命力》に基づいた《英雄》の持つ特殊能力。

　確かにジャンヌが〈竜闘族ドラゴーネ〉に対して振るった力は《偉能レアルタ》と呼ぶしかないものだったが。

「その発動条件から……彼女の性格まで逆算して……」

「んにゃ、そんな高度なことはしてねーな。確信を持ったのは実際に会ってからだけど、ジャンヌがドＭだと思ったのはそのときが最初じゃないぜ？」

「へ？」

「おいおい、俺がどこ出身か忘れたか？　元の世界にいたときからそう思ってたに決まってんじゃん」

　あっけらかんと言うレイジに、驚きよう愕がくしたのはジャンヌ本人だった。

「そんな馬鹿な……私がそういう嗜好だと気づいた人など……いるはずが……」

「気づいた人間がいたかどうかが問題になんの？」

　鋭く切り返して、レイジは両手を広げる。

「いくら神に選ばれたっていってもなんのためらいもなく戦争の前線に立とうとするか？　それも文化的にも異質で非力な女が。こっちと違って魔法も能力もない、単純な力での戦いだ。普通なら男だって躊ちゆう躇ちよする。おまけに怪け我がをしようが、絶望的な戦いだろうがお構いなし。そりゃ突飛で奇抜だから熱狂的に英雄扱いもされるだろうよ。だが──一歩距離をとって見てみれば自殺志願者か、そういう性癖の人間にしか見えない」

「わ……私には主のご加護が──」

「火刑に処されたのに？」

「っ」

「その表情。自分が殺されたってエピソードにそんな顔するヤツが、本質を隠し通せるわけねーだろ」

　嘲あざ笑わらうレイジに、ぞくぞくと背筋を舐ねぶられるような快感を覚えたのか、ジャンヌは再び腰が砕けるようにその場に跪ひざまずき──

「……なぜですか」

　顔をうつむかせたまま呟つぶやく。

「私が……そのような性質の人間だったとしても……なぜここまで気持ちよくできてしまうんですかっ」

　字面だけとれば完全に変態の言葉。

　だが、その恍こう惚こつの表情の向こうに、真剣な眼まな差ざしを見て取って。

　レイジは飄ひよう々ひようと肩をすくめる。

「そりゃそういう風に仕向けてるからな」

「……仕向けてる？」

「〝この世は舞台。そこでは誰もが一役演じなければならぬ〟──ってシェイクスピアはお前のあとの時代の人間だったっけ」

　目を細め、首元のネックウォーマーをかきあげて、〈解放者〉の《英雄》は邪悪に笑う。

「人間とは読んで字のごとく人の間に生きる者。相手や場所、状況──その都度与えられた舞台で、態度や言動、行動……演じるべき役を変える。もちろん、どれだけ様々な自分を演じようとも、人の本質は根本的には変わらない。その性質──性癖はそのままだ。ただ役で隠しているだけ。だからそれを引きずり出したいと思うなら──引きずり出せる役を演じてやりゃいいんだよ」

　仕えるべき主君の前では誇り高き《英雄》を、親しき者の前では優しき友人を演じているのなら。

　ドＭな本質を引き出すために、ドＳを演じてやる。

　それは、人の本質を見抜き、操り、思い通りにする好ましき隣人ソーシヤルハツカー──稀き代たいの天才詐術士レイジ0ne Sec0ndにとって造作もないことだ。

　だから──

「気持ちよくドＭになれただろ？」

　跪ひざまずいたまま見上げる彼女の顎あごに触れ、蔑さげすむような眼まな差ざしを向け、冷たい声で言うレイジに。

「…………はい♡」

　──堕おちた。

　レイジのみならず、誰もがそう感じる中。

「さーてそれじゃ、いろいろ聞かせてもらった上で未来予知能力者とかいう馬鹿をぶったおそうか」

　軽く呟つぶやかれたその言葉。

　その意味に、アルファは気づく。

　この状況で、〈解放者〉の《英雄》が〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》に聞くことなど一つしかない。

　アエル・アウラを含んだ〈神翼族〉のことだ。

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》が持つ〈神翼族エルブランシユ〉の情報は多岐にわたり、当然重要なものもすべて知っている。

　そして、アルファが絶対に口にしない情報も、今の彼女ならすべて流しうる。

　そこから得た情報を元に、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》を倒す手法を考える。

　それらがすべて事前に計画されていたものだとしたら。

「……ホウバミレイジ、貴様の狙ねらいは最初からジャンヌだったということですか……!?」

《英雄》は召喚した種族以外の種族と主従契約を結んではいけないという義務はあるが、他種族を利する情報を流してはいけないという縛りはない──。

　目を見開いたアルファに、レイジは人差し指と親指を突き出し、軽けい薄はくに笑って。

「将を射んと欲すればまず馬を射よ──ってな」





　　　　◆◇◆◇◆






「なるほど、【神の国Dieu vous bénisse】ねー」

　罰ゲームを終えた自室で。

　スマホを高速で操作しながら、レイジは言う。

「相変わらずとんでもなくえげつねーな《偉能レアルタ》ってやつは」

「…………いえ、今〝とんでもなくえげつない〟のは明らかにレイジだと思います」

　呟いたティファリシアが見るのは、レイジのベッドの上で気を失っているジャンヌだ。

　その周囲には、彼女を快楽の果てに連れていくために使用した道具が無造作に転がっている。

　情報を引き出すにあたって、レイジは一切の容赦なくジャンヌの望む以上にジャンヌを責め続けた。

　それはもう、見ているこちらが恥ずかしくなるほどに。

「なんだよ、うらやましかったのか？」

「それだけはありえません」

　すっぱり答えると、レイジはあっそと言って、一連のあいだ絶望的な表情を浮かべ続けていたアルファを見る。

「アルファー、ジャンヌが口にした情報で間違ってたのってあった？　あったら教えてくれる？」

「…………なんでボクが貴様にそんなことを」

「おっけー、なかったのね」

「──！　か、必ずしもそうとは──」

「〝黙ってたら間違いがなかったと認めることになる、なにか言わなければ！〟ね。はいどーも」

　アルファがなにか言おうとするが、それ自体レイジの思惑通りであることがわかってしまって、ティファリシアは心底彼女に同情する。

　当のレイジは一生懸命気を引こうとするアルファそっちのけでスマホの画面に視線を落として。

「【神の国Dieu vous bénisse】……スーパーチートタイムならぬ、スーパーチートスペースか」

〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルク。

　彼女が持つ異能【神の国】は、特定の空間を彼女にとっての神の国に変えるという、少なくともティファリシアには一度聞いただけではさっぱりわからないものだったのだが。

「ようするに、その空間内でのみ、こいつは神のごとく力を振るえるってわけだ」

　レイジはあっさりとその本質を見抜いて。

「【神の国】……【神の国】ね。なら──もっと平和的に使ってやらなくちゃな」

　悪魔のように笑った。








四章　ニートはサイコロを振らない









　アエル・アウラにとって、この世界──《万象の楽園アクアテラリウム》とはどこまでも決まりきったものだった。

　彼女の『未来既知』は文字通り世界の果てまで視みることができる。

　現実の彼女の主観はその知り尽くした轍てつをなぞればいいだけなのだから。

　もちろん視ようとする彼女の意志は必要とするが、裏を返せば彼女の意志が介在するのはその部分だけ。

　どこまでも凪ないだ世界。

　在あるべき者が在り、すべてが平穏に進む尊い世界。

　そして、だからこそ──。

　目を開いたアエルは、一瞬前まで座していたはずの玉座が消えていることを確認し、首を巡めぐらせる。

　そこにエルティロイ神殿は影も形もなかった。

　あるのは、なだらかな平原と黄金の穂を揺らす小麦畑。

　遠くからやたらとのんびりと鳴く動物の声が聞こえてくる。

　それらこの上なく牧歌的な風景の中で──異質な浮遊物。

　四角く、光が当たると虹にじ色いろに輝く半透明のパネルは、どうやら天魔石のようにその場で固定されて浮いているらしい。

　いや浮いているだけではない、よく見れば地面にも同じものがあった。

　単体では存在せず、必ずどこかで同じようなパネルとくっついており、まるで道を造るようにどこまでも続いていくその光景は──。




「人生みたいだろ？」




　背後から聞こえてきた、こちらをおちょくるような声。

　その声の主が浮かべているのとまったく同じ表情を浮かべて。

「ようやく準備が整ったみたいだね──《英雄》クン」

〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラは、瞳ひとみを黄金色に輝かせて振り返った。





　　　　◆◇◆◇◆






「【勝負】の方法は『リアル人生ゲーム』だ」

　あっさりとそう言ったレイジに、アエルは薄く目を細める。

〈解放者〉の《英雄》ホウバミレイジと、《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリン。

　彼らのすぐそばに〈神翼族エルブランシユ〉側であるアルファやジャンヌの姿も確かにあることを確認してから口を開く──前に。

「お、さっそく使ってんじゃん『未来既知』」

　へらへらと笑うレイジに指さされ、アエルは穏やかに応じる。

「ジャンヌがさっそく役に立ったみたいだねー」

　その何気ない返しに、傍かたわらで控えていたジャンヌがびくりと反応し、ティファリシアはやはりと思う。

〈神翼族エルブランシユ〉に所属しているのはアルファとジャンヌの二人。にもかかわらず、アエルは迷うことなく情報をもたらしたのがジャンヌであると見抜いた。

　アエル・アウラは予知していたのだ。

　アルファではなく、ジャンヌがレイジに〈神翼族エルブランシユ〉のこと──ひいては自分の力について伝えることを。

　その上で放置していた。

　つまり、それは問題ないと判断したということで。

　そのことをレイジが気づいていないとも思えないが──

　ティファリシアのそんな危き惧ぐなどまったく意に介しそうにない《英雄》は、軽く手を広げて言う。

「魔法が使われたことを知る程度で役に立ったもねーけどな」

「そうじゃなくて」

「──ああ、こっちね」

　レイジが何気なく半透明のパネルを指で弾はじくと、小さく金属的な音が鳴る。

「お察しのとおり、あんたんとこの《英雄》の力──【神の国】で作ったもんだよ」

　そう口にしたレイジが手にしていた鎖を引っ張り、いつぞやのティファリシア同様に首輪にリードをつけられたジャンヌが前に出される。

　決まり悪そうに《誓約者ルーラー》の前に立たされた彼女を横目に、レイジは言う。

「〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》ジャンヌ・ダルク。守護天使と守護聖人の加護を力に、獅し子し奮ふん迅じんの活躍をしたそいつがこの世界で得た《偉能レアルタ》【神の国】は、周囲数キロにわたって展開される絶対自在空間だ。──ま、絶対自在空間ってのは俺が勝手に言ってるだけだけどな」

　ふっと息を抜くように笑い、両手を広げる。

「かの空間において、そいつは文字どおり神のごとく力を振るうことができる。たとえば──」

「天使ミカエル、聖カタリナ、聖マルグリットの三大守護の実体を持った召喚。あるいは荒野の戦場というフィールドの設定。キミはそれらを平和的に利用したわけだね《英雄》クン」

　先んじる形で言ったアエルに、レイジ以外の全員が驚いて。

「ま、危機に陥おちいらないと能力が発動できないって条件面ですこーし手間取ったけどな」

「それは冗談かな。ジャンヌの弱点はキミにとって相性のよすぎるものだよね」

「簡単に調整できるもんじゃないっつーの。調教って傍はたから見てる以上に難しいんだぜ？」

　完全に周りを置いて進められる会話。

　その異常さに寒気を感じながら、ティファリシアが言う。

「と、ともかく……【勝負】は受けてもらえるということでいいでしょうか？」

　現状進めるべきは【勝負】の話。

【勝負】にさえ持ち込むことができれば──そう考えるティファリシアに、アエルは珍しく悩むような素振りを見せた。

「うーんどうしようかなー」

「もちろん条件などはこれから話して──」

「そうじゃなく。くだらないなって」

「…………は？」

　くだらない？

「キミたちがしようとしているゲームじゃ、ワタシに勝てない。それがわかっている以上、やる意味を見いだせない」

　黄金色の瞳ひとみに見み据すえられて、ティファリシアは身をすくめる。

　彼女はすでに結果を見ている。

　その上で言っている。

　そうわかってしまう──。

「もちろん、どんな方法でも結果はワタシの勝ちだから、なにをしても意味なんて見いだせないけどね。それにしても、保留してわざわざ時間をあげたのに、考えついたのがリアル人生ゲームなんかじゃなー」

「そ、そんな……」

　これがレイジから聞いた最善の、必勝のゲームであるはずだ。

　そうで、あるはず。

「何度でも言うけど──キミたちは勝てないよ。こんなつまらないゲームじゃね」

　アエル・アウラの言葉が重くのしかかる。

　未来予知魔法の使用者。先に結果を視みる相手。

　そんなものを相手に本当に勝つことなどできるのだろうか？

　ティファリシアを蝕むしばむ絶望が、ゆっくりと彼女自身を包み込み──

「そりゃつまらないだろうなー」

　あっけらかんとした声。

【勝負】方法を考案した本人がそう口にしたのを、ティファリシアは信じられないような顔で見て。

「レ、レイジ、なにを──」

「自分の娘の人生でさえ好きにできちまうあんたからすれば」

「……自分の、娘？」

　それは、いったい。

　誰のことを。

「──ホウバミレイジ！」

　鋭く飛んだ声に、全員が彼女を見る。

　白と黒の翼を震わせ、オッドアイを大きく見開く〈神翼族エルブランシユ〉の巫み女こを。

「その先を、口にしやがったら──」

「いやそれ自分でバラしてるも同然だから。〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》アエル・アウラの娘──アルファ・ステイシスさんよ」

　なんの感慨も躊ちゆう躇ちよもなく。

　あっさりとその言葉を口にしたレイジに、ティファリシアが声を漏らす。

「……なにを……言っているのですか？」

　アルファが。

［劣血種アブセンス］である彼女がアエルの娘だとしたら。

「〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》の娘が、［劣血種］だということになるんですよ……!?」

　そんな話は耳にしたこともないし、耳にすれば確実に世界がひっくり返るほどの衝撃が起こる。

《誓約者ルーラー》──それもよりによって太古の［七滅戦セブンス］から一度も代替わりをしていない〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》が、絶対の禁きん忌きを犯したということは、それだけの一大事だ。

　というより、ありえるわけがない。ありえるわけがないのに──。

「うん、そう言ってる。つーかわっかりやすいアルファの反応で一発じゃん」

　あっさりとレイジが認めたことで、ティファリシアは言葉をなくす。

　ありえない……ありえない。というより、そんなことをする意味がない。

　その言葉だけで思考をストップさせるアルファに、アエルが目を細める。

「……このままじゃラチがあかなそうだから、説明させてあげるよ《英雄》クン。どうしてキミがその事実に気づいたのか、いつからそうだと思っていたのか」

「そりゃどーも。まあそんな難しい話じゃないんだけどな」

　軽く肩をすくめたレイジは、そうして全員に向けて語る。

「まずいつから気づいてたかって話からだが──これはもう明解。おたくんちに入ったときからだ」

「は……？」

　アルファの声に。

　レイジは頭をガリガリとかく。

「ん？　ああおたくんちってエルティロイ神殿のことな」

「それはわかっています!!　し、神殿に入ったときから……？　なにをもってそんな噓うそを──」

「いやいや一発だろ。一階の様子を見たら」

「一階……？」

「はい、ティファリシアに質問。あそこ、神殿に見えた？」

「え……？　い、いえ……」

　ティファリシアは思い返す。

　神殿の一階のことはよく覚えている。荘厳な外観の塔と不調和を極めた内部。

　そこら中に散らかる本や遊具、家具まで置かれており、まるで子供部屋のように混こん沌とんとしていた。

「どちらかといえば、書庫とか部屋のように感じました……」

「だよなー。んじゃ次の質問。あそこ他種族を招く形になってたか？　別に客でもなんでもいいけどさ」

「……そのようにも見えなかったです」

　客を呼ぶ、あるいは客に目のつく場所であれば、最低限内観は取り繕うのがマナーだ。

　エルティロイ神殿の一階は、とてもそのような準備ができていたようには思えなかった。最上階の謁見の間と比べてもその違いは明白だ。

「うんうん……んじゃ、あの天魔石製の上下移動装置エレベーターはなんのためにあるわけ？」

「それはもちろん……あれ？」

〈神翼族エルブランシユ〉には言うまでもなく翼がある。移動するには翼を使えばいい。

　というより、実際にそうしていたのを目にしてもいる。

　彼女たちはみな、空から直接最上階に入ってきていた。

　では、あの階は？

　他種族の客人用？　いやそれはたった今否定されたばかりだ。であれば〈神翼族エルブランシユ〉用としか思えない。しかし〈神翼族エルブランシユ〉が使うには必要のないものが存在している──。

「矛盾するよなー？　どっこいこれが弁証法ってのを使って、止し揚ようさせるとあっさり答えが出る」

「弁証法……？　止揚？」

「まあそこは説明するとめんどくさいから後で自分で調べろ。とりあえずその思考法で〝他種族のための空間ではなく、自分たちで使っているとも思えない〟という矛盾は、〝その自分たちの中に他種族を含む〟と考え直すことで解消される」

「自分たちの中に、他種族を含む……？　──あ」

「〈神翼族エルブランシユ〉に必要のないエレベーターがあるにもかかわらず、客を招くような形になっていないのは、客ではなくエレベーターを使う必要のある他種族がそこに住んでいたから。たとえば《誓約者》の夫とかな」

「そ、それでもアルファさんがアエルさんの子供とは──」

「異種間交配で子供が生まれるのは〈隷人族インフイルマ〉を交えた場合だけだろ。［劣血種アブセンス］って言葉自体、〈隷人族インフイルマ〉とのハーフしか意味しねーじゃん」

　さらりとその事実を突きつけて、レイジは続ける。

「まあそれを差し引いてもアルファが巫み女こという立場にありながら同じ〈神翼族エルブランシユ〉にイジられた理由、その〈神翼族エルブランシユ〉がアルファを俺たちの仲間だと言ったり、生まれがどうのと言った理由、なにより──アルファ自身のアエルを見る目。気づくなっつーほうが無理なレベルでバレバレだ」

　──そんなわけがない。

　ティファリシアは、周囲を見まわして、アエル以外が同様のリアクションを取っていることでその気持ちを強める。

　すでに答えのわかった状態で説明を聞いても、レイジの思考はあまりにも明めい晰せきすぎる。

　にもかかわらず。

「それで」

　まったく応こたえた様子なく。

　それどころかわかりきった答えを聞いたとしか思えない目で、致命的な事実を指摘されたはずの彼女は言う。

「《英雄》クンは、その手札でワタシにゲームへの参加を要求するのかな」

〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》が〈隷人族インフイルマ〉と子供をつくっており、その子供が〈神翼族エルブランシユ〉の巫女だったという事実。

　かの事実を他種族に公開されることは〈神翼族エルブランシユ〉にとって小さくはないダメージとなる。

　ゆえにその手札をもって、【勝負】を吞のみ込ませる──かと思いきや。

「いや？」

　レイジは首を横に振り。

　小さく目を見開いたアエルに見せつけるように、笑みを深めて言う。

「そんなことしなくても、あんた参加するじゃん」

「もちろん【勝負】には絶対に──」

「いやいや勝敗とか関係ないでしょ」

　断言を遮る挑発。無む茶ちやがすぎる横暴。

「事実は小説より奇なり──つってな。リアルな生せいほど奇怪で珍しく、面白いものはない。それをゲームでやろうっていうんだ、退屈なあんたはいくらでも乗ってくるはずだよなあ？」

　差し出された手。ニヤリと笑む表情。

　一度目を閉じたアエルは、再び開いた瞳ひとみを金色に染めて。

「どうあれ、キミはワタシを楽しませたいんだね」

「楽しませ、たい……？」

　なにを急に──そう思うティファリシアは先ほど彼女が口にした言葉を思い出す。

　──何度でも言うけど──キミたちは勝てないよ。こんなつまらないゲームじゃね。

　つまらないゲームという言葉。それをレイジは否定した……？

　ティファリシアの思考を遮るように、レイジはへらっと言う。

「さっすがーほんと未来予知者さまは察しがよくて助かるわー」

　そうして目を細め。

「いや、察しが早くてって言うべきか？」

　その意味深な笑みに──アエルがほんのわずかに眉を寄せる。

「……いいよ乗ってあげる」

　一瞬前の違和感などなかったかのように、穏やかにうなずき。

「それでキミたちが満足するなら、ね」

　酷こく薄はくに微笑ほほえんだ。





　　　　◆◇◆◇◆






「で、では、《大誓約魔法》の下に契約を結んでいただきます。内容は──」

　ティファリシアはあらかじめレイジから聞かされていた内容を一つ一つ頭の中で確認しながら述べていく。





　【勝負】の内容は『リアル人生ゲーム』




　　プレイヤーは〈解放者〉《誓約者ルーラー》ティファリシア・クリアグリン

　　　　　　　　　　　　　《英雄》ホウバミレイジ

　　　　　　　　〈神翼族エルブランシユ〉《誓約者ルーラー》アエル・アウラ

　　　　　　　　　　　　　《英雄》ジャンヌ・ダルク

　　　　　　　　　　　　　巫み女こアルファ・ステイシス




　　フィールドはあらかじめレイジが指示し、ジャンヌの【神の国】で作りあげたもの。

　　具体的なルールは以下。

　　①プレイヤーはフィールド内のパネルのみに立ち、自らの手番でダイスを振って出た目だけパネルを移動し、ゴールを目指す。

　　②パネルに止まるたびにランダムで人生に関かかわるイベントが発生し、プレイヤーはそのイベントを必ずこなさなければならない。

　　③イベントをこなせなかったと見なされたプレイヤーはその時点で失格となり、ゲームから排除される（判断は《大誓約魔法》に一任）。

　　④もっとも早くゴールしたプレイヤーの所属する種族がゲームの勝利者となる。






「ちなみに、イベントの内容が著しく〈解放者〉に有利だとか、そういう異議申し立てがもしあればその都度《大誓約魔法》に言えることにしてある。一応ジャンヌに協力してもらったとはいえ、俺が主体的に作ったゲームだからな」

「そこら辺は別にどうでもいいよー。どうがんばっても〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉より有利になるなんてことないし」

「そりゃ結構。んで肝心の賭かけるものだが、あんたら〈神翼族エルブランシユ〉は『種族旗』、俺たち〈解放者〉はその権限すべて──ようするに〈解放者〉の国そのものを差し出す」

「な……！」

　驚きよう愕がくしたのはアエルを除く全員で。

「レイジ！　聞いてた話と違──」

「この件については俺に任せるっつったろ？」

「────だ、だからって」

「〈神翼族エルブランシユ〉さま相手に【勝負】をするならそれくらいの代償が必要なんだよ。──なあ？」

　レイジの言葉に、アエルは当然とばかりにうなずく。

「まあどうせワタシたちの『種族旗』を得られなければ、キミたち終わりだからね」

「────」

　確かに、〈海精族シーレーナ〉とは〈神翼族エルブランシユ〉を含めた三種族同盟という形で契約を提案していた。

〈神翼族エルブランシユ〉の協力が得られなければ当然その話はご破算となる。

「ま、そういうこった。それに──そっちのほうが楽しいだろ？」

「楽しい、って……」

「結果は決まっているのに？」

　困惑するアルファにアエルが声を被かぶせて。

　レイジはひそかに笑みを深める。

「おいおーい、自分で言ったんじゃん。楽しみたいって」

「……それは随分と──」

「こんなつまらないゲームは受けられない。あんたは確かにそう言った。はじめから楽しむつもりがないなら、つまらないなんて言葉は出てこないし、それを理由に断ったりもしない。無意識にせよ、あんたは結果が決まっていてなお楽しめる【勝負】を欲していた。違うか？」

「…………違わないねー」

「だろー？　まあ実際ゲームの勝敗なんて二の次で、楽しむのが本来の在あり方だし。勝つにしても楽しんで勝たなきゃ意味がないから、あんたの言ってることは正しいけどな」

「そうだね……その意味でワタシは本当の意味でのゲームはできない」

「だからこそ俺は【勝負】のためにこのゲームを作ったんだよ。楽しんで勝たなければ意味がないリアル人生ゲームを」

「──どこまでも無駄にね」

「んじゃ」

　ぱんと手を合わせたレイジは、全員の注目を集めて。

「まあ、【勝負】の確認はそんなところで。さっそくはじめてみるか、『リアル人生ゲーム』」

　朗らかに言った。





　　　　◆◇◆◇◆






　スタート地点である大きめのパネルの上に立った五人は、レイジの用意したダイスを虚空に一度ずつ振り、出た目の大きい順にアルファ、ティファリシア、ジャンヌ、レイジ、アエルで進めていくことになった。

　そうして、アルファの最初のターン。

「……では、行きます」

　ほんの少しの緊張と共に、ダイスを思い切り投げる。

　適当な場所に飛んでいくかと思いきや、ダイスは見えない壁に当たって見えない床で回転し、やがて止まる。

　ダイスが止まると同時に、その場で魔法陣が展開され、出た目が全員に確認できる大きさで映し出された。

「五、ですね」

　そうティファリシアが呟つぶやくと。

「いち、に……」

　といちいち口に出しながらパネルを進んでいくアルファは、階段状の途中にある五つ目の浮遊パネルの上に飛び乗って言う。

「ご！」

　一拍の間を置き、アルファの乗っているパネルが青く光り輝き始めた。

「な、なにごとですか!?」

　思わず身構えるアルファに、レイジが口に手を当てて軽く言う。

「イベントが始まる合図だから気にすんなー。それより、指示が出るから読み上げてみー」

「指示……？　ああ、この浮き上がりやがってる文章ですか……えーと……〝おめでとう、結婚は人生の墓場！　任意の異性プレイヤー一人のマスまで移動し、手をつないで結婚を証明してください。以降は離婚するまでそのプレイヤーの伴侶となります〟──はあ!?」

「いきなり結婚引くとかすげーなお前。まだ序盤だぞ」

「貴様が設定しやがったんでしょうが!!　ってこれ……任意の異性プレイヤーって一人しかいやがらないですよねえ!?」

「うん。それ俺以外が引いたら全員俺と結婚することになるやつ」

「ふ──ふざけ……っ、異議！　異議を申し立てます！」

　さっそく空の《六面魔法体キユーブ》に向かって訴えたアルファだったが。

「…………なんの反応もないですね」

「却下されたっぽいな」

　ティファリシアとレイジの言葉に憤慨する。

「なんでですか!?　どう考えてもおかしいじゃないですかこれ！」

「いやーその不当性をちゃんと言葉にして説明しないと《大誓約魔法》も認可できないだろ。そもそも別に〈神翼族エルブランシユ〉のみが不利なわけじゃないしなー。つーかそのままだと失格になっちゃうぜー？」

「……くっ、だ、誰が貴様なんかと、け、け、結婚なんて……！」

「言い忘れてたけど、パネルの色は時間経過と共に青→黄→赤って変わってって、赤から黒になったらタイムアップで失格だから」

「な──」

　すでにアルファの立つパネルは黄色から赤色に変わっていて。

「アルファ？」

　アエルが呟つぶやいた言葉。

「────」

　その一言にアルファは顔をうつむかせて、パネルを戻り、レイジのそばまでくると。

「……………………ん」

　ものすごく嫌そうに、手を伸ばす。

「ん！」

「え、なに？」

「だ、だから……仕方ないので、貴様と手をつないでやってもいいと言ってやがるんです！」

「んー？　手をつないでやってもいい？　そんな態度の妻はもらえんなあ」

「な──なに言って」

「おいおいこれはリアル人生ゲームだぜ？　そんな適当なアプローチで結婚できると思ってんの？」

　にやにやと笑うレイジに、アルファはたちどころにこのゲームの本当の困難さに気づく。

　自分一人がイベントをクリアしたくてもできないものがあり、その場合相手の協力を得なければならないのだ。

　それはさながら──

「人生はすべてを自分一人の力で為なしえられるわけではない──ってな。よくできてるだろ？」

「……っ」

　振り返ればアルファの立ち止まっていたパネルの色は赤から黒に変わりつつあった。

　そして横目に見たアエルは、すでに自分を見ていないことに気づいて。

　その事実に気づいた瞬間、アルファは形なり振ふり構わずレイジに頭を下げた。

「お……お願いします……っ、ボクと結婚してください……！」

「うーん、もうちょい誠意見せてほしいなー」

「なっ、他にどうしろと!?」

「やっぱ奥さんは健けな気げなのが理想じゃね？　たとえば──恥ずかしい仕草でも一生懸命しちゃうような？」

　意図的な流し目と共に、赤く点滅するパネルが視界に入り。




「お──お願いしますにゃーん♡」




　恥も外聞もない。契約の強制ですらないがゆえに、恥ずかしさで顔を真っ赤にしながら両手を頭の横に当てて、一生懸命引きつった笑みを浮かべたアルファに。

「ぷっ──あはははははははははは！　あははははははっ、あはははげほっ……は、はぁはぁ──ま、まあ今回は仕方ない、結婚してやるよ、ほれ」

「くっ──くぅぅ、こ、殺す殺すいつか絶対殺す!!」

　顔はまだ赤いまま、呪じゆ詛そのように呟つぶやくアルファの手をレイジが握ると、パネルが白く光った。

　イベントのクリアと同時に、アルファがレイジの手を握ったまま「冗談ですにゃん♡」と言って、レイジのみを再び爆笑させる。

　そのリアクションにアルファがまたキレそうになり、しかし同じ目に遭あうことを警戒してか「離婚のパネルはどこですか……離婚離婚離婚……！」と低い声で呟つぶやくに留とどめ、手をつないだまま必死に怒いかりを堪こらえている──その横で。

「では……次は、わたしですね」

　ティファリシアがダイスを振る。

　出目は三。

　アルファ同様、慎しん重ちようにゆっくりと歩きながら、ティファリシアは思考する。

　リアル人生ゲームについてティファリシアがレイジから聞いていることはそう多くない。

　レイジは、はじまりさえすればなんとかなる、と言っていたが、もちろんそれは言葉通りの意味ではないはずだ。

（種族という括くくりではなく、プレイヤーという単位で参加させていることに意味があるはずです……）

　このゲームはチーム戦だ。今までもそうであったが、ここまで明確にどちらかがゴールすれば、という条件がついたのははじめてだ。であれば、そこには必ずなにか理由がある。

　その理由がなんであるかティファリシアは考えなければならない。

　三つ目のパネルに立ったティファリシアは、パネルが青くなるのを確認して、一度思考を中断する。

　リアル人生ゲームの作成はレイジとジャンヌの二人で行われた。ティファリシアも立ち会っていないので、どのようなイベントが配されているのかは知らない。

　いきなり結婚という大イベントで今も手をつながらせられているアルファを見て、ほんの少し胸を高鳴らせながらティファリシアは浮かび上がった文章を読み上げる。

「〝誕生、ようこそクソッタレの世界へ！　任意のプレイヤー一人のマスまで移動し、四よつん這ばいで足を摑つかんで赤ん坊になってください。以降は就職するまでそのプレイヤーの子になります〟──ってこれ誰かの子供として生まれるってことですか!?」

「おーやっと生まれたのか。よかったな」

「いやあの……これをクリアしていない今、わたしなんなんですか……？」

「いいから早くイベントこなせよ。失格になるぞ」

「……っ、誰のせいで……！」

　と文句を言ったところでレイジが応こたえるわけないし、現状が変わるわけでもない。

　渋々切り替えたティファリシアは誰の子供になるのがもっとも正しい選択になるのかを考える。

　考える。

　考え…………え？　これ最適とかあるのだろうか？

「おい赤に変わるぞー」

　レイジの声にびくりと震えたティファリシアは、いよいよ焦り始める。

　レイジ、アルファ、アエル、ジャンヌ。

　誰かと行動を共にしなければならない。誰と行動を共にするのが〈解放者〉にとってプラスなのか。

　レイジがティファリシアに求めているのはどんな行動──？

　考えれば考えるほど袋小路に陥おちいったティファリシアは、パネルが黒く変わり始めるのを目の当たりにし──

「別に深く考える必要はないだろ。お前が子供として生まれたくなる親を選べばいいじゃん」

　レイジの軽い言葉にはっとして、急ぎスタート地点まで戻ると、

「わ、わたしを生まれさせてください！」

　レイジの前で四よつん這ばいになってすがりつくようにズボンの裾すそを摑つかんだ。

「ん、許す」

　レイジのその言葉と同時にティファリシアの乗っていたパネルが白く変わり、イベントがクリアされる。

　それを確認したティファリシアがほっと息を吐いたのも束つかの間ま、

「へーお前俺の子供として生まれたかったの？」

「……うわ……こんなのの子供として生まれたいんですか……最悪の趣味をしてやがりますねデカ乳袋」

　レイジはにやにやと笑い、アルファは汚物でも見るように眉をひそめている。

「い、いえ、そうではなく──」

「私はわかりますよ〈解放者〉の《誓約者ルーラー》」

　言い訳しようとしたティファリシアを遮るように力強くうんうんとうなずくジャンヌは。

「人生は……苦難の連続であるほど素晴らしいものとなりますから」

　ヨダレでもたらしそうな勢いでうっとりとした眼まな差ざしを向けてきて。

「──単純にすぐ了承してくれそうなレイジを選んだだけなんですけど!?」

「わかったわかった」

「この上言い訳とか」

「自ら危地へと追い込まれる姿勢、素晴らしいと思います」

「……………………」

　がくりとうなだれたティファリシアは、もうなにを言っても無駄な気がして黙る。

　それに……一番安心できる相手を選んだのは噓うそではないし──

「正しい選択なんじゃない？」

　ぼそりと呟つぶやいたアエルに、ティファリシアは顔をあげる。

「まあ実際の人生で子供は親を選べないけどね」

　彼女がこちらを見ておらず、アルファに視線を向けていることに気づいて──

「次は、私の番ですね」

　ジャンヌのあげた声に、はっとしてそちらを見る。

　いかにも武人といった毅き然ぜんとした態度で素早く美しくダイスを投げたジャンヌは、出た目を確認し、

「四ですか」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなくパネルを進み、四のパネルに止まると、浮かび上がった文章を読み上げた。

「〝ざんねん！　強風で服が脱げたよ。今すぐ身につけているものを一つ脱ぎ捨ててください。以降はその衣服を身につけることを禁止します〟」

　その内容を理解するまで、アルファとティファリシアは数秒を要し。

　理解した瞬間、アルファがまず爆発した。

「──はあああ!?　なんなんですかそのパネル!!」

「え、なにが？」

　すっとぼけるレイジに足元のティファリシアも四よつん這ばいのまま突っ込む。

「明らかに今までと違いますよね!?」

「いやいや、普通に人生の一コマじゃん？　人間万事塞さい翁おうが馬じゃん？」

「結婚、誕生と同列に語りやがるにはいくらなんでも軽すぎでしょう!!　そもそもなんですか風に吹かれて服が脱げるって！　どれだけ凶悪な風が吹きやがればそんな現象が起きやがりますか!!」

「えーあるある。風の強い日とかよくあるよなあジャンヌ？」

「え……ええと……」

「え？　なに俺が間違ってると、そう言いたいわけ？」

「──」

「おい、もう一回だけ訊きいてやるよビッチ。あるよなあ？」

「──は、はいぃ!!　あるとおもいますぅ……」

「ほーら」

「ジャンヌ貴様大概にしやがってくださいよ!?」

「というかレイジもジャンヌさんに振るのやめてください！　ズルいですよ！」

「あーうるせえ妻と子供だな」

「だ、誰が妻ですか!!」

「えー事実だし」

「こ──殺……くっ、これはゲーム……これはゲーム……！」

「こ、子供の言うことなら……なおさら、親は聞いてくれるべきだと思いますけど……！」

「ん、ちゃんと役に入りこんでるティファリシアは偉いなあ。よし頭を撫なでてやろう」

「え……べ、別にそういうつもりじゃ、ちょ、ちょっとやめ…………………………エヘ」

「──はーい、うちはそういう教育方針じゃないので。そこのクソ夫は勝手なことやめやがってもらえますかねえ」

「む、教育方針だと？　聞き捨てならねーな。よし、家族会議するか」

　などなどと。

　スタートパネルで言い合う三人を尻目に、「放置……放置されてる……放置されてるぅ……」と目をとろんとさせたままパネルの色が変わっていくのを見ていたジャンヌは。

「とりあえずイベントをクリアしたら？」

　穏やかなアエルの言葉に、悪い夢から醒さめたかのようにはっとし、落ち着いた表情でうなずく。

　そうして、ジャンヌは迷うことなく左手のガントレットを──

「は？　ガントレット？」

　──外そうとして、レイジの声に止まる。

「…………え？　これも衣服の一部であるはずですが……」

「んんー？　見間違いだよな？　大フランスの国民的英雄、オルレアンの乙女が、服を一枚脱げっていうお題でガントレット程度の無難なものですまそうだなんて、まさかそんな」

「…………い、いえ、ですが──」

「一人だけ軍人、それも完全武装、おまけに〈竜闘族ドラゴーネ〉を単独で蹴け散ちらせるほどの力を持つ《英雄》さまが、ガントレット程度の脱衣でお茶を濁にごすって？」

「…………」

「それで、どの口が〝人生は苦難が連続するほど素晴らしいものになる〟とか言ったんだろうなあ？」

　その言葉が最後の一押しになった。

　外しかけたガントレットをきちんとつけ直したジャンヌは、そのまま迷うことなくスカートの中に手を入れ、

「は!?」

　ティファリシアの声にも止まることなく、白いパンツを脱いだ。

「は──はああああ!?」

「う……噓うそでしょう？　……ねえ、噓だと言いやがってください!!」

　悲鳴をあげるティファリシアとアルファなど目に入っていないとばかりに、レイジだけを見たジャンヌは、頰ほおを赤く染めながら言う。

「こ、これで……これでどうですか……？」

「──うっわ、引くわ。このド変態が」

　蔑さげすむ眼まな差ざしと冷たい声。

　求めていたすべてを得たジャンヌは、

「っ」

　下腹部を押さえながらビリビリと痺しびれるようにその場に座り込んで昇天し。

　タイミングよくパネルが白く変わった。

　その様子はさながら──

「漏らしたみたいだな」

「……」

「…………あんなのが〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》だなんて……ボクとなにがしかの共通点がありやがるだなんて……認めたくない……」

　どこまでも軽いレイジの言葉にティファリシアがそっと目を逸そらし、アルファがもはや絶望的な声で呟つぶやいて。

「さーて、俺の番か」

　レイジの振ったダイスは三を表示し、そのパネルで指定されたイベントは。

「お……〝おめでとう、今日から素敵なニートライフ！　任意のプレイヤー一人のマスまで移動し、強制的に寄生して思う存分だらけてください。以降は就職するまで永遠にすべての苦難をその寄生されたプレイヤーが受けてくれます〟──さすが俺だわー。つーわけでよろしくなティファリシア」

「は？　いやニートって──え!?　もうパネルが白くなってる……!?」

「いやーこれ数あるイベントの中でもかなり当たりの部類だし。やっぱニートはニートしないとなー」

「いえいえいえ、だとしてもなんでわたしに寄生するんですか!!　これどう考えても〈神翼族エルブランシユ〉側に使ったほうがよかったんじゃ……！」

「えー？　俺ティファの下でしかニートしたくないし」

「────ぇっ」

　……ティファリシアの下でしか、ニートを、したくない？

　それって、つまり。

　その先まで考えてしまったティファリシアは、不意を突くティファ呼ばわりも相まって、そんな場合でもないのに頰ほおを赤らめ──

「……今〝やっぱこいつちょろいわー〟って思いやがりましたね」

　ぼそりと呟いたアルファに、レイジはさらりと返す。

「あ、バレた？」

「というか、赤ん坊に寄生してニートしやがるとか空前の最低クズ夫なんですけど。離婚してもいいですか？」

「無理ー」

「──って冷静に考えたらやっぱりただの寄生ですよね!?」

　微妙に頰ほおが赤いままのティファリシアの突っ込みをレイジが適当にいなし、アルファがそんな二人をジト目で見ていると。

「じゃ──ワタシの番だねー」

　一連の出来事にまったく興味を示さないかのように。

　完全に会話をぶった切る形でそう口にしたアエルは、ぴたりと無駄話をやめる三人を尻目に、ダイスを手にしたまま静止して。

「……？」

　その不自然なまでに長い間に、ティファリシアが疑問を抱き、声をかけようとした瞬間。

「──ん、おっけー」

　黄金色の瞳ひとみをゆっくりと細めた彼女は、ダイスを投げ、その結果が出る前からパネルを六つ進む。

　遅れてダイスが六を表示し、文章が浮かび上がる前にもう一度ダイスを振った彼女はさらに六進んで。

　同時に〝世界の真理を知る。もう一度ダイスを振り、出た目だけ進んでください。進んだ先ではイベントが起こりません〟という文章が浮かび上がり、ダイスがもう一度六を表示する。

　すでにその通り行動していたアエルは、パネルが白く光るのも確認せず、ダイスを投げてよこし。

「アルファの番だねー」

　笑いもせず、淡々と告げた。

「────っ」

　その、ありありとした〝未来を視みた〟という行動に、ティファリシアが息を吞のみ。

「おいおいもっと楽しめよー」

　レイジがことさら大げさに手を広げ、アルファの肩を抱く。

「な──ちょ、は、離しやがって……っ」

「でないと──〈神翼族エルブランシユ〉、負けちゃうぜ？」

　低く呟つぶやいた言葉。

　人差し指をまっすぐ突きだしたレイジに、アエルは口元だけの笑みを浮かべ。

「そうだね。それだけは絶対にありえないってもう視えてるけど」

　冷たい言葉。

　アエル自身にすら感情がないかのごとく。

　ただ事実だけが告げられる、不可解な感覚。

　視線も言葉も向けられていないティファリシアが、ただただ寒気しか感じられない状況に、

「あーっそ。ま、それならそれでいいけどー。──んじゃゲームを続けようか」

《英雄》はどこまでも不敵に笑った。





　　　　◆◇◆◇◆






　その後もレイジドＳ原案、ジャンヌドＭ作成のリアル人生ゲームは、苛か烈れつを極めた。

　二周目のアルファは。

「……は？　〝明るい家族計画！　配偶者がいる場合、夜の営みをしてください。いない場合、一人でがんばってください〟って……こ、これ……！」

「あー引いちゃったかー。じゃあ──する？」

「ふ、ふふふざけんなです!!　な、なんで、こんな、しかも人目のあるところで!!」

「んじゃイベント未クリアで失格だなー」

「──っ」

「というかレイジ……あなた、童──こ、こほん、貞操を守ることに並々ならぬ努力をしていましたよね？　いいんですか」

「えー別にいいよ。どうせアルファはこれクリアできねーし」

　にやにやと笑うレイジに、なにかを堪こらえていたアルファは、弾はじかれるように背伸びをして──

　レイジの頰ほおに、キスをした。

「──『夜の営み』がなんなのか、具体的な記述はありやがりません！　だったらこれが夜の営みでもいいわけですよね!?」

　顔を赤くしたまま、空──その向こうにある《大誓約魔法》に向かって叫んだアルファは、足元のパネルが白く光るのを確認して、懸命に口元を歪ゆがめる。

「は──どうですかっ？　いつまでも貴様の思い通りになっているわけじゃないんですからね!!」

「おーやるねー。ところで『夜の営み』について具体的な記述がないなら別にキスじゃなくてもよかったわけだけど、その点についてはどう思う？」

「あ────ぁぁああああああ!!」

　アルファは膝ひざを折り、頭を抱えて自分の行動を悔いる。

「き……気を落とさず……」

　そんな彼女にティファリシアは心からの同情をしながら、二周目のサイコロを振り。

「えっと……〝ひゃっはー権力って素晴らしい、ひょんなことから国家権力とコネクションができたよ！　伝家の宝刀『国家権力になんとかしてもらうカード』を手に入れました。このカードを使えば一度だけなにもせずにイベントをクリアできます〟……これは？」

　首を傾かしげるティファリシアの前に、虹にじ色いろに光るカードが現れ、すぐに消える。

「お、いいじゃーん。便利カードゲットだな。そのカード使えばどんなイベントも一回パスできるぞ」

「一応喜んでいいんでしょうか……」

「くっ……ボクはあんなにひどいイベントだったのに……！　──ジャンヌ、取り返してください！」

　まだ悔しそうにするアルファに、恍こう惚こつとした眼まな差ざしを向けていたジャンヌは、その言葉でハッとして前を見る。

「では──」

　サイコロを振り、ジャンヌが引いた二周目のイベントは。

「〝明るい家族計画！　配偶者がいる場合、夜の営みをしてください。いない場合、ひとりでがんばってください〟」

「ってそれボクのと同じイベントじゃないですか!!」

　真っ先に突っ込んだアルファに、レイジがさらりと応じる。

「え？　イベントに被かぶりがないなんて言った覚えないけど？」

「ひ、ひとりで……アルファやアエル……男に見られているところで……！　んんっ」

　ビクンビクンと震えたジャンヌが力なくその場にヘタり。

　パネルが白く変わった。

「…………ジャンヌには簡単すぎたな」

「え……え？　ど、どういう……」

「え、なにティファリシア知りたい？　今のはつまりジャンヌが──」

「黙りやがれです!!」

　一瞬の間をおいてアルファが「冗談ですにゃん♡」の仕草をし、レイジが笑って。

「はー……面白かったからいいか。んじゃ俺な」

　二周目のサイコロを振ると。

「んー？　〝催したよ！　ただちにトイレをすませよう〟って変なの引いちまったなー」

「ふ──あはははははは！　ざまーみろです!!　冗談ですにゃん♡　……ぅぐっ、こ、これで貴様も──ってなにズボン脱ごうとしてやがるんですか!?」

「ちょ、レ、レイジ!?　まさか──」

「え、トイレをすませようってあるし。すませるしかないじゃん」

「「やめてください!!」」

　アルファとティファリシアの声がきれいに重なる。

「なに考えてやがるんですか貴様！　普通こんなところで……ちょ、本気で!?　ゃ……ゃだっ、やめてくださいやめて!!」

　手をつないでいるがゆえに離れることもできず、レイジの動きに合わせて揺さぶられるアルファは、顔を真っ赤にしながら一生懸命もう片方の手で顔を覆おうとして。

「仕方ねーなー。じゃ、ティファよろしく」

「────は？」

　同じく顔を覆い、そっぽまで向いていたティファリシアは、突然話を向けられて目を剝むく。

「な、なに言って──って、パネルが黄色く!?　な、なぜ……！」

「いやーだってほら俺ニートじゃん？　任意のプレイヤー一人のマスまで移動し、強制的に寄生して思う存分だらけてください。以降は就職するまで永遠にすべての苦難をその寄生されたプレイヤーが受けてくれます──ってあっただろ」

「ま、まさか……やりたくないイベントはすべてわたしにやらせるつもりですか!?」

「うん」

「躊ちゆう躇ちよなく!!」

「いいからほら、パネルもう赤くなってるぞ」

「そ、そそ、そうでした……えっとただちにトイレを──ってできるわけないじゃないですか!!」

　レイジがトイレをするのも嫌だが、自分がするのはもっと無理だ。そんなことをするくらいなら死ぬ！

　混乱の中、パネルが赤から黒へと変わりはじめ──

「そういやさっき面白いカードもらってたよなー」

　露ろ骨こつなレイジのアドバイスに。

「こ、このイベントパスします！　『国家権力になんとかしてもらうカード』を使います!!」

　ティファリシアの宣言と共に、虹にじ色いろのカードが再び現れ、光を放って消える。

　同時にパネルが白く変わり、ティファリシアはほっと安あん堵どの息を吐いた。

「よかったじゃん。俺のおかげだな」

「そもそもカードを使う状況になったこと自体、誰かさんのせいですけどね!!」

「どんまい」

「────っ!!」

　声にならない声をあげるティファリシアの肩に、アルファがそっと手を置き。

「ちょっとだけ同情してやります……いつかヤりましょうこいつ」

「…………はい」

　──などなどと。

　種族を超えた友情がほんのり芽生えるほど、ゲームは主にティファリシアとアルファに屈辱的なプレイを強制する形で続いた。

　もちろん他のメンバーも理不尽としか言いようのないイベントを引くことはあったのだが、レイジは驚異的な機転で本人の都合がいいように解釈し、ジャンヌは屈辱的であればあるほど悦よろこぶため、実質被害は二人にしか及ばない。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんはティファリシアとアルファだけのものであり、レイジもジャンヌもそれぞれ別の意味でゲームを楽しみ続ける。

　そして──苦しむでも楽しむでもなく奇跡的に一度たりとも無駄なイベントを引かなかった彼女は。




「はい、おしまい」




　何度目かの試行。

　レイジたちをはるか後方に置き去りにし、アエルは振られたダイスの目も確認せずにその場所に立つ。

『ゴール』と大きく書かれたパネルの上で、黄金の瞳ひとみを輝かせた彼女は、そうしてあらかじめ決められていたかのように言った。

「やっぱりつまらなかったね」

　なんの感情も込められていない言葉。

　そのあまりにも簡潔極まりない〈神翼族エルブランシユ〉の勝利に。

　すぐには誰もなにも反応できなかった。

　だが。

「マジ……かよ……」

　レイジが力なく呟つぶやき。

　その絶望を如実に窺うかがわせる声は──

「んじゃ二周目いくか」

　一瞬で消し去られる。

　頭をかき、あくびをし。

〈解放者〉の《英雄》はうーん、さすがにふざけすぎたかーなどと言って。

「──は？」

　アルファの疑問にも軽く首を傾かしげただけで。

「いやだから次行こうぜって」

　親指でスタート地点を指さす、レイジに。

　アルファはもう勘弁ならないとばかりに力一杯叫んだ。

「はああ!?　もうこれで終わりでしょう!?　なに勝手に二周目とか設定してんですか!!」

　こんなゲーム二度としてたまるか──そういう思いも込めたのに。

　ニートはにやにやと笑いながらすっとぼける。

「えー？　俺なんて言ったっけ？」

「言ったもなにも、そこに書いてありやがるでしょう!?　〝もっとも早くゴールしたプレイヤーの所属する種族がゲームの勝利者となる〟と！」

「うんうん、書いてあるねー。で？」

「……？　でって……」

　意味がわからない。

【勝負】内容がリアル人生ゲームで、そこに書かれているルールに勝利条件が明記されている以上、ゲームの勝ちこそが【勝負】の勝ちに──

「ならない」

　アルファの心の中を読んだかのように。

　レイジは笑う。どこまでも邪悪に。

「もっとも早くゴールしたプレイヤーの所属する種族がゲームの勝利者になる、それは確かに【勝負】の勝利条件の大前提だ。だが、俺はもう一つ条件を追加してたよな？　そしてそれに、あんたらは《大誓約魔法》の下に同意した。──そうだよな、ティファリシア」

　急に話を振られても、もうティファリシアは動揺しない。

　それはすでに何度もあったことだから。

　一度うなずいたティファリシアは、すでに確認していた言葉を口にする。

「楽しんで勝たなければ意味がない──レイジは、リアル人生ゲームの勝利条件にはっきりとその一言を追加し、契約の魔法陣を表示させました」

　それは、彼の打った手拍子によって誰にも気づかれることがなかったけれど。

「な──お、おかしいでしょう!?　それならどうしてそこに表示されてやがらないんですか！」

「おいおい、そこに表示されてることが【勝負】の内容のすべてだなんていつ言った？」

「────！」

　屁へ理り屈くつ極まりない。

　極まりない──が。

　確かにレイジたちは一度としてそれが【勝負】の内容のすべてだとは口にしていない。

　そしてアルファたちもまたその内容を《大誓約魔法》の下で確認していない──。

「貴様らは……最初からそれを勝利条件にするために、動いていたということですか」

　結果のわかる未来予知能力者にとってなによりも難しい、楽しむという条件を。

　その条件を吞のみ込ませるために、彼らはもっともらしい言い訳をつけ、巧妙に隠しながら、リアル人生ゲームを〈神翼族エルブランシユ〉と〈解放者〉の【勝負】に設定した。

　ようするに、ゲームの設定をさせた時点で、アエルはレイジには勝てない状況だった──。

　完全な不覚を痛感し、アルファは唇を嚙かみ。

「──ふ、ふふふ」

　その小さな笑い声に、目を見開く。

「母さ……ア、アエルさま？」

「ふふふふふふ……」

　確かにアエルが笑っているという事実に、なにより驚く彼女より先に。

「どうした？　おかしくなったか？」

　おちょくるようにレイジが言って。

「おかしいのはこの程度で勝てると思っているキミだよ、《英雄》クン」

　柔らかな微笑を浮かべながら、〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は言う。

「キミにならって言うなら──ワタシがいつ勝ったなんて言ったかな？」

　その言葉に、ティファリシアは再び記憶を洗い直し、即座に答えを口にする。

「……言っていない」

　彼女はただゴールしたという事実を述べただけで、一度として勝利宣言をしていない。

　なぜなら。

「これで終わりじゃないことを知っていたから……！」

　アルファの希望に満ちた呟つぶやきに、アエルは微笑ほほえみを絶やさない。

「それと、《英雄》クンは一つ勘違いをしてるね。ワタシが楽しめないのは常に結果を知っているからじゃない。負けを察した相手を倒したところで、勝利の優越を味わえないからだよ」

　未来予知能力者は、常に自分の勝利という結果を知っている。

　だから楽しめない──わけではなく。

　未来予知の絶対的な力ゆえ、途中で相手が負けを自覚してしまい、そのまま倒したところで勝負に敗れた絶望を相手が抱いてくれないから。

　つまり。

「……自分が勝利の優ゆう越えつを味わうために、相手に勝てると思わせたかった……？」

　ティファリシアの声に、薄く目を細めて。

「【勝負】の条件は必ずしも明記する必要はないからね」

　レイジの言葉を逆手にとるように。

　アエルはどこまでも楽しそうに言う。

「安心していいよ、今その条件は満たされたから」

　かつてない輝きを伴って、黄金色に染まる瞳ひとみ。

　その禍まが々まがしい光にたじろぐように、ティファリシアはレイジに寄りそう。

「──レイ、ジ……」

　未来予知者がそう言っている以上、そうなのだろう。

　確定した未来の事実を常に知っているという、ハッタリの通用しない相手。

　それはまぎれもなく好ましき隣人ソーシヤルハツカーの天敵でしかなくて。

　この強大な敵にどう対処すればいいのか、ティファリシアにはなにも思いつかない──のに。

「…………くっくっく」

　小さく咽のどの奥を震わせたような声。

　レイジの漏らしたそれが、笑い声なんだと気づいたティファリシアは、顔を押さえた彼が、見たこともない獰どう猛もうな笑みを浮かべていることに気づく。

「本当に、つくづく──つまらないにもほどがあるなあ、アエル・アウラ！」

　剝むきだしの感情を隠すこともなく、ネックウォーマーを下げた好ましき隣人ソーシヤルハツカーは言う。

「そんなクソ拙いハッタリで、本物が騙だませる思ってんの？」

「ハッ……タリ？」

　それは。

　あらかじめ未来を知る彼女には通用しないもので。

　彼女自身も必要としない──わけじゃない。

「あのさー、つまらないくだらないってあんた言ってたけど、それがどんなものなのか本当に理解してんの？　──いや、それで本当に理解してると思わせられてると思ってんの？」

「思わせられてると、思ってる……？」

　つまり、それは。

「本当の意味で、つまらないともくだらないとも思っていないということですか……？」

　ティファリシアの呟つぶやきに、レイジは吐き捨てるように続ける。

「思ってるわけねーだろ。いや、思えるわけがない。こいつにとって大事なのはたった一つのことだけで、それ以外はすべておまけだからな」

　アエル・アウラが思っているたった一つの大事なこと──？

「──アルファ、お前なら知ってんだろ？」

　唐突に話を振られ、目を見開くアルファは、すぐに表情を歪ゆがめ、

　──たとえ知ってたとしてもボクが貴様のために言ってやる理由はありやがりませんよね？

　そう、今にも続けられそうなのを。

「誤ご魔ま化かすなよ」

　遮るように。

　ただまっすぐ──アルファを見つめて言う。

「アエル・アウラの娘であるアルファ・ステイシスだけは、その崇高さに巻き込まれた理不尽を訴える権利があるはずだ」

　レイジらしからぬ真しん摯しな態度。

　その、付け加えられた言葉に。

　母親に対する娘の訴えというフレーズに──

「…………」

　不意に感情が抜け落ちたように目を伏せたアルファは、ぐっとなにかを堪こらえるように顔をうつむかせて、ゆっくりと口を開く。

「アエルさまが…………母様が、思われているのは──この世界のことだけです」

　静かな声。

　すべてを諦あきらめ、我慢し、けれど、哀かなしみだけは捨て去れなかった子供のように。

　小さく呟つぶやく。

「……ボクが、生まれて……父様がいなくなって、巫み女こになって、《英雄》を召喚して、各地を廻まわって……ずっと、どんなときも──母様はボクを見ていませんでした」

　泣き笑うような表情で、想おもいを吐と露ろしたアルファが。

　彼女が不満を口にしたという事実に──

「アルファ……」

　ジャンヌが、自らを喚よび出した巫女の肩を優しく強く抱く。

　アルファと部屋を共にし、その想いを誰よりも知っていた〈神翼族エルブランシユ〉の《英雄》は、そうして無表情にこちらを見るアエルに、胸に手を当てて言った。

「……アエル。あなたの崇高な理想を、私は心から素晴らしいと思っています。主にこの身を捧ささげ、祖国に殉じ、一方的な理想を遂げた私にも到底為なしえられません。……けれど、だからこそ──なにも知らされず、あなたのために身を粉にして働くこの子に……言葉を尽くして共有されるべきものだと、思います」

　その言葉は彼女にどう響いたのか。

『微笑ほほえみ』という決められた表情パターンのまま動かなかったアエルは、ゆっくりと無表情に戻り。

「──くだらない感傷だね」

　静かにそう断じて。

　言葉を紡ぐ。

「キミたちは、なぜこの世界にいると思う？」

　唐突な問いは、答えを求められていなかった。

「その途方もない問いは万象を眺ながめることのできるワタシにとって、答える義務のあるものだった。いったいなぜ、《万象の楽園アクアテラリウム》というたった一つの世界に、異なる七つの世界から別々の種族が辿たどり着ついたのか──？」

　彼女はただまっすぐに──ここではないどこかを、過ぎ去り未だ来ない刻ときを思うように、遠くを見つめながら言う。

「問い、思考し、未来を視みつめ、導き出した仮説は、彼かの種族達は辿り着くべくして辿り着いた、というものだ。七つの種族が一つの世界に辿り着いたのは、どれか一つの種族が生き残り、その種族によって統一されるためではなく、さながらパズルのピースのように、あるいはダイスの目のように、すべてがそろってはじめて成立するものなのだと。そう解釈したとき、身体からだや力の違い、魔法体系の違い、なにより種の存続力の違いは大きな意味を持った」

　自らの胸に手を当て。

「たとえば〈神翼族エルブランシユ〉は他種族と比べて圧倒的に優れており、寿命も長い一方で、種を残す力は極めて低い。どれだけ力があり、全種族に君臨できてもいずれは滅びる運命にある。反面、〈隷人族インフイルマ〉は魔法すら使えず信じられないほど脆ぜい弱じやくだが、どの種族も及ばない強い繁殖適応力を持つ。それらは決して無関係ではない。そのことを証明するために、ワタシは自らの身を以もつて実際に子を宿してもみた」

　アルファを見たアエルは、そうしてすぐに視線を戻し。

　言葉を続ける前に──レイジが言う。

「……実際にアルファという我が子証拠を得て、あんたは推測を確信に変えた。七つの種族がこの世界に辿り着いたことには意味があるのだと。七種族は密接に協力していかなければならず、そうしない限り決して存続できないのだと。だが──その真実に気づいたところで、そのまま実現するわけがない。七度世界が滅びる大戦を経て、《大誓約魔法》を作ったところで、各種族は争う。違うからこそ争わざるをえない。それがあんたにはどうしようもなく視えていた。だから、その絶対不可避の争いを受け入れた上でバランスをとる──『世界の管理者』という、文字どおりの意味で。それが〈神翼族エルブランシユ〉──いや、アエル・アウラという一個体の持つたった一つの想おもい──なんだろ？」

　一息に語られた言葉。

　すぐには理解できないはずなのに、自然と頭の中に入りこむ思考。

　それもまた彼の持つ技術なのだとわかって、アエル・アウラは目を閉じ言う。

「……なるほど。確かに《英雄》クンにも未来予知魔法が使えるように思えてしまうね」

「この程度の推測で未来予知とか馬鹿馬鹿しいにもほどがあるけどな」

「その馬鹿馬鹿しいことを行い続けていた身としては耳が痛い」

　ただ、と言い添えて。

「アルファと同じ［劣血種アブセンス］であるキミなら、その想おもいにシンパシーを感じてくれると思っていたけど──どうやら不満みたいだね」

　向けられた言葉に、ティファリシアはうつむく。

「あなたが……〈神翼族エルブランシユ〉のためだけでなく、すべての種族、ひいてはこの世界のことを考えて動かれていたのは……その想いは理解できました。それを素晴らしいと感じる気持ちも確かにあります」

　けれど。

「仮にそれがこの世界の本当の真実で、そのためにあなたが動いていたのだとしても──その行動はすべて、あなたの独断です」

　我欲ではなく、他者のために。

　ただ先が視みえてしまうから、それだけの理由で、誰に言われるでもなく、ひたすらに目的に向かって行動できるアエルは、素晴らしい。

　でも、それは、先の視えない者からすれば、思わざるをえない。

　その結論から導かれる行動は本当にそれだけだったのか、と。

　極論を言えば、世界を存続させようとする大前提でさえも、アエルが一人で勝手に決めたことにすぎないのだから。

　それに──

「世界のためだけに子供さえつくる。その行動が許されると信じている。そんな結論が下せてしまうあなたは──世界の管理者などではなく、ただの独裁者です」

　静かに告げた言葉に、アルファが息を吞のみ、ジャンヌが目を閉じる。

　凪ないだ水みな面も。氷の結晶。

　誰かが少しでも動けば壊れるような、儚はかない空気の中で──

〈解放者〉の《英雄》はあっさりと言う。

「まあ、俺は別にそこはそれほど気にしてないんだけどな」

　そのあまりにも拍子抜けする言葉に、ティファリシアが目を見開き。

　レイジはそんな彼女の想いをわかっているかのように、曖あい昧まいな笑みを返す。

「お前はそう考えてる、それについて俺がどうこう言うことはない。ただ俺が思うのは──つまんねーだろ？　ってことだけだ」

「つまら、ない……？」

「もちろん面白いの反対とか、そういう言葉上の話で言ってるんじゃないぜ？　あらゆる知性体にとっての生きる理由そのもの、どっかのえらいやつが言った存在に対する驚きタウマゼイン──ま、呼び方はなんでもいいが、それがないって意味で、アエル、あんたはつまらない」

　もう一度繰り返し、両手を広げて。

「管理者でも独裁者でもいいが、義務で動いているあんたは、そこに自身の想おもいも感情もない。そんなものはただの無機物も同然だ」

　歪いびつに笑う。

「あんたにだって感情はあるんだろ？　さっき自分で適当に言ってたように、勝利に対する優ゆう越えつ、他者の絶望──感じてみたくないか？」

　笑う笑う笑う。

「管理者結構！　独裁者結構！　自己犠牲結構！　ただし──心底楽しんでいるのなら」

　それは──レイジの価値観。

　彼ならではの世界の見方。

　だから、楽しまずに世界を管理し、想いもなく自己犠牲の精神で、淡々と独裁者を演じるアエル・アウラという存在は──許せない。

　ティファリシアは気づく。

　ずっと彼のそばにいた彼女にだけは気づける。

　その冷淡な真顔が、冷たいのではない、冷めている表情が、いつどんなときに噴出していたのか。

（恋や愛について語っていたときと同じ……？）

　それが。

　いったいどんな意味を持っているのか──

　考え抜く前に。

「ま、そんなわけで」

　ぱん、と手を打ったレイジは、あっさりと表情を緩ませて。

「俺はあんたにも楽しんでもらいたいわけだ。……いやこう言ったほうがいいか。無理矢理にでも楽しませてやるよ」

　だから──。

「さっさと二周目に行こうぜ」

　無む邪じや気きな笑顔に、もう誰もなにも言わなかった。





　　　　◆◇◆◇◆






「六──また絶望に歪ゆがむ《英雄》クンの顔までカウントが減ったね」

　そう表向き楽しそうに言いながら、アエルの心の中を占めるのは、どうでもいいという言葉だけだった。

　二周目の人生ゲーム。

　すでに知っていた展開など面白いわけがない。

　いや──正確に言えば、つまらないでも面白いでもない。

　それはただそういうものでしかないからだ。

　そして《大誓約魔法》は、そんなアエルの態度でも楽しいと思っていると見なしてくれるらしい。

　ひそかに瞳ひとみを金に染め、アエルはすでに何度も目にした未来のその光景を実際に視て、確認する。





　　ゲームが終わり、ジャンヌの【神の国】が解除される。

　　がくりと肩を落とし、顔を伏せてうなだれるレイジ。

　　ティファリシアは、そんなレイジに呆ぼう然ぜんとした眼まな差ざしを向ける。






　……なんとつまらない現実だろう。

　そう思っているはずなのに、実際にはそう思っていないことになっている。

　彼女がそうだと思っていると主張しても、世界がそうだと認めてくれない。

　アエル・アウラは未来が視みえる。

　ただ視えるだけではない。文字どおり視ることで未来を確定させることができる。

　かつてレイジが言っていたように、未来はすべてが確定しているわけではない。ほんの少しのことで揺らぎ、移ろう。

　だが、彼女が視ている光景だけは、絶対に確定した現実として訪れることが約束される。

　それが彼女の未来既知という魔法。

　だから、こうしてその未来を視続ける限り、彼女の勝利は絶対に変わらない──。

　それだけが絶対の真実で、唯一の現実。

　彼女の長く退屈な人生──。

　だから彼女は決して惑わない。





　　　　◆◇◆◇◆






　ティファリシアは戸惑っていた。

　レイジの考えが読めない。

　そんなことはいつものことだが、今のレイジは読めないということすら読めないような、摑つかみ所のない曖あい昧まいさがあって、妙に不安をかきたてる。

　いつものレイジなら、読めないながらもどこかわかる部分があった。

　なにより、ティファリシアにはわからないが、きっとなんとかしてくれる、この絶望的な状況を覆くつがえしてくれるという絶対的な安心感。

　それが……今のレイジからは感じられない。

　いや、正確には感じるのだが、不自然に揺らいでいる。

　まるでレイジ本人もその気持ちを持て余しているかのような──。

「──おい、ティファリシアー」

「…………え？」

「え？　じゃなく。お前の番だぞ」

「あ……す、すみません！」

　頭を振ってティファリシアは目の前の状況に集中する。

　とにかく、今は二周目の人生ゲームだ。

　レイジがゲームの勝敗条件ではなく、【勝負】の勝敗条件として『楽しんでゲームをクリアする』というのを盛り込んだ以上、ティファリシアも全力でこのゲームを楽しまなければならない。

　……いや内容的には屈辱的なものばかりなのだが、少なくともアエルのように先が視みえない分、楽しむことはできる。

　そしてそれはティファリシアに限らず、アエルを除いた全員に当てはまることだ。

　当然、アルファやジャンヌはティファリシアと同じ意味でゲームを楽しんでいるだろうから、彼女たちに先行されるのはまずい。

　本来楽しもうと思って楽しめるものではないが、もしかするとタネを明かされたアエルも、ゲームを楽しんでいると《大誓約魔法》に見なされる策があるのかもしれない。

　であればやはりレイジかティファリシアがなんとかして先にゴールしなければ──。

　そう思いながらダイスを転がし、パネルを移動したティファリシアは、浮き上がってきた文章を読み。

「…………え？」

「ん、どしたー？」

　もう一度、確認するように文章を目で追ってから、読み上げる。

「──〝チート万歳！　未来予知魔法に目覚めました。このイベントを引いたあなたはたった今ゴールしたのと同等の権利を得ました〟ってあるんですけど……」

　そんな馬鹿なというニュアンスで、呆ほうけたように言ったティファリシアに、誰もが目を瞬まばたく中。

　レイジだけが反応する。

「なん……だと……!?」

「……？　なに言ってやがるんですか、そんなので──え？」

　アルファの訝いぶかしげな呟つぶやきは、突如高らかにファンファーレが鳴ったことで、驚きよう愕がくに変わる。

　先ほどアエルがゴールしたときとは違う、明らかに終了を意味する演出。

「ちょ、ま、待ちやがってください！　こ、こんなのでゲームが終わるとか冗談じゃありませんよ!?　異議を申し立てるに決まって──」

「無駄だ」

　レイジの苦渋に満ちた表情。

「どちらかの種族にとって著しく不利なわけじゃない。ただ引いたのが偶然〈解放者〉のティファリシアだったというだけ……」

　明らかに言葉の内容と一致しない絶望的な声。

　偶然という言葉に込められた意図的な何かと裏腹に、レイジはその場で膝ひざをつき、

「ティファリシアの勝ちだ……」

　その呟きと共に。

　ゲームが終わり、ジャンヌの【神の国】が解除される。

　がくりと肩を落とし、顔を伏せてうなだれるレイジ。

　ティファリシアは、そんなレイジに呆然とした眼差しを向ける。





　　　　◆◇◆◇◆






「──────!?」

　その光景に。

　未来予知通りの光景が、予測と異なる現実を描いていることに、アエルは大きく目を見開く。

　なんだ。

　なんだこれは。

　こんな未来は違う。

「…………その表情」

　低く呟かれた声。

　うなだれたまま、上目づかいに見あげてくる〈解放者〉の《英雄》が、口元に笑みを浮かべていて。

「うまく騙されてくれたみたいじゃん？」

　騙だまされた。

　誰が？

　ワタシが？

　次から次へとわき出てくる言葉。

　反射的に使った『未来既知』は、今までに視みたことのない未来を映していて。

「な……ぜ……」

「なぜ？　面白いこと聞くなー、そんなの最初からそれしか考えてなかったからに決まってるだろ」

「最初、から──？」

「なんのためにゲームをやったと思ってんだよ。〈解放者〉が〈神翼族エルブランシユ〉の保護下に入るための通過儀礼？　愚かな《英雄》の無む謀ぼうな挑戦？」

　──そんなわけがない。

「あんたの未来既知を利用して俺たちが【勝負】に勝つために決まってる」

　未来既知を利用して、【勝負】に、勝つ。

　レイジたち〈解放者〉が。

　アエルたち〈神翼族エルブランシユ〉に？

　そんなことはありえない。ありえない。ありえるはずがない。

　なぜならアエルは実際にアエルたちが勝つ未来を──

「あんたが視たのは本当に俺に勝った未来だったか？　そう視える光景を、あんたが勝手に勝ったと思い込んだだけじゃないのか？」

　そう視える光景という単語、アエルが勝手に勝ったと思い込むという言い回し。

　それらの言葉が意味するのは──。

「まさか──キミはこの力がどんなものなのか、正確に理解して──」

　アエルの呟つぶやきに、ティファリシアが反応する。

「アエル・アウラの未来既知は文字通り未来を予知するものだったんじゃなかったんですか……！」

　実は未来を予知していなかったとでも──？

「いやいや、未来は予知してただろ。そうじゃないと説明がつかない」

　そう、言いながら。

「──で、その未来予知ってなんだ？」

「は？」

　突拍子もない問い。

　意味のわからない言葉に面食らいそうになるのを無む理り矢や理り抑えつけ、ティファリシアは平静を装って答える。

「……まだ起きていない出来事をすでに知っていること……ではないんですか？」

　未来予知にそれ以上もそれ以下もないはず。ないはずなのだが。

「そのまだ起きていない出来事をすでに知っているとしたとき、二つのパターンが考えられるよな。一つは未来が過去のように、すでに起こったものとして誰にも絶対に変えられず、未来予知者もただそれを視みるだけであったとき。その場合、俺たちにできることはなにもない。未来予知者も含めてな」

　両手を軽くあげたレイジはすぐに片方を下ろし、

「だが、この世界は違った。もし誰がなにをしようと、しなかろうと、絶対に未来が変えられない世界なら、アエルは世界の管理者になろうなどとそもそも思えないからな。つまり、アエル・アウラが世界の管理者であるなら、二つ目のパターン──この世界の未来は変わりうるものってわけだ」

　起きることがすべて決まっているのなら、管理の必要などないし、管理自体ができない。未来予知者もそうでない者も、ただ起こることを見守るだけ。

　だが、アエル・アウラは世界の管理者を名乗った。世界の管理こそが彼女の目的であると語った。

　その言葉は、未来予知者がただの鑑賞者ではなく干渉者であることのなによりの根拠になる。

「そして、アエルという干渉者によって未来が変わり、調整が可能なら──その未来には隙すきがある」

「……隙」

「なあアエル。あんたは自分の能力をこう表現した。〝常に一冊の本を持っているようなもの。ものすごく分厚くて、とてつもなく大きな本を〟と。なんでそんな表現を使った？」

　その表現はティファリシアも覚えている。

　こちらにわかりやすいようにという説明をつけた上で、彼女は確かにそういうたとえを持ち出していた。

「本は聞くものでも嗅かぐものでも触れるものでもなく、視るものだ。視覚的な表現を使った理由は、未来が文字通りの意味で視えるものだからだろ？」

　尋ねるような体ていで。

　レイジは確信的に言う。

「そして本は絵のように一度にそのすべてを見ることができず、必ずページをめくらなければならない。つまり、一ページずつしか視ることができないという、未来予知者側視る側の認識の限界があるんじゃないか。その一ページずつしか視れないという枷かせがあるからこそ、そこに干渉の余地があるわけだ」

　未来は聞くものでも嗅ぐものでも触れるものでもなく、視えるもの。

　一度に視る未来には限界があり、だからこそ干渉が可能。

　そこまで続けられて、ティファリシアは目を見開く。

「あ──もしかして、出会ったときから……それに先ほどの人生ゲームの最中にも頻繁に能力を使っていたのは、一度に視みる未来に限界があるから……!?」

　先の先、先の先の先と視ようと思えば何度も能力を使わなければならなくなる──。

「そうだよな。そう思えるよな。──だが違う。言っただろ、未来には干渉ができるんだ。裏を返せば、未来はすべて確定しているわけじゃない。アエルという干渉者がなにがしかの行動を取ることによって、絶えず変わりうる」

「え……絶えず変わってしまうのなら、未来はいつまでも決定しないんじゃ……」

　だが、実際には未来はアエルに都合のいいように決定していた。

　……アエルの都合のいい未来に決定させられていた？

　なにかが引っかかる感覚。

　真実に手を触れた感触は、笑みを深めるレイジによって──確信となる。

「逆に考えてみろよ。何度も視る必要がない、にもかかわらず何度も視ていたのはなぜだ？」

　逆に考える。止し揚よう。

　何度も視る必要がないにもかかわらず、何度も視ていた。

　未来を、予知する。予知した、未来──。

　閃ひらめきは、全身を駆け抜ける。




「未来を視て予知するのではなく、視た未来が予知になる──つまり、アエルさんが視た未来が、アエルさんが能力を使って視ているあいだの未来だけが、現実の未来となる……!?」




　未来はただ訪れるのではない。アエルという未来予知者によって選ばれ、確定された未来だけが訪れる。

　彼女が能力を使い、ある未来を視ている限り、その未来は必ず現実となる。

　ティファリシアの予測に笑みを深め、レイジは言う。

「だからあいつは何度も能力を使った。自らの勝利の瞬間を、勝利したと思われる光未景来を確定させるために。そして、あいつが視ている限り未来が確定するのであれば、あいつにとって理想的だと誤解して視える未来を──偽りの未来を演じて、それを確定させてやればいい。未来っつー事実を騙すことはできないが、視ている者を騙すなんてのは簡単にもほどがあるからな」

　好ましき隣人ソーシヤルハツカーはどこまでも邪悪に笑う。

　すべてはアエル・アウラという《誓約者ルーラー》の、彼女の持つ最大の秘密を暴き、それを利用した反逆を行うための布石──。

　それらをたった一人で行った《英雄》と、その思惑を解きほぐした《誓約者ルーラー》。

〈解放者〉の二人と、そこに協力する形となった自らの娘を見た〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》は、ぼそりと呟つぶやく。

「……なるほど、ね。未来既知を使うワタシを使って自分が未来予知者になる──こういう未来が描かれるわけだ」

　そうしてどこか納得がいったように晴れやかに笑って。

　アエルは一転して気だるげにため息を吐ついた。

「まあここまでしてもらったキミたちには悪いけど、そもそもワタシは最初から〈解放者〉と同盟を結ぶつもりだったんだけどね」

「──は？」

　今度こそ意味がわからなくて。

　口を開いたティファリシアに、アエルは軽く言う。

「そもそも同盟結ばないって言ってないし」

「い……いえいえいえいえ！　ちょっと待ってください！」

　確かに同盟を結ばないと言ってはいないが。いないが！

「でも〈神翼族エルブランシユ〉は──」

「『世界の管理者』が他種族と対等の立場にあるのはおかしいって？　それ誰から聞いたの？」

　ティファリシアが見たのはアルファで。

　アルファは戸惑うようにアエルを見あげる。

「………………母様」

　不安げに呟く娘に、ほんの一瞬哀かなしげな表情を浮かべたアエルは、曖あい昧まいに肩をすくめて。

「もちろん、【勝負】には勝つつもりだったよ。その上でこちらから同盟を申し出るというものだったんだけど……その結果に囚とらわれすぎて、過程から目を離してしまったのが敗因なのかなー」

　そうして小首を傾かしげ、ジャンヌに向かって苦笑する。

「あるいは娘の好意を利用して、いいように使っていたことに対する罰でも下ったのかもね。……そういうのあるんだよねそっちの世界では」

「……アエル」

　ジャンヌが慈いつくしむように呟き、アエルは穏やかな表情をアルファに向ける。

　そこには、常に先を視み通とおす未来予知者の顔ではなく、目の前の娘をただ見つめる母親の顔が確かにあって──

「で、では──」

　ティファリシアが、同盟についての言葉を口にしようとした、そのとき。




「本当に、それでいいのか」




　レイジが。

　不自然なほどに真剣な表情で、言う。

「〈神翼族エルブランシユ〉の《誓約者ルーラー》ではなく、アエル・アウラ自身は──これで心から納得するのか？」

　繰り返す言葉の意味がわからなくて、ティファリシアは声を絞り出す。

「レ……レイジ？」

「……なにが言いたいのかな《英雄》クン」

　静かな問いかけ。

　そこになんの感情も込められていないことに、レイジは目を細める。

「わかってんだろ？　俺はあんたを楽しませると言った」

　無む理り矢や理りにでも。

　確かにレイジはそう言った。

　そう言って、二周目をはじめ──見事アエルを騙だましてみせた。

　レイジもそうなるよう、誘導してきたのではなかったのか──？

　ティファリシアのそんな考えを断ち切るように、レイジは手を広げる。

「今のあんたの判断は、結局大たい勢せいを見極め、理詰めの、機械的な自己犠牲精神に基づいた結論そのものでしかないんじゃないのか」

「…………だとしたら？」

「それじゃ意味がない」

　即座に連ねられる言葉。

「そんなもので納得されたんじゃ、あんたの目的は果たされても、俺の目的は果たされない」

　レイジの目的──。

　その言葉に、ティファリシアははっとする。

　レイジは〈解放者〉のために、ただ単純に同盟を成立させるために、動いているわけではない。

　そうではなくて──

「だから、俺は俺の目的のために、こうする」

　次の瞬間。

　なんの前ぶれもなくそこに現れた第三者の姿に。

　まったく視みえていなかった未来に、アエルは目を見開く。

　そうして心から驚き、呟つぶやいた。

「まさか──キミははじめからこのために──？」

「さあ？」

　レイジは笑う。

　どこまでも──純粋に。

「ただ思っただけだ。こんな面白いことをしてたら──こいつが来ないわけないってな。……なあ、レウ？」

　レイジは右腕をまくり、そこに巻いていた黒い布──《魔神器》『かたわらの闇』を露出させていて。




「──やっぱりご主人さまはすごい」




〈幻魔族ストレーガ〉の［四血姫］クランレウ・シミシカは、この上なく愛いとおしげに微笑ほほえんだ──。
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あとがき




　スペースと共に余裕も失われる！　お世話になっております、刈かり野のミカタです。

　さて、三巻はなんといっても新登場した《英雄》ですね！　彼女のおかげでいつも以上に楽しく書かせていただきました（爽さわやかな笑み）。また今巻も口絵にあるようなシーンが多めとなっており、ニートは相変わらず自由極まりありません。

　そして巻の最後が最後ですので、なるべく早く次巻をお届けできますよう努力します！

　と、そんな次巻の前に──新作を告知させていただきます!!　こちらは『少女魔法剣士最強の学園で魔法も使えない主人公が好き放題無双するお話』です。また主人公が大概自由！　八月発売を予定しておりますので、↓や帯裏と共にチェック頂ければ幸いです!!

　以下謝辞です。担当編集Ｏ様。原稿に『ここ笑いました』などと書かれているのを確認する度に、刈野は狂喜し心のメモ帳に永久保存しております。これからもよろしくです！

　キャラの命の源、ねこめたる様。お忙しい中でも超クオリティの絵、ありがとうございます。新キャラを見る度に刈野の肌年齢は三歳若返ります。特に新《英雄》最高でした！

　そしてＫ編集長をはじめ、あらゆる面で本書を形にしてくださった皆々様。

　なによりここまで読んでくださった貴方様に全身全霊の感謝を──。

　またお目にかかれますように！


刈野ミカタ



















　　カバー・口絵・本文イラスト／ねこめたる

　　装丁／百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
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